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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　登場人物紹介




アリシア・フェイトリン

ある事件が元で〈死神姫〉と呼ばれるようになった〈地方伯〉の称号を持つ、格式の高い没落貴族の一人娘。




カシュヴァーン・ライセン

「アズベルグの暴君」と名高い成り上がり貴族。国王に特に許され〈強公爵〉の称号を得ている。




ノーラ・テルペス

ライセン家で働くメイド。




ティルナード・レイデン

名家・レイデン家当主の少年。




ルアーク

ちょっとお茶目な裏社会で名高い少年。




トレイス

カシュヴァーンの幼馴染み兼執事。













　序章







『……ああ、またあの竜がやって来るわ』

　豪ごう奢しやな寝台の隅すみで華きや奢しやな体を縮ちぢこまらせながら、イゼリアーネ姫は絶望的な思いを嚙かみ締めていた。

　故郷の王国を遠く離れた、高い高い塔に閉じ込められて幾いく日にちが経たっただろう。

　贅ぜいを尽くした部屋も、数々の宝石も、色とりどりのドレスもなんの慰なぐさめにもならない。

　どすどすという乱暴な足音が床ゆかを震ふるわせ、それにつれて生なま臭ぐさい匂いがぷんと漂ただよってくる。

　吐はき気けをこらえながらイゼリアーネ姫は、白い指先がさらに白しらむほど強く両手を握り締めて祈った。

『お願い、ジラルディン様。早く助けに来て』

　だが今夜も、美しく哀あわれな姫君の願いは叶かなえられなかった。

『イゼリアーネ姫、俺の愛いとしいイゼリアーネ姫！　今帰ったぞ！』

　部屋の扉を乱暴に押し開け、姿を見せたのは愛しい王子ジラルディンではなく──生臭い匂いとともに、清せい浄じような白しら百ゆ合りの香りを身にまとったグレイドゥだった。若く魅力的な青年の姿をしてはいるが、粗そ野やで傲ごう慢まんな表情と隠せない臭しゆう気きのためちっとも魅力的ではない。

　グレイドゥの体から常に漂う生臭い匂いを嫌がるイゼリアーネ姫のために、グレイドゥは部下のオークたちに花の妖よう精せいをさらって来させ、巨大な花畑を作らせた。

　妖精の力で育ったみずみずしい花々を体中になすりつけ、グレイドゥはいつも得意満面にさらってきた姫君に会いに来るのだ。

『今夜もなんと美しい……どうだ、白百合の花は好きだろう？　さあ今夜こそ口づけを！』

　両手を広げ、誘いかけるグレイドゥから漂う異様な匂いに、イゼリアーネ姫は耐えきれず顔を背そむける。

　白百合の清せい楚そな香りが竜の放はなつ臭気と入り混じり、吐き気をもよおす異臭になっているのだ。またひとつ、大好きな花を嫌いになってしまった悲しみに、イゼリアーネ姫は小さな覗のぞき窓の向こうを見て嘆なげいた。

『ジラルディン様、お願い。もうこれ以上耐えられません。早く助けに来て。早く……』

　ぽろぽろと涙をこぼし、祈るイゼリアーネ姫を見てグレイドゥが吠ほえた。

『やめろ！　あいつの名前を二度と呼ぶなと言ったはずだ！』

　叫んだグレイドゥの体がぐぐっと膨ぼう張ちようし、高価な服が裂さけて棘とげだらけの醜みにくい肌が剝むき出しになる。

　ひっと息を吞のみ、後ずさったイゼリアーネ姫が見守るなか、グレイドゥはたちまち黒い竜の本ほん性しようを現した。

　天てん井じようを突き破りそうな巨大な竜と化したグレイドゥが、逃げる姫君に向かって吠える。

『この俺がこれほどまでに愛しているのに！　なんて自分勝手な女だ！』

　真っ赤な口を大きく開いたグレイドゥが、鋭いかぎ爪つめを備えた前足でイゼリアーネ姫のドレスの裾すそを引っかいた。

『もう許せん！　喰くってやる！』

　ついに醜い本性を露あらわにしたグレイドゥが、突然ぎゃあッと叫んで天井に頭をぶつけた。

　見ると、グレイドゥの首の根元に、見事な宝石のはまった一本の剣が突き刺さっているではないか！

『姫から離れろ！』

　もがくグレイドゥの背に立った、金色の髪の美しい若者。

　グレイドゥなどとは比べものにならない、姿だけでなく魂たましいまでも凜り々りしく高こう貴きな愛しい恋人の姿を見つけて、イゼリアーネ姫は歓かん喜きに体を震わせた。

『ああ、ジラルディン様……！　来て下さったのね……！』







「ああ……ジラルディン様、なんてすてきなの……！」

　頁ページをめくっていた手を止め、イゼリアーネ姫になりきって少女はうっとりとした声を漏もらした。

　物語の終しゆう盤ばん、黒こく竜りゆうグレイドゥとの最後の対決のために乗り込んできたジラルディン王子が姿を現す場面は、少女の一番のお気に入りだった。文章だけでなく、隣の頁の挿さし絵えがすてきで、いつもここでたっぷり時間をかけて読み入ってしまう。

　棘だらけの醜い黒い竜の背で、燦さん然ぜんと輝く白はく皙せきの美び貌ぼうの王子。金色の巻き毛と整った顔立ちが、洗練された白い衣装と青いマントにたまらなく映はえている。

　大国レンバーグ王国の王子であり、ひと目会ったその時から心よりイゼリアーネ姫を愛するジラルディン。品行方正、文ぶん武ぶ両道、美しい容姿と高こう潔けつな魂、姫君への一いち途ずで燃えるような愛情と、すべてを兼ね備えた乙女の理想。

「『夢の王子様』……いいえ、私の王子様」

　愛しい姫君へ優しく微ほほ笑えむ挿絵の王子の顔を、少女は白い指先で愛おしむように撫なでた。

「いつかきっと、見つけてみせるわ。私のジラルディン様を」








　第一章　フェイトリンへの招待







　シルディーン王国北の辺へん境きよう、アズベルグ地方。

　起き伏ふくが激しい瘦やせた地の奥、暗い森のそのまた奥に、悪名高い領りよう主しゆカシュヴァーン・ライセンの屋敷がある。

　最近では「ライセンの石屋敷」とも呼ばれているこの屋敷は、翼つばさ持つ怪物の像があちこちに据すえつけられた不ぶ気き味みな作りだ。シルディーン王国の国教であり、翼持つ者すべてを聖なる者として崇あがめる〈翼の祈り〉教の軽視と取られても仕方がなく、今なお強い信しん仰こう心しんを保たもつアズベルク地方の領民たちには評判が悪い。

　その上、庭にはまるで墓ぼ標ひようのような巨大な黒い石が立ち並んでおり、「ついに死神姫の呪のろいが効力を発揮し始めたのでは」とのあらぬ噂うわさの原因にもなっていた。

　だが数々の流りゆう言げん飛ひ語ごの類たぐいなど、いろいろな意味でつわもの揃ぞろいの館やかたの住人たちはどこ吹く風だ。本日も屋敷の二階の小部屋では、屋敷の奥方とその「息子」が、優ゆう雅がな暇ひまつぶしに興きようじていた。

「──はい、これで終わりよ」

〈翼の乙女に捧ささげる小曲〉の最後の一音が、ゆっくりと消えていく。

「うわーすごいよアリシア！　うまいうまい！　俺、今初めてやっぱりアリシアっていいとこのお嬢様なんだな、って思ったよ！」

　ごく自然に失礼なことを言いながら、熱心にぱちぱちと拍手をしているのは、銀髪の少年暗殺者・ルアークである。

「ありがとうルアーク。でも、私の腕うでなんてまだまだよ」

　特に気を悪くした風ふうもなく、古びたオルガンの前に座ったままにっこりしている亜あ麻ま色いろの髪の少女は、この屋敷の奥方でもある「死神姫」アリシアだ。

「だってこの程度じゃ、まだまだお金をいただけないもの。芸の道は厳しいわ」

「あはは、一気にいつものアリシアって感じになったね。お貴族様の演奏って、むしろちょっと素しろ人うとっぽいのがいいとか言うんじゃなかったっけ？」

　アリシアの大だい道どう芸げい人にんのような謙けん遜そんに、ルアークはけたけたと屈くつ託たくのない笑い声を上げた。

　最も早はや血筋以外売るものがない、という状態まで没ぼつ落らくした名家フェイトリン家の令れい嬢じようであるアリシア・フェイトリンが、最初の結婚式の最中、夫を殺害され「死神姫」というあだ名をつけられてしまったのが一年半と少し前。さらにもらい手がなくなり、アズベルグの領主家にまで成り上がったライセン家に買われたも同然に嫁とついだのが今年の春の初めのこと。

　小柄でやせっぽちで、そこそこ可か愛わいい程度の容姿しかない眼め鏡がねをかけた少女は、相変わらずの着古したドレス姿であることのみならず言動もまるで「公爵夫人」らしくない。

　しかしだからこそ、真意を笑顔で覆おおいなかなか本ほん音ねを見せないルアークなどにも不思議になつかれているのである。

「ろくに調ちよう律りつもしてないオルガンをそれだけ弾ひければ上じよう出で来きだって。料理の腕だって大したものだし、アリシアって意外にいろんな特技を持ってるよねえ……ところでノーラ、そろそろ入ってきたら？」

　含ふくみ笑いをしたルアークにつられて戸口のほうを向けば、室内をこっそり覗のぞき見していた赤毛のメイドがびっくりした顔をしている。

「な、なんですの、いいですわよ別に！　オルガンの音なんか聞こえたものですから、ちょっと様子を見に来ただけで……！」

　言い訳がましい言葉を並べる美人メイドのノーラは、アリシアづきのメイドにして自称カシュヴァーンの愛人である。

「その割にずーっとそこで聴いてたみたいだけど？　結構聴き入っちゃってなかった？」

　かつては〈玩おも具ちやの兵隊〉と呼ばれる国家が関わった暗殺者集団に属し、そこでも頭ひとつ飛び抜けた実力者として知られていたルアークだ。アリシアの演奏に耳を傾ける一方で、ノーラの行動も完全に把は握あくしていたらしい。

「ふ、ふん、これぐらい、地方伯の令嬢であれば当然のことですわ。楽器の演奏は花嫁修しゆ業ぎようの必須項目ですもの。ましてやろくな持参金も用意できないとなれば、他の点で補おぎなおうとするのも仕方がないですわよね」

「あら、もしかして愛人もオルガンがうまいほうがいいの？　ノーラ。よかったら私と連れん弾だんでもしてみる？」

　正せい妻さいであるアリシアもアリシアで、「愛人を持つのはお金持ちの証あかし」という考えの持ち主だ。くわえてノーラは初めてできた年の近い友達であり、女主人と使用人という枠わくを越えて親しみを覚えている相手だった。

「……結構ですわよ。まあ、いずれ私はカシュヴァーン様の正妻になりますので、その時のことを考えれば覚えておいたほうがいいんでしょうけど……」

　こうもあけすけに愛人として歓かん迎げいされると、ノーラとしても調子が狂ってしまう。もごもごとそんなことをつぶやきながらも、とりあえず室内に入ってきた。

「それにしても、ここのオルガン、音が出るんですわねえ」

　半なかば呆あきれ、半ば感心したように言いながら、ノーラは差し込む夏の日ひ差ざしのなかひらひらと舞うほこりをうるさそうに払った。

　代替わりの際さい、大勢の使用人たちが逃げ出すようにこの屋敷を出て行って以来、新たに雇やとわれたのはこのノーラぐらいのもの。そのため広い屋敷の内部には手入れができずに放置されている部屋が多く、ここもそのうちの一室だった。

「ええ、私も前から気になってはいたのよ。でもお掃除しないと使えそうもなかったし、カシュヴァーン様に許可も取っていないし……だけどセイラが平気だって言ってお掃除を手伝ってくれたし、ルアークも聴きたいって言ってくれたから。思ったよりも指が覚えてくれていてよかったわ」

　暇を見ては悪趣味な屋敷の中をちょこまか見て回っていたアリシアは、以前からほこりまみれのオルガンに興味を持ってはいた。

　控ひかえめだが頼りになるメイドのセイラとルアークの後押しで、本日久しぶりにオルガンを弾く機会を得たわけである。

「元々はこのオルガン、聖堂にあったものですしね。カシュヴァーン様は〈翼の祈り〉関係のものはお嫌いですけど……けれどまあ、いいんじゃないですの。奥様……もっと弾かないんですか？」

　カシュヴァーンとアリシアの仲にひびを入れることを、ノーラは日々狙ねらい続けている。

　しかし今の彼女の言い方は、カシュヴァーンの不ふ興きようをかうことを狙って、という訳でもなさそうだった。

「なーんだノーラ、やっぱり気に入ってるんじゃん。ここにはろくな娯ご楽らくもないし、たまにはきれいな音楽ぐらい聴きたいか」

　からかうように言ったルアークは、ノーラが何か言い返す前にすっと彼女に近づいた。

「そうだねえ、アリシアがもう一曲弾いてくれるなら、俺ノーラと踊っちゃおうかな」

「はぁっ!?」

　びっくりして後ずさったノーラを眺ながめ、ルアークは意味ありげに笑っている。

「だって俺、アリシアの息子になったんだもん。大好きなアリシアの大好きなノーラが、アリシアの娘になって、ずっとここにいてくれるために、本気でノーラのこと狙おうかと思ってさ」

　冗談めかした口く調ちようにまぎれ、さらりと口にされた「息子」という単語にノーラが微妙な表情を見せた。

　最近起きたルアークの兄サイードを名乗る暗殺者絡がらみの一件について、ノーラはすべてを聞かされたわけではない。しかし部分的な説明やそれとないやり取りから、おおまかな事情は理解している。

「──別に、いいですわよ。一曲ぐらいなら」

　妙にあっさりと肯こう定ていされ、ルアークは意外そうにした。

「あっれー、どしたのノーラ、俺に同情してくれてるの？　俺みたいなしがない暗殺者なんて、玉たまの輿こし狙いのノーラには相手してもらえないだろうなって思ってたのにさ」

　明るくえげつないことを言うルアークに、ノーラはそっぽを向いてつぶやいた。

「同情なんかじゃありませんわよ。ああそれと、私の狙いはあくまでカシュヴァーン様ですからあなたに狙われるなんてごめんですけど！　……でも……」

　普段の気の強さはどこへやら、迷うようにぽつりぽつりと言葉を並べていく。

「ルアークが、その、いなくなっている間、ちょっとだけ、なんと言いますか、物足りないっていうか……そうですわ、だってあなたいつでもどこでもお構いなしに現れて、笑いながらろくでもないことばっかり言うんですもの！　……だから……いなくなってみて、逆に静かすぎて……その、結構やりづらいなって思うことが何度か……」

「まあノーラ、ルアークが戻ってきてくれて嬉しいのね！」

　こんな時だけ的確なアリシアの発言に、ノーラは慌てて反論した。

「違いますわよ！　ただ……ただ、そうですわよ、ルアークは、もうここにいるのが当たり前なんですわよ!!　だから……きゃっ！」

　否定しようと大声を出すノーラの手を、ルアークが取って引き寄せる。

　男としては小柄なルアークだが、鍛きたえ抜かれたしなやかなその肉体は細く見えて案外たくましい。驚くノーラを苦もなく軽々と抱くと、

「ねえアリシア聞いた？　これ、完全に脈みやくありだよねえ」

　言い方は軽いが、ノーラを見つめる緑の瞳ひとみはいつになく色っぽい。

「そうだなあ。レネじゃないけど、アリシアにも身近に模も範はんとすべき男女関係ってやつが必要なんじゃないかな。カシュヴァーンおにいちゃんとノーラじゃ、いまいち実用性に欠けるし」

　ルアークは二人の愛人関係がノーラが一方的に言っているだけのものと知っている。ノーラは少し悔くやしそうな顔をした。

「どう？　ノーラ。俺、ノーラの本命がカシュヴァーンおにいちゃんでも全然構わないんだけど？　考えてみると『踊る』って、そういう誘い文句に使われることもあるよねえ」

　腰のあたりに回ったルアークの手にかすかな力がこもったことに気づき、ノーラが必死に抵抗を始める。

「ちょ、やっ、ななな、何を言ってるんですのあなた！　わっ私はカシュヴァーン様の愛人で、あなただってあの方の使用人ですのよ!?　しかも奥様の前で何をする気なのッ!!」

　この手の方面にはとんと疎うといアリシアを持ち出して、ルアークの悪ふざけを止めようとノーラは懸命に言ったが、当のアリシアはきらきらと瞳を輝かせている。

「主人の愛人に別の使用人が手を出すのね。そう、物語ではよくこういう風に人間関係がどろどろになっていくの。そして最後には血で血を洗う惨さん劇げきに発展していくのよ」

「またいつもの恐怖小説ですか!?　奥様はとりあえずまともな恋愛小説を読むところから始めたほうがよろしいですわ……って、この優雅なダンス用の曲はなんのつもりですの!?」

　貧乏生活でも楽しめる娯楽として、すっかり身についた怪奇趣味を発揮しつつも、注文どおりにオルガンの演奏を始めてしまったアリシアにノーラが絶叫した。

「まーまーノーラ、せっかくだから踊ろうよ。大丈夫だって、俺はバルロイおじさんよりは紳士だから、寝台でするような踊りをここでしようとは……おっとぉ？」

　にやにや笑うルアークが、何かに気づいた様子で戸口のほうに眼をやった。







「何をしているんだ、お前たち！」

　程なくして少し高めの若者の声が響き渡り、アリシアとノーラも戸口のほうを向いた。

　そこには茶色い髪のやや女顔の少年が立っており、室内の光景にあ然としている。

「あらレイデン伯はく爵しやく様。それにカシュヴァーン様も、セイグラムもトレイスもご機嫌よう。どうなさいましたの？」

「……『どうなさいましたの』は、いろいろな意味でこっちの台せ詞りふだが」

　一同を代表して言ったのは、アリシアの夫である〈強〉公爵カシュヴァーン・ライセン。

　黒髪に黒い瞳、黒ずくめの軍服めいた衣装に身を包んだ背の高い男であり、貴族らしい優雅さよりは武ぶ骨こつさが先に立つ容姿だ。強引な統とう治ちでも知られ、特に旧来の貴族たちからは「アズベルグの暴君」と悪評高いが、農民層からは案外人気がある。

「妙な話を持ちかけられて帰って来てみれば、なぜかオルガンの音が聞こえてくる。そしてルアークとノーラが抱き合っているというわけだ。一体何がどうなっている？」

「誤解ですカシュヴァーン様、ルアークがふざけて迫ってきただけですわ！」

　ようやくルアークの腕を振りほどいたノーラが哀あわれっぽい声を出すのを聞いて、ルアークは肩をすくめて見せた。

「何って、カシュヴァーンおにいちゃんがいなくてアリシアが暇そうにしてたから、オルガン弾いてもらってただけだけど？　で、ついでにノーラを弾いてみよーかなーなんて。でもごめんねぇティルぼっちゃん。ぼっちゃんが来るんなら、遠えん慮りよすべきだったね」

　ルアークがわざとらしく名前を呼んだのは、カシュヴァーンではなく、ちょっとほっとした顔になっていた先の茶色い髪の若者。

　ここアズベルグの山脈を挟んで東隣、肥ひ沃よくな大地に恵まれたレイデン地方の領主ティルナード・レイデンである。とはいえ、シルディーン王国で成年と認められる十八歳に満たないため、領主としての権限は後こう見けん人にんのカシュヴァーンに握にぎられている状態だ。

「な、なんだ、お前らがどうなろうと僕には関係ないだろう!?」

「そ、そっ、そうですわよレイデン伯爵のおっしゃるとおりですわ！　前から言ってますけど、私はこんなへなちょこおぼっちゃんに本当に興味はないんですのよ!?」

　声を揃えてティルナードもノーラも無関係を強調するが、二人仲良く頰ほおは薄赤く染まり声こわ音ねには動揺の色が濃こい。

「あらノーラ、レイデン伯爵様のほうがいいのなら私はそれでも構わないわよ？　なんならレイデン伯爵様と結婚して、ルアークを愛人にする？　でもカシュヴァーン様の愛人は続けてね。でないとなかなか会えないもの」

　身勝手な提案を始めたアリシアに、ノーラは眼を吊つり上げて「そんなただれた関係はごめんです！」と叫び返した。














　ため息をつきながらカシュヴァーンが何か言おうとしたその時、ティルナードの前にすっと進み出た影があった。

「私はティルナード様以外なら相手が誰でも一向に構わないぞ、ルアーク。遠慮なくその雌めす猫ねこといちゃつくがいい」

　眼鏡を押し上げ、アリシアの提案を堂々と無視してそう言いきったのは、黒髪をひとつに縛しばった理知的な雰ふん囲い気きの青年セイグラム・アーレイだ。

　数あま多たの名家を渡り歩き、最終的にティルナードの家庭教師兼執しつ事じに収まったこの男は、最近主あるじとメイドの仲が怪しいのが気に食わないらしい。いつの間にかその手の中には、お得意の小型の鞭むちが出現している。

「お前が構わないかどうかの問題じゃないぞセイグラム。ノーラの気持ちの問題だ」

　素早く言ったカシュヴァーンは、「僕の気持ちは!?」とうるさいティルナードを無視してアリシアに顔を向けた。

「ところでアリシア。オルガンを弾いていたのはお前か？」

「そうなんです。あら、ごめんなさい、お気に障さわりました？」

　家の作りからしてそうだが、カシュヴァーンの不信心は有名だ。

　元々聖堂にあったことにくわえ、宗教行事に使われることも多いオルガンの音ね色いろは不ふ愉ゆ快かいだったのかとアリシアは謝った。そもそも弾いていた曲からして〈翼の祈り〉関連のものだ。

「いや、そうじゃない。ただ……その、お前、弾けるんだな。しかも結構うまい」

「ありがとうございます。だけど私の腕なんてまだまだですわ。これではとてもお金は」

「あはは、さっきの俺と同じ展開だね」

　からかいながら口を挟んできたルアークが、ノーラから体を離して近寄ってきた。彼の背後ではレイデン主従とノーラが、またぎゃあぎゃあ言い合いをしている。

「……カシュヴァーン様、あの、セイグラム様が今夜ノーラの部屋に行き、その……き、既き成せい事実を作るとかどうとかおっしゃっておりますが、よろしいので……？」

　カシュヴァーンの幼おさな馴な染じみであり、ライセン家の執事を務める金髪の青年・トレイスは三人のやり取りに心配そうな顔をしているが、ルアークは気にした風なく話題を変えた。

「それはそうと、カシュヴァーンおにいちゃんこそどうしたのさ。お祭りの準備とかで忙しいんじゃなかったっけ？」

　アズベルグ地方の夏は短い。その短い夏の終わり、実りの秋の豊作を祈願して、領地内で盛大な祭りを催もよおすのがこの地の風習である。

　先代の領主であり、カシュヴァーンの父親でもあるレジオール・ハルバーストが薔ば薇らの花に狂い統治を放り出していた時期でさえ、豊作祈願の祭りは行われていた。

　領主に代わりこの祭りを取り仕切っていたのは〈翼の祈り〉教団だ。だがカシュヴァーンに代替わりした後、再び領主が取り仕切る旨を宣言したので、一時期は屋敷で過ごす時間があったカシュヴァーンは近頃また出歩く機会が増えている。

「今日も日暮れまで戻るつもりはなかったんだがな。だが、どうもまた妙なことになっているようだ」

　そう言うとカシュヴァーンは、懐ふところから一通の書簡を取り出した。

　すでに封ふう蠟ろうは砕けて名な残ごりが残っているのみだが、封筒に使われている紙には贅ぜい沢たくな透かしが入っている。お金持ちからの手紙だわ、とちょっと嬉しくなったアリシアに、カシュヴァーンはこう尋たずねてきた。

「アリシア。お前、ロベル家というのはどういう家か分かるな？」

　思いがけない名前に、アリシアは眼をぱちくりさせた。

「ええと、分かりますわ。フェイトリン五ご家けの一家です」

　そこへ横からティルナードが割って入る。

「おいライセン、そういえばフェイトリン五家ってなんだよ。僕宛あてのほうの書簡にも書いてあったけど」

　本気で分かっていなさそうな顔を見て、カシュヴァーンとルアーク、それにノーラと言い争いをしていたセイグラムまでふうっと大きなため息をついた。

「おいセイグラム、俺はティルの後見人として情けないぞ。レイデン地方はフェイトリンとも一部領地を接しているはずじゃないか」

「申し訳ありません強公爵閣下。ティルナード様は決して頭が悪いわけではないのですが、何分世間知らずでいらっしゃって、私も正直どこから教えればいいのかたまに戸と惑まどうのです」

「な、なんだよッ、悪かったな知らなくて！」

　仰ぎよう々ぎようしい二人の会話にティルナードが慌てれば、ルアークがまあまあ、となだめにかかる。

「はいはーい、ルアークおにいちゃんがティルぼっちゃんにも分かるように説明してあげるからねー。フェイトリン五家ってのは、フェイトリン地方を分割統治している新興貴族の集団のことでーす。フェイトリンに限ったことじゃないけど、地方伯が没落した地域に他の有力な貴族がいなかった場合、ある程度、力のあるお貴族様たちが集団で領主の権限を持つのはよくあることだよねー？」

　地方伯、というのはシルディーン王国の各地方にその名を刻きざんだかつての領主たちである。とはいえ八十年ほど前に国内を席せつ巻けんした下げ克こく上じようの気運に巻き込まれ、アリシアが生まれ育ったフェイトリン家のようにすっかり没落してしまった者も多い。

「馬鹿にするな！　……レイデン地方だって一時期はそうなる可能性があったんだ、知ってるぞっ！　だいたいなんだよ『おにいちゃん』って、お前僕より年下だろう!?」

　どうでもいいところを言い返したティルナードを、「はっ、あなたカシュヴァーン様に十歳児扱いされていたじゃないですの！」とノーラが馬鹿にしたのを皮切りに、またレイデン主従とメイドの言い争いが再開された。

　おろおろしているトレイスをよそに、アリシアはカシュヴァーンに尋ねた。

「そのロベル家のみなさんが、どうなさいましたの？」

「アリシア、お前の屋敷を売ってほしいんだそうだ」

　またも思いがけないことを言われ、アリシアはもう一度眼をぱちくりさせた。

「私の屋敷って……あの、フェイトリンの屋敷を、ロベル家の方が？」

「そういう話が今までなかったわけじゃないだろう？　フェイトリン五家、なんてひとくくりにされちゃいるが、あまり仲がいいという話は聞いていないぞ。名誉の証である地方伯の屋敷を手に入れれば、他の四家より抜きん出ることができるそうじゃないか」

　一応アリシアの生まれ育った地方のことなので、カシュヴァーンは言葉を濁にごしてくれたようだ。だがアリシアも、フェイトリン五家の陰いん惨さんな足の引っ張り合いは耳にしている。

　五家ともが下克上の風潮にあやかり爵しやく位いを得た新興貴族で、元はちょっと羽は振ぶりのいい農民という家柄だ。そのせいか余計に名誉欲が強く、我こそが真の領主家たる力を得ようと、他家のあら探しに余念がないとか。

「そうですわね、特に一番力の強いパージェス家と二番目のドレーア家は仲が悪くて……確かどちらかの家が、異国の呪術師を雇って相手の当主を呪い殺そうとした、なんて話がありましたわ！」

　なんだか嬉しそうな妻の語りを聞いて、カシュヴァーンは苦笑した。

「フェイトリン地方の人間はみんなそういう話が好きなのか？　確かに俺も、お前の後見人殿がその二家にだけは絶対屋敷を渡したくない、だから俺にお前と屋敷をまとめて買わないかと、結構うるさかったのを覚えている」

「でも、ロベル家なんだね。今回話を持ちかけてきたのは」

　そう言うルアークの緑の瞳は、意味ありげに輝き始めている。

「ねえアリシア、ロベル家ってどんな家？　フェイトリン五家の一番と二番じゃないなら、三番？　四番？」

「五番よ。三番がカートル家、四番がマードリー家ね」

　あっさり言ってのけたアリシアに、ルアークはくすくす笑い始めた。

「はは、そういうことか！　へええ、一番でも二番でもなく五番目さんが、この時機に地方伯の屋敷を欲しいと言ってきたわけ。なるほどねぇ」

　アリシアが嫁いできたあたりから、じわじわとアズベルグの地への侵しん攻こうを始めている〈翼の祈り〉教団。その〈翼の祈り〉教団と手を組んだと噂のオーデル地方の領主、ジスカルド・オーデル侯爵がエリクス・バスツールを操り嫌がらせを仕掛けてきたことは記憶に新しい。

　うながすようなルアークの視線を受けて、カシュヴァーンも皮肉に口の端はしを吊り上げる。

「俺もおかしいとは思っている。そもそもこの話は、先にティルに来たんだ。一応あいつがフェイトリンの屋敷の持ち主、ということになっているからな」

　フェイトリンの地方伯の令嬢、つまりアリシアを金で買うのかと怒り狂い、ティルナードが前後見人の聖職者・ユーランを連れてライセンの屋敷に突撃してきたのは今年の春の話だ。

　その後ティルナードはアリシアの叔父であり後見人だったヘイスダムからフェイトリンの屋敷を買い取ったのだが、後にカシュヴァーンがティルナードの後見人になったので、実質的な権利は今ではカシュヴァーンが握っている。

「だがティルは自分はまだ後見人がいる状態だからと、俺に相談しに来た。今はちょっと当初の目的を忘れているようだが、必要であれば後で殴ってでも思い出させよう」

　気づけばトレイスも話に巻き込まれ、ティルナード、セイグラム、ノーラと四人でわあわあ言っているのをちらりと振り返ってカシュヴァーンはつぶやいた。

「ではそれが、ロベル家からの私の……ああ、違いますわね、フェイトリンの屋敷を買いたいというお手紙なのですね」

　自分自身同様、フェイトリンの屋敷もまたカシュヴァーンの持ち物であることを思い出し、アリシアは途中で訂正を入れた。

「正確に言うと、屋敷を売ってほしい、ついてはそのことについて相談をしたいので、ロベル家に来てほしいという招待状だ。ひとりでは決められないとティルナードが返事を返し、俺に相談しに来たのと申し合わせたかのように、俺にも招待状が届いた。『アズベルグ・レイデン双そう方ほうの領りよう主しゆ閣かつ下かに、ぜひお会いしたい』とな」

「まあ、フェイトリンへ招かれているのですか？」

　うららかな気候に恵まれ、どこまでも続くフェイトリン地方の草原を思い出し、ぱっと顔を明るくしたアリシアだったが、次の瞬間しゅんとした。

「カシュヴァーン様は、あの……私の……いえ、フェイトリンの屋敷を、売っておしまいになりますの？」

　貧しい暮らしで体調を崩し、亡くなった両親がとても大事にしていたフェイトリンの屋敷。家族三人の思い出が詰まった場所。

　地方伯の名に固執していた父母と違い、アリシアは栄えい華がの証としての屋敷にそこまで興味はない。売れば結構な金額になることも分かっていてなお手放さないでいたのは、亡き両親への義理立てと、彼らとの思い出を残しておきたかったから。

　だがフェイトリンの屋敷は、今ではカシュヴァーンのものなのだ。

「そうですわよね……私が家を出てから誰も手入れなんかしておりませんし、人が住まない屋敷なんて寂さびれていく一方ですもの。ロベル家の方なら、きっと大事にして下さるわ。それにあちらがぜひに、というお話なんですものね。うまく吊り上げればきっと相当なお金が」

　しゅんとしたのも束つかの間ま、さっさと立ち直ったかに見えるアリシアの小さな頭に、カシュヴァーンの大きな手が乗った。

　反射的に夫を見上げたアリシアの眼を、カシュヴァーンがじっと見つめている。

「アリシア。お前が大事にしている屋敷だから、俺は売りたくないと思っているんだ」

　優しさと、なぜか哀れむような感情が入り交じったその眼を見た途端、アリシアを「おなかが痛い」感覚が襲った。

　正確には平べったい腹の上、かろうじて起伏のある部分のもっと奥のほうがきゅうっとなるようなこの感覚は、物もの怖おじしなさすぎるぐらいのアリシアをいつも戸惑わせる。

「お前は時々、物分かりがよすぎるからな。嫌なら嫌だと、いつだって言っていいんだぞ。どうなんだ？」

　穏おだやかな声で返事をうながされ、アリシアは赤くなった頰を隠かくすようにうつむいて答えた。

「それは……できれば……売らないで、いただきたい、ですわ」

「決まりだな」

　なめらかな亜麻色の髪をひと撫なでし、大きな手がすぐに離れていく。

　なんだか物足りない思いのアリシアの横から、ルアークが不意にこんな指摘をした。

「あれ、それだけでいいの、カシュヴァーンおにいちゃん？　前はもっとべたべたなでなでーってしてなかった？」

「……アリシアも十五とはいえ仮にも強公爵夫人だ。子供みたいにやたらと頭を撫でられても嬉しくないだろう」

　一瞬黙った後そう言うと、カシュヴァーンは手の中の招待状を指先で軽く弾はじいた。

「──話を戻すぞ。この時機にロベル家が急にこんなことを言ってくるあたり、話が胡う散さん臭くさすぎる。おまけにセイグラムに探らせても、妙に情報が取りにくいときている。何か企たくらみがあるのは分かっているんだ。しかもこの招待状……」

　妙に豪ごう華かな作りの招待状に視線を落とした後、カシュヴァーンは怒鳴り合いですっかり消しよう耗もうした様子のノーラ以下を見やる。

「そっちの話はすんだようだな。とにかく、ひとまずは招待に応じることをロベル家に伝えよう。セイグラムは引き続き調査を。ノーラとトレイスは他の使用人にも命じて、ロベル家へ行くための準備を始めろ」

　命令にセイグラムが優ゆう美びな一礼を返した。

「かしこまりました、強公爵閣下。そうしますと、私とティルナード様はしばらくこちらに滞たい在ざいさせていただいてよろしいので？」

「どうせその気で来たんだろうが。レイデン地方の〈翼の祈り〉の動きも、今のところさほどのものでもないようだしな。多少は領地を離れても大丈夫だろうし、ティルにも将来のためにもっといろいろと経験を積んでもらう必要がある」

「フェイトリンの名めい士しと顔を繫つなぐことも、何かの役には立つでしょうしね。社交は貴族の最も大切な仕事ですから。そろそろ花嫁候補も本格的に探さないといけませんし」

　さり気ない二人の会話に、ティルナードが驚いた顔をした。

「僕もロベル家に連れて行ってくれるのか!?」

「だからお前だってその気で来たんだろうが。お前もゆくゆくは、レイデン地方の領主として独ひとり立だちする身だ。これを機にフェイトリンに人脈を作っておくのは悪いことじゃない。まあせいぜい、俺の顔を潰つぶさないように振る舞ってくれよ、おぼっちゃん？」

　最後はいつものようにからかったカシュヴァーンだったが、ティルナードはがぜん気合いの入った表情になった。

「わ、分かった、がんばる！　任まかせておけライセン、お前が少々失礼な発言をしても僕がちゃんととりなしてやるからなって、痛いぃぃぃっ！」

　悪気だけはなさそうな被後見人に拳こぶしを見舞った後、カシュヴァーンはノーラに向き直った。

「ところでノーラ、セイグラムはお前の部屋に泊まると？」

「あああああッそうでしたわこのむっつり陰いん険けん眼鏡ッ！　カシュヴァーン様、お願いですわ、今夜はカシュヴァーン様のお部屋に避ひ難なんすることをお許し下さいませ！」

　セイグラムから距離を取りつつ、ちゃっかりそんなことを言い出したノーラにカシュヴァーンはうなずいた。

「分かったノーラ。──そういうわけだからトレイス、お前今夜はノーラの部屋へ行け」

「はい、えっ？」

　条件反射で返事をしたトレイスが、一瞬置いて眼を丸くする。

「あら、カシュヴァーン様はやっぱり幼馴染みのトレイスこそがノーラに相ふ応さわしいと思っていらっしゃるのね。ノーラ、私はトレイスでもいいわよ」

「私もあなたでも構いませんよトレイス。ご夫婦で仲良く強公爵夫妻に仕つかえればよろしい」

　さらにアリシアとセイグラムの後押しもくわわり、思わぬ展開にノーラが慌て始めた。

「ちょっとなんですの、カシュヴァーン様までそんなことをおっしゃって！　大体トレイスは朝も夜も祈ってばかりで、下へ手たな聖職者より清らかな男ですのよ!?」

　カシュヴァーンとは対照的に、〈翼の祈り〉の敬けい虔けんな信者であるトレイスだ。セイグラム避よけになどなるものかとノーラは声を荒げたが、

「……ひとまず私にしておくか、ノーラ」

「トレイス!?　ど、どうしましたの、あなただけは安全だと思っていましたのに……！」

「いやその、私にはレイデン伯爵やセイグラム様のような爵位はないし、ルアークのような強さもないが、その……お前の言うとおり、私は安全だから」

　失礼なノーラの表現を真ま面じ目めに復ふく唱しようし、トレイスはちらりとカシュヴァーンを見た。

「私以外の三人は、まあ、なかなか、決して悪い人間ではないと思うがいろいろ問題……ではなくて、お前がとてつもなく苦労をしそうだ。特にレイデン伯爵を選ぶとセイグラム様が怖こわ……いや、その」

「その」を連発しながらしどろもどろにしゃべったトレイスは、セイグラムにじろりと睨にらまれながらひとつ息を吸って呼吸を整えた。

「……私だって、ここで働くメイドがつらい目に遭あうのを見るのは嫌なんだ。だからとりあえず、私にしておくのも手かと思う」

　最近は「ライセンの石屋敷」などとも呼ばれているこの屋敷は、かつては「ハルバーストの薔ば薇ら屋敷」と呼ばれていた。不吉な呼称の由来である裏手の廃はい園えんには、カシュヴァーンの母親やトレイスの姉といった、多くの女性たちが埋うめられている。

　過去の悲劇があるがゆえの、真しん摯しな瞳でじっと見つめられノーラは少し恥ずかしそうにした。

「な、なんですの、いきなり頼もしいことを言わないでほしいですわ……」

「ああ、いや、誤解しないでくれノーラ。私は一生を祈りに捧げる誓いを立てているし、それにお前のような我がの強い娘は苦手……いや、ええと」

「ちょっと聞こえましたわよ!?」

　すぐさま普段の調子に戻ってしまったトレイスを怒鳴りつけたノーラは、憤ふん然ぜんと四人の夫候補たち、そしてカシュヴァーンまでをも睨みつけた。

「全くあれだけわめいておいて、誰ひとり私のことが好きだとか言わないのが清すが々すがしいほど正直で腹が立ちますわねあなたたち！」

「私はあなたが好きよノーラ」

「……奥様が私のことを好きなのは存じておりますッ!!　ええええ、ロベル家へ行く準備が必要なんですのよねカシュヴァーン様!?　私の華か麗れいな仕事ぶりをご覧になるとよろしいですわ！」

　やけくそでまくし立てると、ノーラは見事な赤毛をなびかせて大おお股またに部屋を出て行ってしまった。

「では私どもも準備をしましょう。強公爵閣下、奥様、失礼いたします」

　ノーラの怒いかりなど意に介した様子もなく、セイグラムも何か言いたそうなティルナードを連れて同じく部屋を出て行ってしまった。

「カシュヴァーン様、私も準備をして参ります。それにその、今夜はノーラの部屋には行きませんが、セイグラム様の足止めはしてみます。……できるだけ」

　さすがにノーラに悪いと思っているのか、いまだ苦手なセイグラムの名を出しながらトレイスも一礼して退出していった。







「……ノーラはひとまず、他のメイドの部屋にでも避難させるか。部屋が余っているのも考えものだな」

　騒さわぐだけ騒いで出て行った四人を見送って、カシュヴァーンは苦笑いした。

　仮にも領主の館であるこの建物は、かつては使用人も多く、彼らの居住空間だけで相当数の部屋が用意されている。しかし現在は公爵家とは思えないほど使用人が少ないため、ただのメイドにすぎないノーラにも一ひと人り部べ屋やが与えられているのだった。

「あははは、ノーラに怒られちゃったー。ノーラだってカシュヴァーンおにいちゃんのことは、男として好きっていうより基本的に金目当てだろうにねえ」

　しれっとしたルアークの感想をよそに、カシュヴァーンは事務的な口調で言った。

「アリシア。お前にも、後でフェイトリン地方の情勢を少し聞くことがあるかもしれない。だがとりあえずは、いつもどおりに過ごしていてくれ。準備ができ次し第だい発たつぞ」

「あ、はい、分かりました」

　アリシアが返事をするが早いか、すぐさまカシュヴァーンも出て行こうとする。

　それを見て、ルアークが素早く呼び止めた。

「待ってよカシュヴァーンおにいちゃん。久しぶりに夫婦で顔を合わせたんだから、もうちょっとゆっくりしてけば？　あっそうだ、俺がオルガン弾いてあげるから二人で踊りなよ！」

「あら、ルアーク弾けるの？」

　意外に思ってアリシアが聞き返すと、ルアークはうなずいてみせた。

「仕事の一環で、楽隊に紛まぎれ込んだりするためにちょっとかじったことがあるんだ。最近おにいちゃん忙しくって、あんまりアリシアと二人の時間ってなかったでしょ？　いいじゃん、たまにはちょっとぐらい」

「……悪いが、今はそんな暇はない。俺の話は終わりだ、他に用がないなら行くぞ」

　ぶっきらぼうな断りを聞いて、アリシアは我知らず顔を曇くもらせてしまった。

「ああ……アリシアそんな顔をしないでくれ。お前と過ごすのが嫌というわけじゃないんだ」

　途端、眼に見えてカシュヴァーンが慌て始めたので、アリシアも急いで笑顔を作る。

「いえ、いいんです、カシュヴァーン様はお忙しい方ですもの。また次の機会があったら」

「……すまないが、それは当面ないと思ってくれ」

　こういう時の決まり文句さえ、カシュヴァーンは迷う様子を見せながらも突き放した。

　アリシアもそれ以上言えず、言葉を切ってうつむいてしまう。

「本当に悪かった。この埋め合わせは……そうだ、アリシア、何か欲しい物はないか」

　突然そんなことを聞かれ、アリシアは眼を丸くした。

「え、いいえ、私はこちらの暮らしに大変満足しておりますもの。これ以上なんていただけませんわ。それに私、初めていただいた守まもり石も投げて壊こわしてしまいましたし」

「……そうだな。お前は与えられる物で、いつだって満足できるんだものな」

　また、カシュヴァーンが限りなく優しく、どこか悲しそうな顔をする。

　黙り込んだ二人を見つめ、ルアークは小さなため息をついた。

「ねえ、ところで俺も、当然ロベル家には連れて行ってもらえるんだよね？」

　カシュヴァーンも今度の話題転換には逆らわず乗ってきた。

「来るなと言ってもお前は勝手について来るだろう、死神。悪いが今回は、相手の出方が分かるまで表おもて立だった行動は謹つつしんでもらうぞ。それでいいなら使ってやるからついて来い」

「うん、俺の腕が折れても足が取れても、もういらないからどっか行けって言われても、俺はあんたたち二人に尽くすよ。それが俺の知ってる、好きな人への接し方だから」

　けろっとした顔で答えたルアークに、一瞬カシュヴァーンは絶句した。

　だがひと言「そうだったな」とだけつぶやくと、そのまま部屋を出て行ってしまった。







「カシュヴァーン様、やっぱりオルガンの音はお好きじゃないのかしら」

　またルアークと二人に戻った室内で、アリシアはぽつりとつぶやいた。

「それだけとは思えないけどな。なーんか、この間、アリシアがさらわれたバスツールのお屋敷から戻ってから様子がおかしいね、カシュヴァーンおにいちゃん。……罪悪感があると人間って妙に優しくなるもんだけど、気を使いすぎてかえって失敗しちゃってるなあ」

「罪悪感？」

　不思議に思ってアリシアが聞き返しても、ルアークは謎なぞめいた微び笑しようを浮かべるのみ。

「相手が悪いんだよねえ」、とかなんとか曰いわくありげにぶつぶつ言っているその眼を覗き込み、アリシアはふと思いついたことを口にする。

「ねえルアーク。さっきのお話だけど、私はルアークの腕や足が取れたりしたら嫌だし、どっか行けなんて言わないわよ。私たちが贈おくった守り石を忘れずに身につけて、もう足が折れたりしないように気をつけてね」

「あははは、どーしても俺の足が折れたことにしたいらしいね、アリシアは」

　そう言うルアークの笑顔は、含みのない素直なものだった。

「でもありがと。えへへ、俺アリシア大好き！」

「ええ、私も好きよルアーク」

　てらいなく笑って答えたアリシアに、ルアークは今度は大人びた笑みを浮かべる。

「──好きって言って、好きって返してくれる人のこと、好きになれたの初めてなんだ、俺。二人には、うまくいってほしいんだけどな……」

「ルアーク？」

「なんでもないよ、お父さんとお母さんの仲が微妙だと子供は心配だなって話。お互い想い合ってればうまくいくってもんでもないから難しいよね。ねっそれよりもう一曲弾いて、アリシア。あっそうだ、俺と連弾しよっか！」

　再び明るい表情になったルアークは、はしゃいだ声でそんな提案をした。







　シルディーン王国の中央部、南北に細長く伸びたフェイトリン地方は、まぶしい太陽の光に満ちすでに夏そのものだった。真昼を少し過ぎた時刻のせいもあり、強きよう烈れつな日差しがあらゆる物の影をくっきりと地面に焼きつけている。

「暑いな」

　いささか行ぎよう儀ぎ悪く、少し襟えり元もとをくつろげながら言うのは、馬車の窓の外を興味深そうに眺めているカシュヴァーンだ。

　一年を通して寒冷なアズベルグ地方で育ったカシュヴァーンにとっては、フェイトリン地方の景色も気候もかなり珍めずらしいのだろう。地平線の彼方まで続く青々とした草原が、緩ゆるやかな風にいっせいにたなびく様を飽あきもせずに見つめている。

「それに、明るい。見通しも恐ろしくいいな。森がないわけじゃなさそうだが、木の高さが違うのか。……住むにはいいだろうが、攻めやすく守りにくい地形だな」

　一瞬、カシュヴァーンの瞳が鋭く光った。

「そうですわね。私も初めてアズベルグに行った時は、土地がものすごくでこぼこしているのと、木が空を覆っているような光景にとてもわくわくしましたもの」

　同じく窓の外を眺めながら、夫の隣に座ったアリシアは無邪気に弾はずんだ声を上げた。

　ルアークにせがまれるままオルガンを弾いたり、セイグラムを足止めするためカード勝負を仕掛けて惨ざん敗ぱいしたトレイスを慰なぐさめたりしているうちに、あっという間に日は過ぎていった。以前ディネロの屋敷に行った時などと比べるとずいぶん準備に時間がかかったような気がしていたが、どうにか屋敷を発ってから早五日。

　ライセン家一行を乗せた馬車は、すでにフェイトリン地方の中央部にある平原に入っていた。フェイトリンでも特に気候が温暖で、水源にも恵まれたこの付近は、アリシアの屋敷をはじめとした多くの貴族たちが屋敷を構える地域だ。

「しかし、ここの空はこんなに青いのか。こういう土地に住んでいると、アズベルグ地方の陰気くささがかえって新鮮に見えるのかもしれんな……」

　ひとりごちたカシュヴァーンの指が伸び、アリシアの髪に触れる。

　びくっとしてアリシアは、意味もなく周囲を見回すが、今回はやけに旅行の荷物が多く、馬車が三台必要になったせいで、他の面々はそれぞれ別の馬車に分乗している。いつもアリシアの周りをちょろちょろしているルアークでさえ、「今回はうかつに顔出しするなって言われてるから」と、表向きは荷馬車にしつらえた馬車にこっそり乗り込んで同行していた。

「あの、カシュヴァーン様……」

　小さな声でそっと呼んでみたが、カシュヴァーンはよほどフェイトリンの景色が気に入ったのだろうか。視線は窓の外に固定されているのだが、その指先はひたすらアリシアの髪を撫で続けている。

　頰が熱くなるのを感じながら、アリシアはされるがままに髪を撫でられ続けていた。

　ルアークも言っていたが、エリクス・バスツールの一件以来、カシュヴァーンの態度が変わったことはアリシアもなんとなく察していた。

　別に冷たくされるわけではない。むしろ逆で、カシュヴァーンは以前のように意地の悪いからかいを仕掛けてくることもなく、ただひたすらにアリシアに優しい。

　ただしそれは顔を合わせればの話だ。祭りの準備だなんだとカシュヴァーンは毎日のように領地内を駆け回っていて、嫁いで来た当初よりも顔を見ない日が増えていた。

　あの頃と比べれば、アリシアには話し相手になってくれる人間は大勢いる。最近はレイデン主従も同席してくれるので、食事の席はいつもにぎやかすぎるぐらいににぎやかだった。

　だがその分、主あるじの席の空白がやけに大きく感じられるのも確かで。

　贅沢やわがままを言える立場ではないことは分かっている。カシュヴァーンは今でももちろん「理想の旦だん那な様」なのだし、いつでもアリシアは彼に感謝している。

「変だわ……私、どうしちゃったのかしら……あら？　あれは何？」

　なんとなくカシュヴァーンと同じ方向を見ていたアリシアは、風にたなびく草原の向こうに見知らぬものを見つけて驚きの声を上げた。

「おっと、ああ、すまない、どうしたアリシア」

　物思いにふけっていた様子のカシュヴァーンも妻の声に我に返り、次いで亜麻色の髪に触れていた指を引っ込めた。どうやら本人も触っている意識がなかったようだ。

「ええと、あのお屋敷はどなたの？」

「どなたって、あれがロベル家じゃないのか？　地図上はあのあたりだったと思うが」

　意外そうにカシュヴァーンが聞き返してきたのを聞いて、アリシアはもう一度草原の向こうの屋敷に眼をやった。明るい日差しを跳はね返し、白く輝く巨大な屋敷。

「でも、なんだか前見た時よりずいぶん大きいんですけど……建物の数も増えているようだし……おかしいですわ、私ちゃんと眼鏡をかけていますよね？」

「……眼鏡をかけていてもお前の視力は怪しいものだが、これだけ明るければ見間違えそうもないな」

　何度か柱と間違えられたことを根に持っているカシュヴァーンのつぶやきを聞きながら、アリシアはしげしげと窓の外を見た。

　ルアークに説明したとおり、ロベル家はフェイトリン五家の中でも五番手。そもそもが新興貴族ばかりのフェイトリン五家はいずれもさほどの財力の持ち主とは言えず、その末まつ席せきともなれば屋敷の規模もたかが知れている。

　なのに今、アリシアの瞳に映るロベル家の屋敷は、生家フェイトリンの屋敷と同格以上のものと見えた。

「……ふん、しかも、俺たち以外にも大勢客が来ているようじゃないか」

　カシュヴァーンは次第に近づいてくる目的地を見つめ、剣けん吞のんな表情でつぶやいた。

　ロベル家と思われる屋敷に向かい、いくつもの馬車が進んでいくのが見えるのだ。しかもどの馬車も家か紋もんをあしらった壮そう麗れいなものであり、そういえば今乗っているこの馬車もそうだったと、アリシアは今になって気づいた。







　見たこともない数の馬車が視界を埋め、その狭はざ間まをきらびやかなお仕着せを着た従じゆう僕ぼくたちが忙せわしなく走り回っている。彼らに導かれ、思い思いのドレスに身を包んだ貴婦人と紳士が、ゆったりとした歩調で豪ごう勢せいな屋敷の外付き階段を上っていく。

「まあ、お金持ちがいっぱいですわ！」

　素そ朴ぼくな草原から一転、辿たどり着いたロベル家の奥の車停めに置かれた馬車の中で、アリシアは興奮した声を出した。

　視界がいいせいで近くに見えていたロベル家だったが、辿り着くまでには結構時間がかかった。まだ角ラン灯タンに灯あかりを灯ともした馬車は少ないが、徐々に勢いを失っていく日差しの中、進んでいく紳しん士し淑しゆく女じよの群れは夢の中の光景のように美しくどこか現実離れして見える。

「すごいわあの方の宝石、あれはそうですわね、四百万ゼダルといったところかしら！　ああ、あれがあったらフェイトリンの屋敷の雨漏りを完全修復できたでしょうに……」

　売ることを前提として羨うらやましそうにしているアリシアをよそに、カシュヴァーンは腕組みをして考え込んでいる。

「アリシア。この状況をどう思う？」

「フェイトリンにも意外にお金持ちがいますのねえ。私、こういった集まりに呼んでいただくのはとっても久しぶりですの。なんだか吸う空気までお金の匂いがするみたい……」

　少々うっとりしすぎのアリシアに、カシュヴァーンはため息をついた。

「……そうじゃなくてな。こいつらが全員、所有している屋敷を売ってほしいからと呼ばれたわけじゃないだろう。大体よその地方から来たらしい顔もだいぶ交じっているぞ」

　そこへ馬車の戸を開け、周囲の眼を気にしながらトレイスが顔を出した。

「カシュヴァーン様、あの……これはやはり……」

「ああ。舞ぶ踏とう会かいだよな、どう考えても」

　苦にが々にがしい顔をしているカシュヴァーンが口にした単語に、アリシアは「まあ！」ともっと嬉しそうな声を出した。

「舞踏会!!　お金持ちがお金持ちを招待して、お金持ちとお金持ちがダンスを踊るあの舞踏会ですの!?　すてき！」

「……だな。そして俺たちは、金持ちを楽しませる道どう化けの役を望まれているようだが」

　そう言うとカシュヴァーンは、にやりと人の悪い笑みを浮かべた。

「そうはいくか。差し当たって馬車は合格だろう、次は衣装だな。トレイス、ライセン強公爵夫妻は、遠方より足を伸ばしたため旅行用の服から着替える必要があると、その辺の奴やつに伝えろ」

「かしこまりました」

　ある程度打ち合わせてあったのか、一礼をしたトレイスは早さつ速そく近くにいたロベル家の従僕のひとりを捕つかまえにいった。

「着替え、ですか？　あら、でも私、舞踏会に出るような衣装を持っていたかしら」

「用意させてある、心配ない。針子としてのノーラの腕は確かだからな。さあ、行くぞ」

　これも予想どおりということらしく、あっさりそう言ってのけたカシュヴァーンは、さり気なくアリシアに手を貸し馬車から降ろしてくれた。







　結局、トレイスではらちが明かなかったので、カシュヴァーンが強ごう引いんに借りたロベル家の一階の空あき部屋の中で、アリシアは新しいドレスに着替えさせられた。

「内装もすてきねえ。こんな空き部屋にまで、お金の匂いがぷんぷん……」

「奥様、動かないで下さい。手元が狂っても知りませんことよ」

　金の話をやめないアリシアのドレスの微調整をしながら、針を片手のノーラが冷たい声を出した。ノーラもこの展開になる可能性はカシュヴァーンに聞いていたらしく、貧びん乏ぼう性しようの奥方を叱しかりつけながらもその動きには迷いがない。

「ああ、ごめんなさいねノーラ。まあ、こんなドレスいつの間に作ったの？　そういえば私の花嫁衣装もノーラが直してくれたんだったわよね、すごいわ」

「別に大したことは……お屋敷にありましたどなたかのドレスを、ちょっと奥様の体型に合わせて縫ぬい直しただけですわよ。ほほ、でっぱりを減らすだけで布を足す必要がありませんでしたから、このノーラにはたやすいことでしたわ！」

　嫌味を忘れずにせっせと着つけをしてくれたノーラは、最後にアリシアの出来上がり具合を確認してちょっと悔しそうな顔をした。

「……ふん、やっぱり女は衣装と化け粧しようで相当印象が変わりますわね。……いくら舞踏会だからって、ちょっと本気を出しすぎましたかしら」

　だがあまり時間がないこともあり、ノーラは渋しぶ々しぶとカシュヴァーンのところへアリシアを連れて行った。

　別室にてひと足先に着替え終えていたカシュヴァーンは、黒地にところどころ金の縫い取りが入った礼装でぴしりと決めている。いつもの上下真っ黒の衣装と色味はそう変わったものではないが、背が高く体格のいい彼は礼装姿も様になっていた。

「あらカシュヴァーン様、すてき。とってもお金持ちっぽいわ」

　微妙な褒ほめ言葉をつぶやきながら、とことこと歩いてきた妻に気づいてカシュヴァーンが振り返る。

「カシュヴァーン様、私の準備もできました」

　近寄ってきたアリシアを認めるなりカシュヴァーンは驚いた顔になった。横にいたトレイスも、同様に眼をぱちぱちさせている。

「……どうした、アリシア」

「あら、どこか変ですか？」

　言われてアリシアは、不思議そうに自分の姿を見回した。

　ノーラが屋敷にあった誰かの衣装──おそらくはレジオール・ハルバーストに殺された哀れな貴婦人の持ち物──を仕立て直したドレスは、白と桃色を基調とした可か憐れんなものだ。

　スカート部分に惜しげもなく使われた繊せん細さいなレースと、無数の小花模も様ようは旧来のごてごてとした貴族趣味を継けい承しようしている。幾いく重えにも重なったペチコートで、スカート全体が大きくふくらんでいることもそうだ。

　だがその分上半身の装飾が少なく、すっきりしているので、時代遅れという感じはしない。元々アリシアの胸元は大変すっきりしているのだが、下半身に眼がいく意い匠しようのためかえって可愛らしく見えた。

　くわえて髪を結ゆい上げているおかげで、広く開いた襟ぐりから、華きや奢しやな肩とうなじへ続くなめらかな線が際きわ立だっている。普段全く化粧っ気がない幼い顔立ちに、ほんのりと施ほどこされた化粧も清せい楚そな魅力を引き立てていた。

「……いや、別に変じゃない。変じゃないどころか……いや」

「大変、お可愛らしいです、アリシア様」

　いったんアリシアから眼を逸そらしたカシュヴァーンに続き、思わず、といった感じでトレイスがそう言った。

　途端、主にじろっと睨まれ、トレイスは慌てて口をつぐむ。なんだか面白くなさそうなカシュヴァーンはもう一度妻に眼を戻すと、

「……ちょっと胸元が開きすぎじゃないか？　なんと言うか、何か見えそうだ」

　いらない心配をしているのを聞いてノーラが呆れた顔をした。

「ありもしないものは見えもしませんわよ。夜や会かい服ふくというのはこういうものですわ。なんですの、カシュヴァーン様が『それなりに流行を取り入れたドレスにしろ』とおっしゃるから」

「まあ、カシュヴァーン様はこういうドレスがお好きですのね」

　ドレスの裾すそをちょんとつまみ、アリシアはにっこりする。

「それなら私、お屋敷に戻った後もこのドレスを着ていようかしら」

　無邪気な言葉にカシュヴァーンは一瞬黙り、そしてふいとアリシアから眼を逸らした。

「……お前がそうしたいなら構わないが、そんなドレスをアズベルグで着ていたら寒くて仕方がないぞ。それにしてもティルが遅いな。何をやっているんだあいつは」

　冷たい言い方ではなかったが、限りなく素そっ気けない言い方で、カシュヴァーンは話題を変えてしまった。

　アリシアも肩すかしを食った気にはなったものの、元がん来らいあまり気にしない性格だ。それにティルナードが着替えにやたらと手間取っているのは事実である。

「レイデン伯爵様の着替えは、セイグラムが手伝っているのですよね？」

「そのはずだ。ティルのやつ、今さら古傷を見られるのが嫌だとかぎゃあぎゃあ言っているんじゃないだろうな。セイグラムに見られるのにはいいかげん慣れてもいいと思うが」

　ティルナードの肌には、ユーラン以前の後見人たちの間をたらい回しにされ、いじめられてつけられた傷跡が残っている。

　と、その時、「いいかげんにしなさい！」というセイグラムの叱しつ咤たが聞こえてきた。

「堂々としていれば問題ありません。私も言われて気づいたぐらいですよ？　めったな人間に分かるものではないでしょう」

「誰が分からなくても僕は分かるんだよ！　嫌だってば、セイグラム、摑つかむな！　服がしわになるだろ!!」

　叫ぶティルナードの腕を摑み、セイグラムは彼を強引に引っ張って来た。

「申し訳ありません強公爵閣下、お時間を取ってしまいまして」

「それは構わないが、ティルは何をわあわあ言っているんだ？」

「大したことではありません。衣装が少々、大きいということぐらいで」

　眼鏡を押し上げセイグラムが言うのを聞いて、アリシアはしかめっ面つらのティルナードを見やった。

　女性の夜会服よりは、男性の礼装は種類が少ない。そのためカシュヴァーンもティルナードもよく似た格かつ好こうをしているのだが、逆に両者の個性の差が際立って見えた。

　ただ、個性の差は感じられても、衣装単体の差異はあまりアリシアには感じられない。

「そうですかしら？　とってもお似合いですわよ。いつも以上にお金持ちっぽいですわ」

「似合ってなんかいませんよ……こんな、体に合っていない服……嫌だ。恥ずかしい」

　セイグラムの陰かげに隠れ、上着の裾を神経質なしぐさでいじりながら、ティルナードはなおもぶつぶつ言っている。

　しかしアリシア同様、カシュヴァーンもトレイスもティルナードがこの衣装を嫌がる理由を理解できないようだ。またいつものわがままか、と言わんばかりの眼で見られ、ティルナードはますますかたくなに表情を強こわ張ばらせる。

　険けん悪あくな空気になりかけた時、それまで黙っていたノーラが口を開いた。

「そう言われてみますと、確かにちょっと大きいですわね。質はいいもののようですけど、肩幅が合っていないのかしら。ズボン丈たけもですわね。もしかしますと、これはレイデン伯爵のお父様の物ですか？」

　ティルナードはひどく意外そうな顔でうなずいた。

「そうだけど……よく分かったな」

「自慢じゃないですけど、私は針子としてはちょっとした腕前ですの。カシュヴァーン様のお衣装だって、大半は私が仕立てていますのよ」

　豊かな胸を張り、得意げにノーラが答えたのを聞いて、ティルナードはセイグラムに食ってかかった。

「見ろ、ノーラだって気づいたじゃないか！　体に合っていない服で社交の場に出るなんて、地方伯の名折れだ！　セイグラム、お前いつもいつも僕にレイデン伯爵らしくしろしろってうるさいのに、なんでこんな時だけ我慢しろなんて言うんだよ！」

「眼に見えて分かるほどに体格に合っていなければ、誰より私が社交の場に出ることなど許しませんよ。許容範囲内だから大丈夫だと、そう申し上げているだけです。大体ティルナード様だって、こちらで着替えてからお気づきになったのではないですか」

　にべもなく言い返したセイグラムに、カシュヴァーンも同意を示す。

「俺もそう思う。ノーラには分かるようだが、正直俺にはいまだにお前の衣装のどこがおかしいのか全く分からん」

　ノーラとは反対に、カシュヴァーンはきっぱり断言した。

「そんなことより、他の招待客の姿が見えなくなってきたぞ。みんな二階に上がったんだろう。遅れて行けばそれだけ無用に人の眼を引く」

　もうこの話題は終わりだと言わんばかりに、カシュヴァーンはティルナードの腕を摑んで歩き出そうとした。

「やめろ！　お前がいれば話は通じるだろう!?　僕は具合が悪いとでも……！」

「おぼっちゃん、俺の顔を潰つぶす気か？　今回の話は最初にお前に来たんだぞ。ちょっと服の肩幅が合っていない程度のことで、ここまで来てぐずぐず抜かすな」

「肩幅だけじゃない、ズボン丈もだ！　男の衣装なんかみんな大して変わらないんだから、体格に合っていないと既製服を着るような家柄だとすぐ、おい、やめろってば!!」

　眉まゆをひそめて吐き捨てたカシュヴァーンに連れて行かれまいと、ティルナードは必死になって踏ん張っている。よほど嫌なのか、普段ならとっくに根負けしているはずなのに顔を真っ赤にして粘ねばっていた。

　見かねたセイグラムが鞭を取り出そうとし、アリシアとトレイスがカシュヴァーンを止めようとした時、ノーラが聞こえよがしなため息をついた。

「……もう、分かりましたわよ。レイデン伯爵、こちらへ。私が直して差し上げます」

「えっ……、え？　……お前が？　僕の服を……？」

　思わぬ言葉に驚いたティルナードに、ノーラはつんとあごを反そらして言う。

「よほどの目利ききじゃない限り分からないとは私も思いますけど、過剰にそれを気にされて妙な振る舞いをされてはカシュヴァーン様の恥になりますわ。詰めるだけならすぐできますし。カシュヴァーン様、少しだけお時間をいただいてもよろしいでしょう？」

「それは構わんが……」

「まあノーラ、やっぱりレイデン伯爵様が好きなのね」

「だから違うって言っているでしょう!?」

　絶妙な間合いで入ったアリシアのひと言に、ノーラは眼を吊り上げて叫び返した。

　一方、いきどおるノーラを見るティルナードの眼には、これまでにない素直な感謝と賞しよう賛さんの色がある。

「ノーラ、あ……ありが、うぷっ」

　おずおずと、言葉にしてそれを伝えようとしたティルナードの口をセイグラムが片手でふさいだ。

「いいだろう。ティルナード様、せいぜいこの雌猫の腕を見てやろうではないですか」

　もがもが言っているティルナードを押さえつけたまま、セイグラムは尊そん大だいなしぐさでノーラを見据えた。

「私も同席させてもらうぞ。ズボン丈を詰める、などという大たい義ぎ名めい分ぶんを振りかざし、ティルナード様の貞てい操そうを狙われては困るからな」

「心配しなくてもズボンなら着たまま縫えますわよ！　それよりセイグラム、あなたの口から先に縫って差し上げましょうか!?」

　憤然としながらも、ノーラはティルナードとそのお付きを先ほどアリシアの着つけをした部屋へと連れて行った。







　さほどの時間を置かずして戻ってきたティルナードの衣装のどこが変わったのか、やはりアリシアには分からなかった。

　だがティルナードの表情は眼に見えて晴れやかになっており、二階の舞踏会会場へとライセン強公爵夫妻を率そつ先せんして導いたほどだ。

「ねえカシュヴァーン様。私たち、屋敷を売ってほしいというお話でロベル家に招待されたわけですわよね？　初めから舞踏会に招待されておりましたの？」

　受付に招待状を出しているティルナードの後ろで、アリシアは今さらながらそんな質問をした。招待される側の使用人は舞踏会の会場には入らないので、トレイスとノーラとセイグラムの姿はない。ルアークはもちろん影も形もない。

「詳細は舞踏会で話すつもりということだろう。その程度のこと、あの豪華な招待状と曰くありげな文章を読めば、いくらど田舎の成り上がり領主にも分かるはず、ということだな」

　つぶやくカシュヴァーンの声は皮肉たっぷりだ。

「舞踏会に招待されているかもしれないと思ったから、あんなにたくさんの荷物の準備が必要だったのですね」

「そういうことだ」

　ティルナードから招待状を受け取ったロベル家の召使いが、周囲と何事か目め配くばせを交わすのを見ながら、カシュヴァーンはアリシアを引き寄せた。

　最近あまりなかったことにちょっとどきっとしたアリシアの耳元に、カシュヴァーンは小声でささやきかけてくる。

「ロベル家の人間は、お前に聞いたりセイグラムに調べさせた限りでは、そうおかしな真似をする連中とも思えなかった。大体おかしな真似をしたくても、先立つ物がなさそうだしな。だが、どうやら相当強力な後ろ盾だてがついたものと見える」

　地方伯の家と見紛うような巨大な邸てい宅たく。内装も素晴らしく豪華な作りからして、確かにアリシアの知っているロベル家の財力で手に入れられるものではない。

「何があるか分からん。ルアークも、こう人目が多いところではそうそう出て来ることもできないだろう。俺から離れるなよ、アリシア」

「は……はい」

　肩を抱いたカシュヴァーンの指先を意識しながら、アリシアは同じ忠告をささやかれ一気に緊張した様子のティルナードと共に、光と喧けん噪そうに満ちた大広間へと足を踏み入れた。








　第二章　悲劇のヒロイン







　大がかりなシャンデリアがいくつも吊つるされた舞ぶ踏とう会かい会場は、新しい建物の匂い、料理と酒の匂い、それに貴婦人たちの脂し粉ふんと香水が入り交じった複雑な匂いに満ちていた。

　そこに集つどった人々からあふれ出す、虚きよ栄えい心しんと野心の熱気が混ざっているからたまらない。一歩足を踏み入れるなりカシュヴァーンは眉まゆをしかめた。

「馬車で五日もかかる距離から招かれたのは俺たちぐらいだろうが、もう陽ひも落ちたというのにみなさん元気そうで何よりだ。昼過ぎに起きた人間しかいない、ということだな」

　すでにげんなり顔の夫とは裏腹に、アリシアは瞳ひとみをきらきらと輝かせている。

「あの方はそうですわね、六百万ゼダル。あの方は……七百万ゼダルはかたいですわ！　それにこの広い会場に大勢の給きゆう仕じ、料理、装そう飾しよく……少なく見積もっても五千万ゼダルは」

「……アリシア、気持ちは分かるが露ろ骨こつに値踏みしすぎだ。ちょっと控ひかえてくれ」

　さすがにまずいと思ってかカシュヴァーンは小声で妻をたしなめた。

「いや……しかし、失礼ですが、すごい集まりですね」

　こういう場に一番慣れていそうなティルナードさえ、興奮を隠かくせない口く調ちようでつぶやいた。

「アリシア様のおっしゃるとおり、ご婦人方のこの場にかける情熱が違います。何より集まっている方々の顔ぶれが……まるで王宮の舞踏会じゃないですか。一地方を分割統とう治ちしているような家の集まりとは思えないですよ」

　ティルナードの言うとおりだった。何せ王家の紋もん章しよう入りの勲くん章しようをぶら下げた名めい士しの姿さえあちこちに見受けられるのだ。

　そうこうしているうちに、それまでは当たり障さわりのない曲を演奏していた楽隊が高らかなファンファーレを鳴り響かせた。

　本日の舞踏会の主催者、ロベル家当主が登場した合あい図ずに、アリシアたちを含め会場中の視線が大広間の正面に集まる。

「あら？　ロベル家の方って金髪だったかしら？」

　不思議そうにアリシアがつぶやくのは、夫人の手を取り堂々と歩いていく青年の髪が見事な金髪だからだ。

　夫人のほうも金髪で、どこか気け怠だるげな雰ふん囲い気きながらも相当な美女なのだが、夫の美び貌ぼうが圧倒的すぎて少々かすんで見えてしまう。

　年齢は二十代後半といったところか。白い肌、冷たく澄すんだ青い瞳、高い鼻び梁りように均整の取れた長身と、非の打ち所がないとは正にこのことだろう。

　白と青を基調とした、少々古くさい型の華か美びな貴族服さえ彼の高こう貴きな美しさを引き立てている。何かの挿さし絵えで見た王子様みたい、とアリシアは思った。

　おかげでその後ろに続く地味な青年と少女の二人組など、かすむを通り越して招待客の誰の眼にも留とまっていないのではないかと思われた。だが少なくとも少女のほうは、前を行く美青年をひたすら見つめているため、自分がどう思われているのか気にする様子もなさそうだ。

「おまけになんだか若返られたような……あら、そもそもあんなに髪が豊かでおなかも引っ込んでいたかしら？　背も……もがもが」

　金髪美青年の迫力ある美貌に吞のまれたように、しんと静まり返った室内には通りすぎるアリシアの声を、カシュヴァーンは慣れたしぐさで口をふさいで黙らせた。

　今度こそ完全に静かになった舞踏会会場の注目を一身に集め、語り出したのはロベル家当主たる金髪美青年。

　──ではなかった。

「お集まりの皆様、本日は我が家のささやかなる集まりにようこそいらっしゃいました。私が当ロベル家の主あるじ、キリアン・ロベルでございます」

　がちがちに緊きん張ちようした笑顔で口こう上じょうを述べたのは、茶色い髪の地味な青年のほうだったのだ。

　カシュヴァーンに口をふさがれたままきょとんしているアリシアだが、カシュヴァーンもティルナードもこの展開に驚いているようだ。

　三人揃そろってびっくりしている間にも、キリアン・ロベルは一生懸命しゃべっている。

「私のような若じやく輩はい者ものが家か督とくを継つぎ、ロベル家の歴史を絶やさずにいられたのも、皆々様にこの場にお集まりいただけたのも──すべて、オーデル侯爵のおかげです。聖女アーシェルもかくやとばかりの慈じ悲ひ深さ……両親を見舞った悲劇により、一時期でも神を恨うらんだ愚おろかさに、私はただ恥じ入るばかりです。このような方を遣つかわして下さったというのに……」

　熱を帯びた若者の言葉が終わるが早いか、例の金髪美青年がすっと一歩前に進み出た。ただそれだけの動作がこの上なく優ゆう美びで、人目を引かずにはいられない。

「紳しん士し淑しゆく女じよの皆様、ロベル家の誇ほこる屋敷へようこそ。主たるロベル子爵に代わり、このような挨あい拶さつを述べる無礼をお許し下さい」

　謙けん虚きよな言葉とは裏腹に、彼が浮かべた笑みにはそんな雰囲気はまるでない。朗ろう々ろうと響く声は楽の音ねのごとく人々の、特にご婦人方の耳を捉とらえて離さない力を持っていた。

　アリシアですら、威圧感さえ伴う美貌の青年に釘づけだった。──この漂ただようお金持ちっぽさはただごとではない──そう思いながら。

「先のロベル子爵を襲った悲劇の傷はいまだ癒いえぬとは思いますが、さりとていつまでも嘆なげいていても、至いと高たかき国で暮らすご両親のお心に沿そわないでしょう。僭せん越えつながらこの私、ジスカルド・オーデルめが、微力ながらキリアン様、シイル様ご兄妹の幸福に寄与できればと思っております。願わくは、この場に集う紳士淑女の皆様も同じ想いであらんことを」

　金髪美青年……ジスカルド・オーデルを名乗った男がそう言って優ゆう雅がに一礼したのに合わせ、もう一度盛大なファンファーレが鳴り響く。

　同時に居並ぶ貴婦人たちの唇くちびるからいっせいに熱っぽい吐と息いきが漏もれた。キリアンの隣、さっきからひたすらジスカルドだけを見つめ続けている地味な少女が妹のシイルだろう。彼女など今にも卒倒しそうだ。

　広い会場内に集まった女性たちの中で、ジスカルドの演出に感じ入った様子がない者は二人しかいなかった。ひとりは彼の夫人と思おぼしき気怠げな金髪美女。高価な香こう木ぼくでできた扇おうぎをこれみよがしに掲かかげ、あくびを嚙かみ殺している。

　そしてもうひとりは、ようやくカシュヴァーンが手を放してくれたので自由に口をきけるようになったアリシアである。

「あら、あの方がジスカルド・オーデル侯爵様？　エリクス様を操あやつって、偽にせ者もののサイードを使って、ルアークにカシュヴァーン様を殺させようとしたあの？　じゃあ、お隣が降こう嫁かされたエルティーナ王女様ね。オーデル侯爵様とあまり仲がよくないって、ルアークが言っていたかしら」

　堂々と声に出して述べたアリシアだったが、幸いなことに彼女の言葉はすぐに始まった華はなやかなダンスの曲と、ジスカルドがシイルの手を取って踊り出したことにより誰の注意を引くこともなかった。

　普段耳ざといカシュヴァーンですら、妻の失言を聞き逃のがしていたようだ。その代わりアリシアには、注目に慣れた様子で踊るジスカルドを見つめ「やられた」とカシュヴァーンが小さく吐はいたのが聞こえた。




















「まさか、ここでオーデル侯爵が出て来るとはな。しかもあんな……」

　さすがに予想していなかったのだろう。本格的に始まった舞踏会の状況などおよそ眼に入らぬ様子で、カシュヴァーンはずっと口の中でぶつぶつつぶやいている。

「驚いた。ディネロに初めて会った時もやけに顔がきれいな男だと思ったが、オーデル侯爵はまた違うな。なんて目立つ男だ」

　没ぼつ落らくしたアズベルグ地方の地方伯、ディネロ・アズベルグ公爵を引き合いに出しながら語るカシュヴァーンは、普段他人の美び醜しゆうにあまり関心を示すことがない。

　だが今回ばかりは、月夜のように静かなディネロの美しさとはまた違う、輝く太陽もかくやとばかりのジスカルドの美貌に少々圧倒されている様子だった。

「そうですわね、どちらにいらっしゃってもよく分かりますわ。金髪がきらきらして」

　人垣の向こう、背の高いジスカルドの金色の頭がゆったりと動いていく様を眺ながめてアリシアもつぶやいた。

「ですけど本当に、どうしてこちらにいらっしゃるのかしら？　オーデル地方とフェイトリン地方はそう遠くはありませんけど、気候が似ているだけに、生産される物もあまり変わらないと近所の農民の子が言っていましたわ。その分隊商の行き来などもありませんし、それほどお付き合いはないはずなのですけど。だって同じような物を、わざわざ遠くに持っていって売ってももうかりませんものね」

　実家の隅すみで勝手に野菜を育てていたアリシアは、そんなことを言いながら小首をかしげた。

「……あの、アリシア様、ライセン、それより……おかしいと思いませんか、この雰囲気」

　それぞれに考え込んでいる後こう見けん人にん夫妻へと、ティルナードがたまりかねたように話しかけてきた。

　華やかな会場の片隅に、ぽっかりと空白ができている。

　大がかりな舞踏会といえば、この上ない社交の場だ。群れ集った紳士淑女の誰もが少しでも多く人と話し、ダンスに誘い、己おのれを相手や周囲に印象づけようと躍やつ起きになっている。

　だがライセン夫妻とティルナードら三人が集まった一角だけが、そういった流れからきれいさっぱり取り残されていた。

　忙せわしなく歩き回る紳士も貴婦人も、こちらのほうを見さえしない。飲み物を持って回る給仕たちさえ近づいて来ない。

「ライセン、僕たちは招待されてここに来たんだろう？　なのに、まるでこの場に存在しないような扱いじゃないか」

「そうでもないぞ。ほら、あそこの長なが椅い子すの連中」

　カシュヴァーンが軽くあごをしゃくり、猫ねこ脚あしの長椅子に腰かけた貴婦人たちを指し示す。

「おい、女性に向かってなんて態度だ。失礼だぞ」

「扇の隅から思わせぶりにちらちらこちらを見ては、忍び笑いを漏らすような連中には相ふ応さわしい態度じゃないか？」

　周囲の状況など全く見ていないようでも、少なくともティルナードよりは目ざとい。冷ひややかにつぶやいたカシュヴァーンは、皮肉っぽい眼でゆっくりと周りを見回した。

「ふん、それにしても時代を巻き戻したような、豪ごう華かでいて古くさい舞踏会だな。最近は大だい道どう芸げい人にんを呼んで大騒ぎをするような舞踏会も珍めずらしくないそうだが、上品なものじゃないか。新興貴族の大量出現で、社交界もずいぶん庶民的になったものだと嘆く連中が見たら泣いて喜びそうだ」

　今から八十年ほど前、国こつ家か転てん覆ぷくにまで発展しそうな下げ克こく上じようの風潮をどうにかして収めようと、時の国王は各地で暴動を起こした有力農民たちの一部に爵しやく位いを与えたのだ。

　突然爵位を得た農民たちが積極的に社交界に進出した結果、彼らの好みと考え方が社交界にも持ち込まれていった。舞踏会にしろ晩ばん餐さん会かいにしろその様式は徐々に簡素で、堅かた苦くるしくないものに変わりつつある。

　侮ぶ蔑べつのまなざしで言った後、カシュヴァーンはかたわらでまたきょろきょろし始めているアリシアに視線を落とした。

「……悪いな、アリシア」

　ティルナードに対しては傲ごう岸がんな態度を崩くずさなかったカシュヴァーンだが、アリシアへかける言葉は本当にすまなさそうだった。

「せっかくの里帰りが、その……こんな状況で。機会を見てお前だけでも、いったん別室へ下がらせてもらうようにしよう。それこそ気分が悪いとでも」

「え？　いいえ、とんでもないですわカシュヴァーン様。私こういう集まりに招待されたのは、とっても久しぶりですの。右を向いたらお金持ち、左を向いたら無駄遣い三ざん昧まい、ああ、なんて素晴らしいのかしら！」

　口に出すのは控えているものの、心の中では行き交かう人々を見ながら「一千万、八百、五百、一千二百」と値踏みに忙しいアリシアだ。

「……いや、そうじゃなくてな……これでは完全にいい見せ物だろう。おまけに誰ひとりとして、お前に声をかけないじゃないか」

　少し離れた場所ではまだ物慣れない様子の若い娘が、壮そう年ねんの紳士にダンスを申し込まれ顔を赤くしている。こういうところでどれだけダンスに誘われるかが、貴婦人としての地位と魅力の証あかしだ。

「そうですよ。いつもならとにかく、いえ失礼、今のアリシア様はとてもお可か愛わいらしいです。あの……よければ僕と、痛ッ！」

　どさくさに紛まぎれてアリシアを誘ったティルナードの靴くつ先さきを、カシュヴァーンはすました顔をして踏みつけた。

「どうかしたかティル？　どこかにぶつけたのか？　手のかかる奴やつだな全く」

「ぬけぬけと何を言うんだ貴様、靴が汚れるからやめろって！　分かったよ、邪魔しないからお前がアリシア様と踊って来いよ、僕はここで待ってるから！」

「──……いや、俺はいい」

　いきなり勢いをなくしたカシュヴァーンを見た瞬間、アリシアも喉のどに何かが詰まったような息苦しさを味わった。

「あ、あの、カシュヴァーン様もレイデン伯はく爵しやく様も、気になさらないで。私、昔からいつもこんな感じでしたもの」

　これ以上この話題を続かせまいと、珍しくアリシアは気を使った。

　折おりしも彼らの前を、アリシアも顔に見覚えのあるフェイトリン地方の貴族たちが数人、行き過ぎながらちらりとこちらに視線をくれた。パージェス家とドレーア家のみなさんだわ、とアリシアが思っていると、

「あら、見栄っ張りフェイトリンの娘がこのような場所に紛れているとは、嫁とついだくせに図ずう々ずうしい。お金の匂いに引かれて来たのかしら。私ならとてもじゃないですけど、ねえ？」

「今では死神姫などと呼ばれているのではなかったですか？　はは、あれでまだ買い手が見つかるとは、地方伯様々ですなぁ」

「もっとも買ったのは、あそこにいる成り上がりでしょう？　最初の買い手のバスツールの家だって、本来なら地方伯のご令嬢が嫁ぐほどの家柄では……」

「まあこのロベル家だってしょせん……ああ、いや、その、全くですな」

　聞こえよがしにそうつぶやくと、彼らは平然と人波に紛れて消えていった。

　硬こう直ちよくしているカシュヴァーンとティルナードを眺め、アリシアはほら、と笑う。

「いつもこんな感じで、声をかけられることなんてほとんどなかったですもの。だけどその分、お食事をいただく時間はたくさん、あら、ちょっと、カシュヴァーン様？」

　唐突に手首を摑まれ、アリシアはびっくりして夫を呼んだ。

「気分が悪いんだろう。いったん廊ろう下かへ抜けるぞ、アリシア」

「いえ、あの、私は全然……それにまだパンチ酒の一杯もいただいておりませんわ」

「じゃあ俺の気分が悪い」

「じゃあ」の使い方が間違っている気がしたが、見上げたカシュヴァーンの横顔は厳しく、話を聞いてくれそうな雰囲気ではない。

　仕方なくされるがまま歩き出そうとした時、周囲から大きなざわめきが上がった。







「オーデル侯爵！」

　ざわめく人々をすり抜け、アリシアの前に進み出てきたのはジスカルド・オーデル。

　シャンデリアの光に一層まぶしく光る金の髪をなびかせ、ジスカルドはにこやかに三人に微ほほ笑えみかけた。それまで優雅な無視を決め込んでいた人々の視線までも、彼につられていっせいに集まってくる。

「初めてお眼にかかります、ライセン公爵夫妻、レイデン伯爵閣下」

　近い距離で見ると、ジスカルドの笑顔はますますまばゆい。アリシアはいつもどおりににっこり微笑み返したが、ティルナードは思わず顔を赤くした。

　そしてジスカルドは改めて無表情のカシュヴァーンに向き直る。カシュヴァーンもまた、背筋を伸ばしじっとジスカルドを見つめ返した。

　身長と体格はさほど変わらないが、それ以外の部分は二人の領主は見事なまでに対照的だった。品のいい笑みを浮かべた金髪碧へき眼がんの美青年と、どこか陰かげのある不ふ遜そんな雰囲気の黒髪の青年。

　そのくせ互いを眺める両者の瞳には、同じ鋭い光がある。

「……確かに、お眼にかかるのは初めてですね、オーデル侯爵閣下」

　アリシアの手を放しはしたものの、カシュヴァーンの語調は険けわしい。

　相手は下克上を乗り越え今なお強力な権力を維い持じするオーデル地方の地方伯であり、降嫁した王女を妻に持つ大貴族。公爵であるカシュヴァーンは爵位こそジスカルドより上だが、しょせんは成り上がり、オーデル侯爵とは比べものにならないというのが一般的な見方である。

　失しつ敬けいな、と興きよう味み津しん々しんの紳士淑女が眉をひそめるが、カシュヴァーンの立場からすればこの反応も無理からぬことだ。

　カシュヴァーンが領主となった直後、その旨むねを伝える書状を封も開けずしなびた薔薇の花つきで送り返してきたジスカルドである。その時点でカシュヴァーンの逆げき鱗りんに触れていた彼はさらについ先日、エリクス・バスツールを使って散々引っかき回してくれたのだから。

「ええ、確かに。お会いできて光栄だ、ライセン公爵」

　少し口調を砕けたものに変えたジスカルドに対し、カシュヴァーンはあくまで敬語でこう切り返した。

「ところでオーデル侯爵閣下。不ぶ躾しつけなことを言って申し訳ありませんが、俺は〈強〉公爵カシュヴァーン・ライセン。あなたの義理のお父上にも正式に認可をいただいている爵位を持っておりますので、どうかそのように呼んでいただきたい」

　国王も認めた爵位を口にするのが嫌なのかと。

　公おおやけの場で本当に不躾なことを言われたにもかかわらず、ジスカルドは大して驚いた様子も見せなかった。それどころか、

「これは失礼をした、ライセン強公爵。……いや」

　くす、とそれはおかしそうに笑った。

「噂うわさには聞いていたが、貴公は見た目に反して案外子供っぽい方なのだな。国王陛へい下かにいただいたものをそれほど大事にしていらっしゃるとは、忠義心も相当なもののようだ。ご心配なさらずとも、一度や二度言い間違えたぐらいでは、誰も貴公の爵位を取り上げたりはしないと思うが？」

　子供をあやすように言った後、ジスカルドは無言になったカシュヴァーンから、はらはらしているティルナードへと視線を移した。

「では改めて、ライセン強公爵。そして……こちらが、レイデン伯爵閣下ですね」

「え、あっ、は、はいっ」

　飛び上がりそうになったティルナードに、ジスカルドはていねいに一礼をする。

「レイデン地方の悲劇は、私も聞き及んでおります。領地が幾いく分ぶん離れているとはいえ、私とあなたは同じ地方伯の血を引く家柄だ。援助が必要だった時期にお役に立てず、まことに申し訳ない」

「い、いえ……あの」

「しかしさすが、レイデン家の血を引く方と言うべきでしょうか。未成年でいらっしゃるのに、見事にあの地を統すべていらっしゃる手腕……お見事です。もちろん頼りになる後見人あってのこととは思いますが、ご両親も至高き国でさぞお喜びでしょう」

　いかにも大貴族然としたジスカルドが真しん摯しにそう述べるのを聞いて、ティルナードは視線をうろうろさせた。普段カシュヴァーンやセイグラムに馬鹿にされ続けているため、まともに褒ほめられることに慣れていないのだ。

「いえ……あの……オーデル侯爵こそ……、その、素晴らしい方なのですね。僕もこちらには来たばかりで、詳しいお話は何もお聞きしておりませんが、ロベル家のご当主はこの上なくあなたに感謝しているようですし」

「とんでもない、キリアン様は少し表現が大げさなだけですよ。確かにわずかばかりの援助はいたしましたが」

　苦笑すらも美しいジスカルドは、そう言っておもむろに背後を振り返った。

　ジスカルドの存在感に紛れてほとんど誰の注意を引くこともなかったが、そこにはロベル家当主キリアンが緊張した面おも持もちで立っている。

「このようなことを申し上げていいものかどうか分かりませんが、ロベル家のご兄妹も不ふ慮りよの事故で突然父母を亡くされ、困こん窮きゆうしていらっしゃった。同じ苦難を乗り越えた方同士、積もる話もあるでしょう。いかがですかレイデン伯爵、お時間がおありでしたらキリアン様とお話でも？」

　迷うようにティルナードがカシュヴァーンを見上げると、カシュヴァーンはひとつうなずいた。

「行ってくるといい。お前にも、年の近い話し相手が必要だろう。……だが、気を抜くんじゃないぞ。こんな人目のあるところで、おかしな真似をするとは思えんが」

　後半部分は、ティルナードにだけ聞こえる声量でのものだった。

　ティルナードも、ジスカルドがカシュヴァーンに何をしてきたかは理解しているつもりだ。分かってる、と小声で返し、キリアンの側へと近づいていった。







「さて、ライセン強公爵夫人」

　ジスカルドは今度は、「レイデン伯爵様にもお友達ができそうね」とのんきに喜んでいるアリシアに話しかけてきた。

「改めて、ご挨拶を差し上げてもよろしいでしょうか。私はジスカルド・オーデル侯爵。オーデル地方の領主にして、今はただ、あなたの美に仕つかえる者です」

　気き障ざな台せり詞ふを口にするなりジスカルドは、身を屈かがめアリシアの手を取った。

　舞踏会に参加する貴婦人に相応しく、上等ななめし皮でできた手袋に包まれた手の甲に、少し長すぎるぐらいに恭うやうやしい口づけを贈おくる様をカシュヴァーンは黙って見ている。

「私はあなたにも、謝罪しなければならない。ご両親の不幸、そして一度目の婚儀の不幸……佳か人じんに不幸はつきものとは言いますが、なんのお役にも立てなかったことをどうかお許し下さい」

「いいえ、とんでもないですわ。別にオーデル侯爵様が私の両親やブライアン様を殺したわけではありませんもの。それに、とってもすてきな旦だん那な様に買っていただけましたし」

　のほほんとそう言ってのけたアリシアに、ジスカルドは優しげに微笑んだ。

「そうですか。噂に違たがわず、あなたは逆境に挫くじけない精神を持つ素晴らしい御お方かただ。羨うらやましいですよ、ライセン強公爵。このような方を妻に迎えることができて」

　笑いながらジスカルドは、まだ握にぎったままのアリシアの手をそっと引き寄せた。

「いかがですか、強公爵夫人。私と一曲、踊っていただけませんか」

「え？」

　本気でびっくりしているアリシアに、ジスカルドはその眼を覗のぞき込むようにして微笑んだ。

「おや、そのように驚かれるようなことを私は申し上げましたか？」

「ああ、いえ、そうですわよね、舞踏会ですもの。ダンスを申し込まれることもありえますわよね」

「没落を受け入れられぬ時代遅れ」「見栄っ張りフェイトリンの娘」と蔑さげすまれ、どこの宴うたげに顔を出しても両親ともども先ほどまでと同じような扱いを受けていたアリシアだ。

　おかげで舞踏会に顔を出す楽しみといえば、競うように飾り立てた招待客たちの金持ちぶりにきゃーきゃー言うこととご馳ち走そうを食べることばかりだった。だが本来、舞踏会とはダンスを楽しむためのものである。

「でもオーデル侯爵様、私あまり新しいステップは存じませんの。何年もちゃんと踊っておりませんし、ダンスの教習ってとっても高いんですもの」

「おや、アズベルグではあまり舞踏会は開かれておりませんか。ご心配なく、王宮で流は行やっている最新のステップを教えて差し上げましょう。もちろんただで」

　アリシアがやたらと金の話をするのを、宴の席の冗談だとでも思っているのだろう。ジスカルドはそつなく話を合わせてきた。

「あら、それはありがとうございます。……ええと、でも」

　くれる物はもらう主義のアリシアは、うっかりうなずいてしまいそうになった。

　しかし途中で考え直し、ずっと黙ったままの夫の顔をそっと見上げてみた。

　未婚時代、たまにダンスを申し込まれるたび、両親に「あんな家の男はだめ」と追い払われたのを覚えている。貴族社会においてはむしろ結婚してからのほうが異性との付き合いは開放的になるものだが、アリシアはただ結婚したわけではない。

　買われたのだ。すべての決定権はカシュヴァーンが握っている。

「カシュヴァーン様、ええと、私……どうすればよろしいかしら」

「──最新のステップとやらを、教えてもらったらどうだ？」

　一瞬の間の後、カシュヴァーンは抑よく揚ようのない声でそう答えた。

「お許しが出ましたか。寛大な男性に嫁がれたあなたは幸福です。ではアリシア様、失礼、アリシア様とお呼びしても？」

「あ、はい、ええと、いいですかカシュヴァーン様？」

「……お前が嫌ではなくて、オーデル侯爵がそう呼びたいとおっしゃるなら」

　低い声でひと言つぶやいたカシュヴァーンが、すっと顔を近づけてきたのでアリシアは驚いた。

　口づけをされるのかと思ったのだ。しかし予想に反し、カシュヴァーンはさっきティルナードにしたように、小さな声で耳元にささやきかけてきただけだった。

「エリクスやルアークのことは絶対に口に出すんじゃないぞ。この男がどういう人間かを忘れるな」

「あ、そうでした」

　思わず口に出して答えてしまったアリシアに微苦笑したカシュヴァーンは、そのまま下がって壁際に行き、壁にもたれて腕を組んだ。

　婦人専用の舞踏会の椅子に座ることに比べればまだましかもしれないが、それでも公爵が取る態度ではない。下品な、との非難の声はアリシアの耳にもいくつか入ってきたが、カシュヴァーンは視線だけ動かして周囲の様子をうかがっていた。







　ジスカルドに手を取られ、大広間の中央に進んでいくアリシアに会場中の人々が注目している。

　これならいくらなんでもここで殺されたりはしないでしょう、と思いながら、アリシアはリードされるまま踊り始めた。

　曲自体も最新のものなのだろう。聞き覚えのない曲だったが、軽やかさと華やかさを兼ね備えた主しゆ旋せん律りつは自然に人を動かす力を持っている。

　何より、ジスカルドのリードがうまい。カシュヴァーンとあまり体格に差がないのだから、当然アリシアとは結構な体格差なのだが、腰に回された腕はそのようなことを物ともせず、巧たくみにアリシアを導いてくれた。

「お上手ですよアリシア様。何年も踊っていないなど噓でしょう？」

「いいえ、本当ですわ。体を動かすことは割としていましたけど、うふふ、でも楽しい……カシュヴァーン様とも」

　カシュヴァーン様とも──。

　自然に口を突いた言葉の先が途切れてしまった。

「ライセン強公爵とも？」

「あ……いえ、いいんですの。カシュヴァーン様は、ダンスはあまりお好きではないようですので」

　ダンスが好きではないのか、それとも自分とのダンスが好きではないのか。

　暗い考えを振り払うよう、明るく言ったアリシアにジスカルドはカシュヴァーンのほうを向いた。

「そのようですね。特にどなたかを誘うという様子もありませんし」

　ジスカルドの言うとおり、ティルナードもキリアンのところに行ってしまった現在、カシュヴァーンはひとり壁に背を預けた姿勢で動かない。

　主あるじと話し込んでいるティルナードの周りには、いつの間にか他の招待客たちも集まり始めていた。レイデン地方の領主であり、地方伯でもあるティルナードには内心挨拶をしたかった者は多いのだろう。

　だがカシュヴァーンの周囲にはまた、ぽっかりと空白ができてしまっている。

「もっとも誘ったところで……いや、やめましょうか、このような話は」

　含ふくむ物言いをしてから、ジスカルドは視線を腕の中のアリシアに戻した。

「それにしてもアリシア様は、ライセン強公爵とご結婚されて本当にお幸せそうですね」

「ええ、だってカシュヴァーン様は、私の理想の旦那様ですもの」

　毎度変わらぬカシュヴァーンへの評価を聞いて、ジスカルドは青い瞳をかすかに細めた。

「そうですか、それは羨ましいことだ。ですがご存じですか？　あなたのご両親は、あなたを私の家に嫁がせたがっていた」

「え？　あ、はい、存じておりますわ」

『レイデン家はまだ足下が不安定だし、アズベルグ家はうちよりひどい有様だと聞くし……ああ、オーデル家に嫁がせてあげられたらねえ！』

　近隣の地方伯の名を挙げながらの母親のこの手の嘆きを、アリシアはしょっちゅう耳にしていた。そしてそれは、絶対に叶かなえられない願いだということも。

「ですけどオーデル侯爵家のようなお金持ちは、うちとはとても釣り合いが取れないですもの。同じ地方伯同士ですから、家柄を持参金にというわけにもいきませんし」

　あけすけすぎるアリシアの回答に、ジスカルドはほんの少しだけ眉をひそめた。

　だがそれも一瞬のこと、彼はすぐに優しげな笑みを口元に浮かべた。

「いえ、私も本当ならば、同じ地方伯としてあなたの窮きゆう状じようをお救いしたかった。ですが残念ですね、フェイトリン家からお話があった時、私にはすでに婚約者がいたのです」

「ええ。エルティーナ・フィラル・ド・シルディーン様ですわね。あちらにいらっしゃる」

　長ったらしい王女の名前をアリシアはすらすらと口にした。金持ちに関する記憶は非常にいいのだ。

　現在はエルティーナ・オーデルとなった元王女は、舞踏会会場の端はしにある長椅子にゆったりと座っていた。周りにはダンスの申し込みをしようと男性たちが山ほど詰めかけているが、エルティーナの左右に立った数人の若い貴族たちが彼らをすげなくあしらっている。

「すてきですわね、王女様と結婚なんて！　持参金はたくさんいただけたのでしょう？」

「……確かにいただけたものは数多い。ですがあの方との結婚は、私から大切なものを奪いもしたのですよ」

　またしても一瞬眉をひそめたジスカルドは、すぐに平静な表情に戻ると意味ありげな台詞をつぶやいた。

「大切なもの？」

　聞き返したアリシアに、ジスカルドは少し寂しそうに笑う。

「心から愛した女性との、幸せな結婚生活です」

　ぱっちりと眼を見開き、アリシアは思わず身を乗り出した。

「まあ、オーデル侯爵様には、他に好きな方がいらしたの？」

　王女を娶めとった男の胸にはかつての恋人。恋愛物語でもよくある題材は、アリシアが好む恐怖小説にも結構出てくる。

　恋愛物語と違うのは、甘く切ない胸の葛かつ藤とうをつらつらと述べる代わりに、捨てられた恨みと復ふく讐しゆうの過程に多くの紙し幅ふくが割さかれていることだ。ものによっては作者の趣味か、残ざん酷こく描びよう写しやがいきすぎていて、そういう本は大抵買い手がつかずとびきり安く入手できるのがありがたい。

「そういうわけではありません。ただ、そういう方を探す機会も失われてしまった、ということです。もちろんエルティーナ様は素晴らしい女性なのですが……あの方は残念ながら、他の男性といらしたほうが楽しそうだ」

　アリシアの妄もう想そうを否定してから、ジスカルドは思い出したように苦笑いした。

「失礼、爵位を持つ家の長男として生まれた身ながら、女め々めしいことを申し上げました。そのようなこと、許される身でもありませんのに……どうぞお笑いにならないで下さい」

「いいえ、とんでもありませんわ」

　他意なくそう返したアリシアの腰に回ったジスカルドの指先に、不意に力がこもった。

　ひたすらに優雅で、流れるようだったステップがかすかに乱れ、足下がぐらりとかしぐ。候爵様の足を踏んでしまうわ、と慌てたアリシアを素早く支えながら、ジスカルドは至近距離からこうささやいてきた。

「ではこのことは、二人だけの秘密に」

「え、はい、分かりました」

　眼め鏡がねのずれを直しながら、アリシアは睦むつ言ごとめいた言葉に素直に返事をした。

　軽すぎるほど軽いその体を支えたまま、ジスカルドはじっとアリシアを見つめている。

「──私たちは、出会うのが少し遅すぎたのかもしれませんね。アリシア様、よろしければ私のことは、今後ジスカルドとお呼び下さい」

「ああ、はい、ありがとうございます、ジスカルド様」

　オーデル侯爵様をジスカルド様に変えてもあまり節約した気分にならない、などと思いながらまたうなずいたアリシアから、ジスカルドはそっと離れていく。

「曲が終わりましたね。できればもう一曲、と申し上げたいところだが、これ以上はあなたの旦那様に恨まれそうだ。それに、私も彼と話したいことがある」







　ジスカルドに手を取られ、戻ってきたアリシアをカシュヴァーンは無言で迎えた。

　白い壁にひとりもたれ、あたりを睥へい睨げいしながら立つその姿は、女性であれば悲しき壁の花、というところだろう。だがその眼光はあまりにも鋭く、存在感は強すぎて、周りの紳士淑女たちも無視しきれないのか結局ちらちらとカシュヴァーンを見ては何事かささやき合っている。

　ぴりぴりした空気を意に介することなく、アリシアはいつものようにさらりと言った。

「カシュヴァーン様、ジスカルド様が何かお話があるそうです」

「……ジスカルド様？」

　怪け訝げんそうにその名を復唱したカシュヴァーンに、ジスカルド本人が微笑んでみせる。

「私がそうお呼び下さるよう申し上げたんだ」

「……ならよろしいが。ところで、話とはなんでしょう」

「貴公にお送りした招待状に、大体のことは書いてあったはずだがね。詳しい話は別室で。……ああ、ちょうどいいところへ」

　アリシアたちが戻ったのを察し、近づいてきたのはティルナードとキリアンだ。

「お二人とも、例の件についてこれからライセン強公爵と話をしようと思いますが、よろしいでしょうか」

「ええ、そろそろダンスも中休みに入る時間ですし、ちょうどいいでしょう」

　キリアンがうなずき、ティルナードも同じくうなずいてから思い出したようにこう言った。

「あの……そうだ、オーデル侯爵申し訳ありません、当家の執しつ事じを同席させてもよろしいでしょうか」

「執事？」

「はい。お恥ずかしいですが、僕はまだまだ未成年で未熟者ゆえ、大切な話は信頼する執事にも聞かせたいのです。あの……だめでしょうか」

　カシュヴァーンの情報源としても働くセイグラムでさえ、今回のジスカルドの動きを摑めなかった。

　しかしセイグラムならば、同席して話を聞くことで何かしら得るものがあるかもしれない。第一、後で「なぜ呼ばなかった」、と怒られそうだ。

　ティルナードにしては気のきいた発言に、ジスカルドはわずかに間を置いてから鷹おう揚ように微笑んだ。

「いえ、よろしいですよ。それほどまでにセイグラム・アーレイを信頼していらっしゃるのですね」

「え？　僕の執事をご存じなのですか？」

　紹介もしていないセイグラムの名前を聞いて、ティルナードは驚いた顔をしている。

「ええ、レイデン家の執事となっているとお聞きしておりましたので。私も一度彼には会ってみたかった。ぜひお呼び下さい」

「なら俺も、俺の執事を呼ばせていただこう」

　カシュヴァーンのひと言にも「どうぞお好きに」と相あい槌づちを打ったジスカルドは、アリシアに向かってすまなさそうに笑った。

「申し訳ないアリシア様。あなたともっとお話をしたいのは山々ですが、ライセン強公爵やレイデン伯爵と、早急にしなければならない話があるのです。多少込み入った話になりそうですので、席を外はずす無礼をお許しいただきたい」

「ああ、私の屋敷をお買いになられたいというお話ですよね？　ええ、どうぞ」

　──お前が大事にしている屋敷だから、俺は売りたくないと思っているんだ。

　そう言ってカシュヴァーンが頭に置いた手のぬくもりを思い出し、ちょっと「おなかが痛い」気持ちを味わいながらアリシアは承しよう諾だくした。

「ありがとうございます。ですがアリシア様、こちらには名だたる名家の方が大勢いらしておられる。退屈されることはないでしょう。ライセン強公爵も素晴らしい方だとは思いますが、せっかくですから他の方たちとも交流を持ってはいかがです？　では、また」

　まるで自分が招待主のような台詞を残し、ジスカルドはカシュヴァーンたちを連れて大広間の外に出て行こうとした。

　と、いきなりカシュヴァーンだけが戻ってきて、軽く身を屈めるなりこうささやいてきた。

「死神が近くにいる。何かあったら人目など気にせず呼べ。分かったな」

　通常なら不吉な名称である「死神」は、ライセン夫妻にとっては心強い味方を示す。

　姿は見えないが、ルアークがどこかにいるのだ。アリシアをひとりにすることを懸け念ねんして言ってくれたのだろう。

「ル、あ、はい」とぎりぎりの返事をしたアリシアにひとつうなずくと、カシュヴァーンは大おお股またにジスカルドたちの背中を追っていった。







　中休みを経へて、再び始まったダンスの曲にのんびりと耳を傾けながら、アリシアは配られた小さなケーキを幸せそうに頰ほお張ばっていた。

　給仕は無視しないようにはなってくれたのだが、それでも今度はアリシアの周りに、ぽっかりと空白ができている。ちらちらとアリシアを眺めながら、「お前行けよ」「いやお前が」「俺は嫌だよ」「俺だって嫌だけど、オーデル侯爵が」と不ふ毛もうな譲り合いをしている青年貴族たちなどもいはするが、実際に声をかけてくるまでにはいたらない。

「このケーキもおいしいわ。スポンジに入れてある果物は乾燥させたリーゴ？　それともピネー・ナッツ？　そうだわ、ピネー・ナッツなら、アズベルグ地方でも育てられるかも」

　リーゴもピネー・ナッツもフェイトリン地方では一般的な農作物だ。リーゴは多くの陽光を欲しがるが、ピネー・ナッツは肥料さえ与えておけば陽がなくても少々……と周りを完全に無視してアリシアが考えていると、

「あの……ラ、ライセン、公爵夫人」

　小さな呼び声に眼をやれば、そこに立っているのは茶色い髪を結ゆい上げた地味な少女。よく見れば明るい薔薇色の、結構派手なドレスを着ているのに今ひとつ華やかな雰囲気がない。

「あら……ええと」

「シ、シイル・ロベルと申しますわ。初めまして」

　アリシア同様たっぷりとふくらんだドレスをつまみ、シイルはもじもじしながら名乗った。

　兄のキリアン同様、シイルも純じゆん朴ぼくそうであること以外特に目立ったところのない地味な容姿だ。体型もアリシアとさほど変わらず、細くてめりはりに欠ける。

　なまじ着ているドレスが旧来の貴族趣味を継けい承しようしたごてごてしたもので、袖そでも大きくふくらんでいるため胸のなさが余計に強調されて見えた。ドレスの流行も最近の新興貴族の台たい頭とうにより、簡素化が進んでいるはずなのだが。

「あの……公爵夫人。少しお話をさせていただいてもよろしいでしょうか」

「ええ、もちろん、喜んで」

　ちょうどケーキも食べ終わったところなので、通りかかった給仕に空からの皿を返しながらアリシアはうなずいた。同年代の貴族の少女に話しかけられるのはずいぶん久しぶりだ。

　ところがシイルは自分から話をしたいと言い出したくせに、もじもじもじもじし続けていて、なかなか話を切り出してこない。

「ええと……その、ライセン公爵夫人は、ジスカルド様と親しいのですか？」

　しばらくもじもじし続けた後、唐突にシイルはそんなことを聞いてきた。

　一拍置いて彼女はそばかすの浮いた顔を真っ赤にしたが、アリシアはごく普通に答えた。

「え？　いいえ。ジスカルド様とは、本日初めてお会いしたのですわ。お名前は、以前から何度かお聞きしておりましたけど」

　そういえばルアークの兄「サイード」を名乗っていたジェダからは、オーデル侯爵の命めいにより私を殺すとか聞いたわねと、アリシアは今になって余計なことを思い出していた。

「あっ……ジスカルド様と、呼んでいらっしゃるの？」

　一転、いきなり暗い顔になったシイルにアリシアはあっさり「ええ」と答えた。

「ジスカルド様がそう呼んでほしい、とおっしゃったので」

「あ、ああ……そうですの。そうですわよね、ジスカルド様は、とても優しくて気さくな方でいらっしゃるから……」

　自分を納得させるようにひとりごちたシイルに、アリシアはこう提案してみた。

「あのう、よろしければ私のことはアリシアと呼んで下さる？　そしてあなたのことも、シイル様と呼ばせていただければ」

　言われてシイルは少し驚いた顔をしたが、やがてはにかむように微笑んで「もちろんですわ」と応じてくれた。そしてひとつ息を吸ってから、話題を転じた。

「あの……先ほどこちらにいらした黒髪の男性が、ライセン公爵ですか？」

「ええ、ライセン強公爵様。私の旦那様です」

　カシュヴァーンがこだわっている爵位を律りち儀ぎに訂正しながら応じれば、シイルの瞳はアリシアがよくするようにきらきらと輝き始めた。

「やはりあの方が、『アズベルグの暴君』と呼ばれるライセン、ええと、強公爵閣下なのですね。まあ、眼が三つあり角つのが生はえていて、おまけに山より大きいとかお聞きしておりましたけど、意外に普通の方……ちょっと怖こわそうでしたけど」

　アリシアについて流れていた風ふう聞ぶんが、いつの間にかカシュヴァーンにまで飛び火していたようだ。

　どこか芝しば居いがかったしぐさで細い肩を震ふるわせてから、シイルはおもむろに尋たずねてきた。

「強公爵夫人……こんなこと、お聞きしていいのか分かりませんけど……その……あの方との結婚生活とは、どのようなものなのですか？」

「え？」

「い、いろいろとよくない評判も多い方ですし……私……そうです、私、アリシア様のことをとてもお気の毒に思っているのです！　ご両親を亡くされ、二度も政略結婚をさせられ、死神姫などというあだ名までつけられてしまったあなたのことを……まるで物語に出てくる悲劇のヒロインのようですてき、あ、いえ、おかわいそうだと」

　確かにシイルは気の毒そうにアリシアを見てはいる。

　だが同時に、変にわくわくしているような様子でもあった。

　最近よくこういうことを聞かれるわ、と思いながら、アリシアは考えを巡めぐらせる。

「ええと、カシュヴァーン様との結婚生活は、にぎやかで刺激的でとても楽しいですわよ。だってカシュヴァーン様は、私の理想の旦那様ですもの」

　私の理想の旦那様。

　心からそう思って繰り返すたび、なぜか悲しそうな表情をするカシュヴァーンのことを思い出しながら、アリシアは続けた。

「とてもお優しくて、寛容で、私に何もしなくていいっておっしゃるの。最近は特に……なんだかとっても、気を使って下さっているみたい」

　頭の撫なで方が遠えん慮りよがちだったり、急に欲しい物はないかと聞いてきたり。

　薄うす布ぬの一枚隔へだてたような、ぎこちない優しさを見せるかと思えば、突然素そっ気けなく突き放したりもする。

　知らずしょんぼりした顔になったアリシアに、シイルもなぜか残念そうな顔をした。

「まあ、そうですの、お優しいんですか……あの……でもアリシア様、ほら、例えばこういうことはありませんか？　冷たくされたりですとか、お金で買ったからといって傲ごう慢まんな態度を取られたりとか」

「冷たく……そういえば、ダンスを断られてしまったかしら」

　オルガンを弾ひいた際と、ついさっきのことを思い出し、アリシアはつぶやいた。

　するとシイルはまた、少し歯切れの悪い口調になった。

「……アリシア様は先ほど、ジスカルド様とはとても親密な雰囲気で踊っていらっしゃいましたね」

「ええ、ジスカルド様とは一曲。シイル様も最初に踊られましたわよね？」

　その時ちょうど、今流れている曲が終わりそうになることにアリシアは気づいた。次のお相手を探して、会場内の人の流れが激しくなる。

「シイル様はどなたかとまた踊られませんの？」

　なんの気なしにアリシアが尋ねると、シイルはなぜか誇らしげにこう断言した。

「私はもう、私のジラルディン王子様としか踊らないって、決めているんです」

「ジラルディン？」

「あ、ごめんなさい、お分かりにならないですよね」

　すまなさそうに、しかしやはり誇らしげにシイルが口にした名前に、アリシアは実は聞き覚えがあった。

「そうですわねえ。私が知っているジラルディンという方は、確かええと、レンバーグという王国の王子様で……そういえばジスカルド様って、挿絵のジラルディン様にちょっと、」

「グレイドゥをやっつける!!」

　シイルの声が跳はね上がり、少女たちの話にさり気なく耳をそばだてていた貴族たちが、びくっとして慌てて素知らぬ顔を決め込む。

「アリシア様、あなたも『夢の王子様』の愛読者でいらっしゃるのね！」

　しっかりと手を握られ、アリシアは眼を丸くした。

『夢の王子様』とは何年もの間、特に十代の少女に絶大な人気を誇る恋愛小説だ。売れ残りの怪奇小説をアリシアに破格の値段で売ってくれていた商人が、今はさすがに下火だけどずいぶん稼かせがせてもらったよ、と言っていたことをよく覚えている。

「ええと、ちゃんと読んだことはないのですけど……だってあの本、人気があるからとっても高くて。あらすじだけ教えてもらったのですけど」

「アリシア様、私もあなたと同じです」

　シイルはアリシアの言葉など、今やほとんど耳に入っていないようだった。熱っぽく潤うるんだ瞳には、ここではないどこかを見ているような危うさがある。

「私も『夢の王子様』が大好きで……そして私も、あなたやイゼリアーネ姫とも少し立場は違いますけど、悲しい運命に翻ほん弄ろうされていますの」

『夢の王子様』のヒロインであり、ジラルディン王子と結ばれる姫君の名を、シイルは陶とう酔すいの表情で語った。

「ねえ、アリシア様。アリシア様もグレイドゥ……失礼、ライセン強公爵に、本当はつらい目に遭あわされたりしているのでしょう？　正直におっしゃって」

　グレイドゥというのは、醜みにくい棘とげが体中にある真っ黒な竜の怪物の名だ。物語の中でグレイドゥはイゼリアーネ姫に懸け想そうし、何度も何度もさらおうとしては、そのたびにジラルディン王子に撃退されてしまう。

「そうですわね……私に首輪をつけたり、足を斬きって閉じ込めようとなさったりしたこともあったかしら。でもこれは私もいけなかったんですの」

「──え？」

　熱心にアリシアの言葉に聞き入っていたシイルの表情が、いきなり固まった。

「く、首輪……？　足……？　グレイドゥだって、最後の最後までイゼリアーネ姫には傷ひとつつけませんでしたのに……あの方、アリシア様の足を斬ろうとなさったの？」

「そうなんですの。でも私も、私が屋敷を抜け出すのを手伝ってくれたノーラも、お咎とがめなしですませて下さったのだからやっぱりお優しいのだわ。立場を利用してトレイスをいじめていた代官のことは、斬り殺しておしまいになったけれど」

「……きっ……!?」

　そのような単語まで聞くことになるとは思わなかったのだろう。絶句したシイルをよそに、アリシアはまだしゃべり続ける。

「だけどやっぱり優しい方ですのよ。セイグラムがノーラに迫ったら、トレイスのほうがいいって推すい薦せんして下さったり。あ、ノーラはメイドでカシュヴァーン様の愛人なんですの。私としては、ノーラがずっと側そばにいてくれるなら相手は誰でも」

「愛人!?」

　みなまで聞かず、シイルが耐えかねたように大声を出した。少女たちの話を盗み聞きしていた貴族たちが、再度びくっとした後にてんでばらばらに顔を背そむけた。

「愛人って、あの、お二人はまだ結婚されて半年も経っていないですわよね!?　なのにもう愛人がいらっしゃるの!?」

「ええ、私が嫁いでくる前からずっと。もう何年のお付き合いになると言っていたかしら？　あら、シイル様どうなさったの？」














　シイルは唇をわななかせながらうわごとのようにつぶやいている。

「そんな……あのグレイドゥだって、生まれて初めて好きになった女性がイゼリアーネ姫で、以来何年もあの方だけを狙い続けているのに……」

「大丈夫ですか？　まるで『肥料要らず』を食べたみたいな……あら、カシュヴァーン様」

　フェイトリン・アズベルグ両地方に自生する有毒植物の名を挙げて心配そうにしているアリシアに、無言で近づいてきたのはカシュヴァーンだった。

　カシュヴァーンが不ふ審しんそうに瞳をすがめるのを見た途端、シイルはひっと喉を鳴らし、

「アっ……アズベルグの、けだものーっっ!!」

　ひと声そう叫ぶと、ドレスの裾すそをからげんばかりの勢いで小走りに駆け出し、周囲の人波に紛れてどこかに行ってしまった。







「……ロベル家のご令嬢と、なんの話をしていたんだ？」

　けだもの呼ばわりに怪訝な顔をしているカシュヴァーンの横で、アリシアは残念そうにため息をついた。

「まあ……また、逃げられちゃったわ」

　せっかく友達になれそうな雰囲気だったのに、なぜ貴族の子女と話しているといつもこうなってしまうのだろうか。

　やっぱりノーラにはこの先も側にいてもらわなくちゃ、と思いながら、アリシアは答えた。

「カシュヴァーン様との結婚生活はどうかと聞かれたので、少しお話をしていましたの」

「……その話題で俺をけだもの呼ばわりして逃げるのか？　大体俺はまだ完全にけだものになった覚えは……まあ、いい」

　途中から曖あい昧まいに言葉を濁にごしたカシュヴァーンの背後から、ゆっくりと歩いてきたのはジスカルド、キリアン、そしてティルナードだった。長身のジスカルドを見上げ、キリアンもティルナードも熱心に彼の話に聞き入っている。

「もうお話は終わりましたの？　カシュヴァーン様、私の屋敷はいくらになりましたか？」

　売らない前提を忘れ、つい金の話を始めた妻にカシュヴァーンは苦笑いした。

「……実は、まだ話は終わっていないんだ」

「え？」

「思ったよりもずっとたくさん、俺はオーデル侯爵と話し合わなければならないと分かった。アリシア、悪いがしばらくロベル家に厄やつ介かいになるぞ」

「え……ええ。それはよろしいのですけど……」

　カシュヴァーンが決めたことなら逆らう理由はない。この豪ごう勢せいな屋敷の中を見て回る機会を得られたことも嬉うれしい。

　だけどなぜだろう。カシュヴァーンは、ひどく疲れているように見える。

「アリシア様、お待たせして申し訳ありません。退屈ではなかったですか」

　そこへキリアンたちとの談笑を切り上げ、ジスカルドが話しかけてきた。

「いいえ、シイル様が相手をして下さったので」

「ああ、シイル様が。それはよかった」

　ごく自然にシイルを名前で呼んだジスカルドは、ちらりとカシュヴァーンを見た。

「すでにお聞きになったかもしれませんが、私はライセン強公爵やレイデン伯爵と、あなたのお屋敷のこと以外にもいろいろとお話をしたく思っております。もちろんアリシア様、あなたとも」

　そう言うとジスカルドは、再びアリシアの手を取って手の甲に軽い口づけを落とした。

　カシュヴァーンはぴくりと片眉を上げたが、黙ってジスカルドの言葉を聞いている。

「幸いにして、旅たび支じ度たくは存分に整えた上でいらしたご様子だ。もちろん足りないものがあれば、キリアン様が用意して下さるでしょう」

「ええ、ライセン強公爵夫人。あなた方はオーデル侯爵の大切なお客様なのですから、どうぞここをご自分の屋敷のように思って下さい」

　熱心なキリアンの言葉に、アリシアはうなずくしかなかった。







　舞踏会が開催されていた本館とは別棟の二階、広々とした客室がライセン家一行に用意された部屋だった。夫婦であるアリシアとカシュヴァーンが一室、ティルナードがもう一室で、それぞれの続き部屋をトレイスとノーラ、セイグラムが使う。

　こうなることはあらかじめ予定されていたのだろう。うきうきしながらアリシアが室内に入った時、高価な絨じゆう毯たんが敷かれた室内は舐なめるように清められており、中央にある飴あめ色いろに磨みがかれた長卓の上には真っ赤な薔薇が大きな花か瓶びんいっぱいに差してあった。

「……これはこちらに」

　気をきかせたトレイスが、花瓶を抱かかえて続き部屋のほうへと移動させていく。

　カシュヴァーンは何も言わず、ただ大きなため息をついて広い寝台へと腰かけた。

　日をまたぎ、深夜まで及んだ舞踏会は先ほど終わったばかり。窓の向こうでは、無数の馬車の角灯の列がロベル家の屋敷を離れ、闇の中をあちこちへ散っていくのがよく分かる。

「カシュヴァーン様、もうお休みになりますか？」

　黙ったままじっと、床を睨にらんでいるカシュヴァーンにアリシアはそっと尋ねかけた。

　カシュヴァーンたちが話し合いから戻ってきた後も、豪華な舞踏会は延々と続いた。大体舞踏会というのは遅く始まり、遅く終わるものだから、これは仕方がない。

　だが戻ってきたカシュヴァーンは終始疲労した難しい顔をしているばかりで、アリシアが話しかけても生なま返事しかしてくれない。ジスカルドと何を話したのかと尋ねると、眉み間けんのしわが一気に深くなりはしたが、やはり返事らしい返事は得られなかった。

　よほど疲れているのだと思い、早めに部屋を用意してもらいましょうと何度言っても、そのたび断られてしまう。ひそかに彼と踊ろうと思っていたアリシアもそれどころではなく、かといって他の誰かと踊る気にもなれず、いっそカシュヴァーン様が倒れて下さればいいのに、とはらはらしながらその側を離れないでいたのだ。

「……いや、少し考えることがある。トレイス、着替えを手伝ってくれ。ノーラもアリシアを着替えさせてやれ」

　またも休むことを拒否したカシュヴァーンは、トレイスの手を借りて着替えを始めた。

「奥様はこちらで」と、ノーラに着替え用の小部屋に連れて行かれたアリシアも、ドレスを脱いで夜よ着ぎに着替える。髪を下ろし、化粧を落とすと、そこにいるのは相変わらずのまあ可愛いかな程度の貧乳少女でしかない。

「ああ、やはりそういう格かつ好こうのほうが、いつものアリシアらしくていい」

　やがて小部屋から出て来たアリシアを見て、こちらもいつもの衣装に戻ったカシュヴァーンがぽろりとこぼした。

　ジスカルドのような優美さはないけれど、その分素朴で率直な感想だった。アリシアはちょっと「おなかが痛い」思いをし、ノーラは「貧乏くさいほうがお似合いってことですわね！」と憎まれ口を叩いた。

「いや、別に貧乏くさいというわけでは……とにかく、悪いが今夜は先に寝てくれ、アリシア」

　カシュヴァーンとしては、失言だったのだろう。それを適当にごまかそうとしたが、アリシアはそれよりカシュヴァーンの体調が心配で仕方ない。

「ええ……ですけどカシュヴァーン様、本当に顔色が悪いですわよ。早めにお休みになったほうがよろしいのでは？」

「……奥様と同意見っていうのがなんだかしゃくですけど、私もそう思いますわ」

　ノーラも同意を示し、トレイスも「私もです」と不安そうにつけくわえる。

　そこへもうひとり、賛同の声を上げた者があった。

「俺もそう思うよおにいちゃん。とりあえず今夜はゆっくり寝たら？」

「あら、ルアーク」

　続き部屋のほうからひょいと顔を覗かせたのは、しばらく姿を隠していたルアークだった。ノーラとトレイスがぎょっとした顔をするが、ルアークはどこ吹く風で近寄ってきた。

「やー、慣れない建物ってのは勝手を摑むのに時間がかかるねえ。俺にはやっぱり、隠し通路だらけのライセンのお屋敷のほうが居い心地ごこちがいいや」

　軽けい薄はくな口調で言ってから、ルアークはカシュヴァーンの前で立ち止まった。

「ねえ、確かにオーデル侯爵様が言ったことは俺もいろいろびっくりだったよ。でも根こん詰つめて考え込んでも仕方がないし、とりあえず一回寝なよ。ひどい顔してるよ」

　さらに険しい顔になったカシュヴァーンは、ルアークを睨にらみ上げた。

「アリシアの側についていろと言っただろうが、死神。またいつもの盗み聞きか」

「あははー、ごめんねえ。でもちゃんとアリシアの側にもいたよ、途中までは。ただここんちの女の子と熱心に話し込んでたし、見たとこ危ない奴もいなかったから、散歩がてらちょっと」

　悪びれないルアークに、アリシアは尋ねた。

「ねえルアーク、ジスカルド様はカシュヴァーン様に何を話したの？　私の屋敷、よほどの言い値で買い叩かれそうになっているの？」

「あー、ジスカルド様はねえ、〈翼つばさの祈り〉教団の台頭が気に食わないんだってさ」

「ルアーク！」

　鋭い声でカシュヴァーンがルアークを呼んだが、アリシアはきょとんとしてしまった。

「あら？　ジスカルド様は、〈翼の祈り〉教団と手を組んだのではなかったかしら？」

「俺もそう聞いてたし、確かに表おもて向むきは手を組んでるんだけど、内情は違うんだって。あの人にはこー、崇すう高こうな理想があってね。この国でも絶対王政を実現させたい、だからこそ〈翼の祈り〉教団とは……おっと！」

　伸びてきたカシュヴァーンの手を、ルアークはひょいと数歩後方に飛んでかわした。

「余計なことをしゃべるなルアーク。アリシアにそんなことを話しても分からんだろう」

「そう？　なんでも農作物に喩たとえたりする傾向はあるけど、アリシアって妙に現実的だから、政治の話も案外冷静に理解してるような気がするけどな。何よりあんたがそんな風にげっそりしながら考え込んでる、その理由が分からないと無む駄だな心配かけちゃうだけでしょ」

　痛いところを突かれた様子で、カシュヴァーンは一瞬押し黙った。

「簡単に言うと、ジスカルド様も〈翼の祈り〉教団があんまり勢力を伸ばすのをよく思ってないってこと。だから、カシュヴァーンおにいちゃんも〈翼の祈り〉に眼の敵かたきにされてることだし、協力して立ち向かわないかってそういう話だったんだよ」

「まあ、なんだか結構いいお話みたい」

　カシュヴァーンとジスカルドが互いを嫌っていると聞かされていたアリシアは、ちょっと嬉しくなってそう言った。

　だがその横で、ノーラは顔をしかめている。

「……でもルアーク、あの方は以前、あなたの……お兄様の名前などを使って、汚い仕掛けをしてきたではないですの。大体今回の招待だって、それが目的ならそうと言って下されば……〈翼の祈り〉教団に嗅かぎつけられるのを恐れたとしても、舞踏会を開催していることぐらいきちんと招待状に明記して下さってもいいでしょう？」

「うん、それはカシュヴァーンおにいちゃんも突っ込んでたよ。そうしたらあの人、試練だって答えたね」

　あっけらかんとルアークが口にした言葉に、カシュヴァーンとトレイスの顔が強こわ張ばる。アリシアは素直に聞き返した。

「試練？」

「自分と手を組むに値する相手なのか、試した結果合格だったから、協力を持ちかけたんだってさ。エリクスさん絡がらみの件も、うまいもんで自分が黒幕だったかどうかってことはするするかわされちゃうんだけど、あれも試練の一部だったってことじゃないの？」

「僕も最終的には始末される」と、自じ嘲ちよう的に口にしたエリクスが命を賭とした行いのすべてが、ただの試練。

　己が殺した兄「サイード」を名乗る偽者に、このルアークが自分を見失いかけるほどに振り回されたあの時のことが、ただの試練。

「もっとも相手はあのジスカルド・オーデル侯爵閣下。はっきり口にはしないけど、裏には国王陛下の意図もあるのかも。ティルぼっちゃんには妙に優しいから、ぼっちゃんはうっかりなつき始めてるみたいだけどね」

　地方伯至上主義者と噂されるジスカルドは、アリシアに接するのと同じぐらいティルナードに対して優しい。今まで優しくされ慣れていないティルナードは、ついふらふらしてしまうようだった。

「でもいいとこ突いてくるよねぇ。あっちがやる気満々で仕掛けてくるならカシュヴァーンおにいちゃんも応戦するっきゃないけど、平和的共存の道を示されちゃ考えざるをえないじゃん。しかもアズベルグ地方とオーデル地方の収入と軍備の差をいちいち説明してくれたり、紳士的な脅迫ってやつの見本を」

「ルアーク、もういいだろう。そろそろ黙れ」

　平気な顔でしゃべり続けるルアークを、カシュヴァーンが苦い声で止めた。

「はいはーい。しっかし、〈汚お泥でいの民たみ〉かぁ。久しぶりに聞いたなあ」

　返事だけいいルアークが自覚的に漏らした言葉は、アリシアは知らないものだった。

「〈おでいのたみ〉？」

「ルアーク、アリシアに汚い言葉を教えるな」

　眉をひそめてカシュヴァーンは言うが、すでにアリシアの瞳は好奇心に輝いている。

　自分も余計なことを口にしたと悟さとったらしく、カシュヴァーンは渋しぶ々しぶ代わりに説明をする。

「……ラグラドール人の蔑べつ称しようだ。ラグラドール人はみな肌が浅黒いだろう？」

　シルディーン王国の近隣にある小国ラグラドール。アズベルグ地方に似た風土を持つかの国は土地が瘦やせており、ろくな農作物が育たないので、国民のほとんどが傭よう兵へい産業により生計を立てている。

「ええ、バルロイ様の肌は私たちよりは浅黒いですけど……でも、〈汚泥の民〉なんて」

　カシュヴァーンの剣の師し匠しようでもある傭兵団長、バルロイ・レクサンドールの軽薄な笑顔を思い出しながらアリシアが言うと、カシュヴァーンはもっとしかめ面つらになった。

「言っておくが、シルディーン国内でも一部の過激なラグラドール人嫌い以外は、口にするのもはばかられるような言葉だ。特にバルロイあたりの前で、間違っても言うんじゃないぞ。あのおっさんはラグラドール人を馬鹿にする連中を決して許さない。いくら相手がお前でも、場合によっては殺される可能性すらある」

「はい、分かりました。でも……ジスカルド様は、ラグラドールのみなさんのことを、本当にお嫌いなのですね」

　考え考えアリシアが言うと、カシュヴァーンは「この国の旧貴族は、基本的にみんなそうだけどな」と吐き捨てた。

「俺だって別に、ラグラドール人のことが死ぬほど好きなわけじゃない。だが」

　感情の赴おもむくまま、強い口調で語りかけたカシュヴァーンは唐突に言葉を切った。

「……だが、そんなことはみんな、領主として俺が考えるべきことだ。オーデル侯爵と、今後どういう風に付き合うか……よく、考える必要がある」

　厳しい表情でひとりごちたカシュヴァーンは、少し無理をした感じの笑みを作った。

「アリシア、お前は何も心配しなくていい。オーデル侯爵はお前やティルのような地方伯の未来について、ひいてはこの国の行く末について本気で憂うれえているようだしな」

　大きな手が伸び、優しくアリシアの頭を撫でる。

「せっかく久しぶりにフェイトリンに戻ったのだし、明日からはこの豪勢な屋敷の中を探検でもさせてもらえ。さあ、もう寝ろ」

　その上カシュヴァーンは、わざわざ上掛けをめくってアリシアを寝台へ導いてくれさえした。

　顔を見合わせたノーラとトレイスも続き部屋へと辞去していき、ため息をひとつ残してルアークが姿を消すのを見送りながら、アリシアはカシュヴァーンを見やった。

　ぎりぎりまで灯あかりを落とした部屋の中、戻ってきたカシュヴァーンの重みを受けて寝台がゆっくりと軋きしむ。

　寝台に腰かけたカシュヴァーンはアリシアに背を向ける格好になっていて、表情は分からない。だが明らかに眠る様子はなく、広い背中はアリシアにも分かるほどに言葉を拒こばんで張りつめていた。

「……お休みなさい、カシュヴァーン様」

「……お休み、アリシア」

　思いがけず、返事は返ってきた。けれど珍しく寝つけないアリシアがどれだけ寝台の上をごろごろとさまよっても、カシュヴァーンは一度も妻を振り返らなかった。








　第三章　私の王子様







　ロベル家を訪ねて二日目の朝は、昨日の舞ぶ踏とう会かいが遅く終わったのに合わせた遅めの朝食会から始まった。

　上かみ座ざにいるのはもちろん、ロベル家の当主であるキリアン。だが存在感は客席のジスカルドが圧倒的に上で、会話の主導権を握にぎったのも彼だった。

　誰が主役なのか分からない朝食会が終わった後、カシュヴァーンとティルナードはそれぞれの執しつ事じを連れ、昨日の話の続きをしに行った。

　残されたアリシアは他にすることもないので、ノーラと一緒にロベル家の屋敷の中を見学させてもらうことにした。

「本当に、素晴らしいお屋敷ですわねえ」

　案内役の従僕について歩きながら、ノーラがほうっと息を吐はく。

　アリシアたちが泊まっている客室がある棟には、客人をもてなすための様々な施設があるとキリアンが熱心に勧すすめてくれたのだ。中でもシイルの趣味でもある、立派な図書室があると聞いたアリシアは、一も二もなくそこへ案内してもらうことを決めた。

　シイルは気分が優すぐれないとかで、朝食会には姿を見せなかった。昨日の「けだもの」の一件が尾を引いているようだ。

「そうね。ロベル家のみなさんが、こんなにお金持ちだとはね……不ぶ気き味みさには欠けるけど、男性の使用人が多いし、お庭もきれいに手入れされているし」

　給金の高い男性使用人が多いのは金持ちの証あかしだ。「不気味さは欠けていていいんですのよ……」とのノーラのつぶやきをよそに、アリシアは窓の外へと眼をやった。

　大きく取られた窓の下に覗のぞくのは、迷路のように張り巡めぐらされた緑の生け垣が見事な中庭だ。中央部には色とりどりの花がにぎやかな花か壇だんがあった。

　最近は中央に池や噴ふん水すいを置く家も多いそうだが、水にまつわる死を忌いみ嫌う敬けい虔けんな〈翼つばさの祈り〉の信者たち、つまり旧来の名門貴族たちは流行に乗らず、腕試しをしたい園えん丁ていたちを嘆なげかせていると聞く。

「これなら私……」

「なんです？」

「……ううん、なんでもないの、ノーラ」

　これなら私、ロベル家に嫁とつげばよかったかしら。

　いつもならするりと滑すべり出るはずの言葉は、昨夜のカシュヴァーンの張りつめた背中を思い出した途端消えてしまった。







「図書室はこちらです。私はここに控ひかえておりますので、何かあればお呼び下さい」

　そうこうしているうちに、目的地である図書室に辿たどり着いた。案内役の従僕が重たげな木製の扉を開いてくれると、古い紙独特の匂いが流れてきてアリシアの鼻先をくすぐった。

「まあ、すごい！」

　たちまち嬉うれしくなったアリシアは、興奮した眼で室内を見やる。本になど興味を示したことがないノーラも感心した顔をしていた。

　ロベル家自慢の図書室は、広さはさほどのものではない。けれどずらりと並んだ本棚には装そう丁ていも題名も様々な本が詰まっており、権威づけのために利用される背表紙だけの偽にせの本などなさそうだ。

「すごい！　これ、シルディーン王国の歴史書じゃない!?」

　一番目立つ位置に置かれた、赤い革かわ張ばりに金の縁ふち取どりをされた分ぶ厚あつい書物の一冊に触れて、アリシアははしゃいだ声を上げた。

「高いのよこれ、王家の検けん閲えつを受けているからその分割高なの！　すごい、全巻揃そろっているしちゃんと中身があるわ！　この本の背表紙を見せておくだけで、」

　興奮しすぎのアリシアの声が、がたっ、という物音に中断された。

　驚いた拍ひょう子しに高価な本を落としそうになり、慌てて本棚にすがるようにして阻そ止ししたアリシアの視界の端はしを、金色のものがかすめる。

「あら……あなた」

　女性としては少し低い、艶つやっぽい声が響く。

　図書室の奥の薄暗がりから姿を見せたのは、薄紫の上品なドレスに身を包んだ気け怠だるげな金髪の美女。美しい髪が少しだけ乱れているのが、崩くずれたような色気を際きわ立だたせている。

「あっ……王女殿下、ではないわ、オーデル侯爵夫人、ご機嫌よう」

　本棚にすがったまま挨あい拶さつをしたアリシアを、エルティーナ・オーデルは珍めずらしい紫の瞳でちらりと一いち瞥べつした。シイル同様「気分が優れない」という理由で朝食の席にはいなかったエルティーナは、元気いっぱいという感じではないが特に体調を崩しているような様子でもなかった。

「ご機嫌よう。あなたは……アリシア・ライセン強公爵夫人、だったかしら」

　アリシアの行ぎよう儀ぎの悪さをエルティーナは咎とがめない。寛大というより、単に無関心な様子だった。形だけ挨拶は返してくれたが、それ以上のおしゃべりを始める気配はない。

「ちょっと奥様、本棚から離れてきちんとご挨拶を！　カシュヴァーン様の恥になりますわよ!!」

　焦あせったノーラが気をきかせ、アリシアを本棚から引き剝はがした。

　しかしエルティーナは、別のことが気になったようだ。

「カシュヴァーン様？　使用人が、主あるじを名前で呼んでいるの？」

　エルティーナの物言いには、やはり責める色はなかった。

　だが淡たん々たんとした口く調ちようにはその夫とはまた違う一種の圧力があり、ノーラはたちまち言葉に詰まった。

「あっ……、あの、その……も、申し訳」

「オーデル侯爵夫人、カシュヴァーン様はとても寛大な方なんです」

　アリシアがノーラを庇かばった。と、思ったら、

「ノーラだけではなく、ライセンの屋敷ではみんなカシュヴァーン様のことをお名前で呼びますの。それにノーラはカシュヴァーン様の愛人ですし」

「奥様っっっ!?」

　ノーラの声がひっくり返り、さすがのエルティーナもかすかに眼を見開いた。

　気まずい空気が流れる中、遠えん慮りよがちな若い男の声が図書室の奥から聞こえてきた。

「あの、エル様……あ」

　遠慮しながら姿を見せたのは、どこかの貴族の子弟と思われる身なりのいい若者だ。手に、一冊の本を持っている。

「あら、あなたは昨日舞踏会にいらした」

　昨晩エルティーナの側そばにはべり、ダンスを申し込む男たちを片端からはねつけていた彼の得意げな表情をアリシアは思い出した。

　しかし昨日は隙すきなく着込まれていた服は前が少し着崩れ、整えられていたはずの前髪が乱れて額ひたいにだらしなく落ちかかっている。

　エルティーナの様子と合わせれば、図書室の暗がりで二人が何をしていたかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。……アリシア以外には。

「あっ……、その、これはッ」

　アリシアとノーラに気づき、慌てふためく若者をエルティーナは冷さめた瞳で眺ながめた。

「私も愛人には、名前を呼ばせているの。貴族のすることなんてみんな同じね」

　抑よく揚ようのない声で言うと、エルティーナは乱れた髪をさらりと撫なで上げ、硬こう直ちよくした若者の腕うでを取った。

「あなたたちは本を読みに来たのでしょう？　私たちは人ひと気けがない、刺激的な場所を求めてきただけだから。ほら、行くわよ」

「あ、は、はい……あの、でもエル、いえエルティーナ様、いやあのオーデル侯爵夫人、この本は」

　エルティーナの愛人らしき青年が、手にした本を指しておろおろした声を出す。

　彼の手の中の本を見て、アリシアはあら、と声を上げた。

「『夢の王子様』だわ」

　昨晩シイルが熱弁を振るった本の題名を聞いて、エルティーナがぴくりと反応した。

「あなたもこの本の愛読者なの？」

「愛読者というわけではないです。あらすじを知っているだけで。でも、シイル様はとてもこの本がお好きみたい」

「ええ、そうね。『夢の王子様』、ジラルディン様のことがね」

　うなずいたエルティーナの瞳に冷たい光が浮かんだ。

「私もこの本が好きなのよ」

　そう言うとエルティーナは、愛人の手から『夢の王子様』を取り上げた。

「いつ読んでも笑えるわ。最高に馬鹿みたい」

　アリシアの手に取り上げた本を押しつけながら、蔑さげすみを帯びた紫の瞳が暗く光る。

「いい機会だから、あなたもこの本を読んでみてはいかが？　とても面おも白しろいから。では、ご機嫌よう、ライセン強公爵夫人」

「ありがとうございました、オーデル侯爵夫人。早さつ速そく読んでみますわ」

　ひとりだけ状況がよく分かっていないアリシアの嬉しそうな挨拶を受け、エルティーナは愛人を連れて去っていく。

　彼女たちの姿が見えなくなって初めて、呼吸を忘れたかのように固まっていたノーラが一気に口の中の空気を吐き出した。

「……お、奥、奥、様……もう、本当に、今日という今日は、本気であなたに仕つかえていることを後悔しましたわ……」

「あら、私何かしたかしら？」

　心底不思議そうなアリシアにげっそりしながら、ノーラは息を整えた。

「いえ、いいんですけどね……一応確認しておきますけど、奥様。今回のこと、どなたかに聞かれたらどうします？」

「今回のこと？」

「オーデル侯爵夫人と若い愛人がここでいちゃついていたことですよッ！」

　分かっていてもやっぱりいらいらしてしまったノーラだが、アリシアの反応は相変わらず鈍にぶい。

「あら、あの方がそうなの？　やはりお金持ちは、愛人のひとりや二人持っているものなのねえ」

「そうじゃなくてですね……！　オーデル侯爵だって愛人の存在くらいはご存じでしょうけど、昼間からああも堂々と若い男と火遊びをしているなんて知れたら、侯爵の沽こ券けんに関わるでしょう!?　いいですか、今回のことは絶対に誰にも言わないと今すぐ誓ちかって下さい！」

　自分も主の愛人を名乗っていることを忘れ、ずいぶんな剣けん幕まくのノーラにアリシアはのんびり微ほほ笑えんだ。

「分かったわノーラ。ところでこの本シイル様の物じゃないかしら。オーデル侯爵夫人はああおっしゃったけど、私が勝手に借りたらよくないわよね？」

「なんでそこだけ常識的な対応なんですか!?　本当に誰にも言わないでしょうね!?」

　口から火を噴ふきそうな勢いで叫んだノーラの耳に、「オーデル侯爵！」という従僕の焦った声が室外から聞こえた。







「失礼、エルティーナ様にこちらにアリシア様がいらっしゃるとお聞きしたのだが」

　エルティーナと入れ替わるように姿を見せたのは、その夫であるジスカルドだった。

「あら、ジスカルド様……もがもが」

　反射的にノーラがアリシアの口を後ろからふさいだのを見て、ジスカルドが優ゆう美びな眉まゆをひそめる。

「なんの遊びをしていらっしゃるのですか？　アリシア様」

「ぷは、いえ、なんでもありませんわジスカルド様。何も言うなって言われていますし」

「奥様!?」

　誓いもへったくれもないアリシアのひと言にノーラが眼を吊つり上げ、ジスカルドはそんなノーラの態度にはっきりと冷たい表情になった。

「──まさかとは思いますが、そのメイドがあなたに何かしたのではないでしょうね？　下げ克こく上じようなどという小こ賢ざかしい言葉を振りかざし、主に不心得な真似をする使用人が増えているとよく耳にしますが」

　華はなやかな美び貌ぼうが凍いてつき、青い瞳が氷片を思わせる鋭利な輝きを宿す。

　紳士的な雰ふん囲い気きを一変させたジスカルドを見て、ノーラがびくっと身をすくめた。

「え、いえ、とんでもありませんわ。ノーラは私にとってもよくしてくれていますもの」

　アリシアでさえ一瞬背筋が寒くなり、急いでそんな弁解をした。

「ところでカシュヴァーン様とのお話はもう終わりましたの？」

「ええ、今日のところは。あなたのご主人はとても誠実な方のようで、あれこれと考えすぎてなかなか結論を出せないようだ。私としても急せかすのは気の毒ですし、それにせっかくの出会いを大切にしたい」

　今度はにこやかな笑みを浮かべたジスカルドは、そっとアリシアの手を取った。

「少しお時間はありますか、アリシア様。よろしければ私と中庭の散策などいかがです？」

「ああ、あのすてきな中庭。ええと……でも」

「ご心配なく、ライセン強公爵の許可は取ってあります。あなたがお嫌でなければ、と」

　先回りしてそう言われては、アリシアも「嫌です」とも言えない。

　実際嫌というわけではないのだし、カシュヴァーンと仲良くしてくれる気があるのなら、妻としてジスカルドの機嫌は損そこねられないけれど……。

　迷うアリシアの髪を、ふわりと一陣の風が揺らした。

　室内に突然吹く風は、頼もしき銀髪の死神の「側にいるよ」という合あい図ずだ。

「ル……ええと、分かりましたわ。でも、この本はどうしようかしら？」

「本？　おや、シイル様の本ではないですか」

　ジスカルドも『夢の王子様』が、シイルのお気に入りだと知っている様子だった。

「ええ、そうなんですの。あの、オーデル侯爵夫人に勧められて、読んでみようかと……これはいいわよね、ノーラ」

　また口をふさぐわけにもいかず、はらはらしているノーラにアリシアは確認を取った。

「え、ええ、まあ、そ、そうですわね、ほほ」

「エルティーナ様が？　そうですか」

　少し意外そうにしたものの、ジスカルドはすぐに笑ってアリシアの手から『夢の王子様』を取り上げた。

「ノーラといったな。この本はお前がお部屋に届けておきなさい。私はアリシア様に中庭をご案内してくる」

　アリシアに対するものとはまるで違う、有無を言わせぬ口調で命じられ、ノーラは殊しゆ勝しような顔をして本を受け取った。

「あら、でも私、シイル様に許可を取っていないのですけど」

「ご心配なさらずとも大丈夫ですよアリシア様。シイル様は優しい方ですし、この本の素晴らしさをより多くの方に分かってもらおうとしていらっしゃる。私が後でアリシア様にお貸ししたとお伝えしておけば、問題ないでしょう」

　ノーラに対するよりははるかに優しく、しかしやはり有無を言わせぬ口調で言うと、ジスカルドはアリシアを伴いさっさと歩き始めた。







　生命力にあふれた緑の生け垣の間を、ジスカルドに連れられゆっくりとそぞろ歩く。

　実家の放置状態の庭や、手入れなど端はなからする気がなさそうなライセンの屋敷の殺風景な庭を見慣れたアリシアには、手入れの行き届いたロベル家の中庭はとても新鮮に映った。

「素晴らしいお庭ですわね。ロベル家がこんなにお金持ちだったなんて、知りませんでしたわ。これだけの腕を持つ園丁を雇やとうだけでも、一体何万ゼダルかかるのかしら」

　アリシアとしては、この言葉は何よりの賞しよう賛さんだ。

　だがそれを聞き、日ひ差ざしが強いからと華きや奢しやな日ひ傘がさを差しかけてくれていたジスカルドの瞳ひとみが、かすかに細くなった。

「アリシア様、失礼ですが貴婦人があまり金の話をするものではありません。そういう話題はあなたの女性としての価値を下げる。少し慎つつしんで下されば幸いです」

「……ああ、ごめんなさい私ったら」

　カシュヴァーンにもたしなめられたことを思い出し、アリシアは従順に謝罪する。

　素直な反応に微笑みを浮かべたジスカルドは、迷路のような生け垣の中を迷いなく歩きながら語り始めた。

「ですが確かに、ロベル家のみなさんが少々お困りであったことは事実です。先のロベル子爵夫妻が馬車の事故でお亡なくなりになられた後、フェイトリン五ご家けの他の四家は、これを機会にロベル家を取り潰つぶしてしまおうと躍やつ起きになっていた。キリアン様はすでに成人はされておりましたが、突然のことに動揺しておられ、なすすべもなく屋敷や領地の権限を奪い取られそうになっていらっしゃった」

　キリアンという子息がいたからまだ話はましだったのだろう。娘しかいない家がこのような不幸に見舞われた際は、裁判に負けてすべての権限を取り上げられてしまうことも珍しくない。

「そこで私が、余計なお世話かとも思いましたが、多少の口くち添ぞえとささやかな援助をして差し上げたのです。他の四家のみなさんも、今ではようやくキリアン様のことを認めて下さったようだ」

　昨日の舞踏会で、聞こえよがしな嫌味を言って去っていったパージェス家とドレーア家の面々のことを頭の隅すみで思い出しながら、アリシアはにっこりした。

「まあ、ジスカルド様はとてもお優しくて気前のいい方でいらっしゃるのですね。ではキリアン様の後こう見けん人にんになって差し上げましたの？」

「いえ、すでに成人していらっしゃる方に後見人としてつくなど失礼に当たります。私はただ、ロベル家ご兄妹が金銭的に不自由することなく、他家に馬鹿にされることもなく暮らしていけることを願っただけですよ」

「だから私の屋敷を買い取ろうとなさったのですわね」

「ええ。やはり地方伯の屋敷を手に入れれば、周りの見る眼も変わりますからね。アリシア様にとって愛着のある屋敷とは分かっていますが……もちろん、あなたはいつでも遊びに来て下さって構わないのですよ」

　鷹おう揚ように微笑むジスカルドに導かれるまま、緑の迷路のなかを進んでいたアリシアの視界が不意に開けた。

　いつの間にか中庭の中央の花壇に出ていたのだ。さんさんと降り注そそぐ日差しを浴び、鮮やかな色彩を放はなつ花々に埋うめつくされた花壇を見てアリシアはほうっと息をついた。

　他の花たちもそれぞれの美しさを披ひ露ろうしているが、この花壇の主役は咲き誇ほこる深しん紅くの薔ば薇らたちだ。しっとりとした厚い花びらが日光を透すかし、宝石のように輝いている。

「まあ、おか……ええと、すてきですわ。とてもお、いえ、きれい」

「お金」という単語を避けようとするあまり、ぎこちなくなってしまうアリシアの感想を聞いてジスカルドは満足そうにしている。

「そうでしょう。アズベルグ地方では、あまりこういう花を見ないと聞いています。たまにはフェイトリン地方に戻られるのもよいものでしょう？　そのように喜んでいただけたのなら、いい園丁を雇った甲か斐いがありましたよ」

「そうですわね……ありがとうございます、ジスカルド様。本当に優しい方なのですね」

　ライセンの屋敷の裏、咲かない薔薇の廃はい園えんが脳のう裏りをかすめるのを意識しながらつぶやいたアリシアは、ふと別のことを思い出した。

「けれどジスカルド様は、ラグラドールのみなさんのことはお嫌いなのですわね？」

　ラグラドールという名前を聞いた途端、自身が光放つ太陽のようなジスカルドの美貌に暗い影が差した。

「……ライセン強公爵は、ラグラドール人と交流があるそうですね」

「ええ、以前からアズベルグ地方にはよくラグラドールの方がいらしていたみたいですわ。カシュヴァーン様の剣の師し匠しようも、ラグラドールの方ですのよ。だからカシュヴァーン様は、ちょっぴり戦い方が傭よう兵へいみたいなところがありますけど、とってもお強いんですの」

　およそ公爵らしくない戦いぶりを思い出し、微笑ましく語るアリシアに、ジスカルドはおごそかにつぶやく。

「バルロイ・レクサンドール、ですね。シルディーン王国の名高い貴族たちに他の傭兵団と共きよう謀ぼうして近づいては、示し合わせてだらだらと戦いを長引かせ、利益を貪むさぼる浅ましい男」

　冷たい瞳。冷たい声。

　ぬくもりを欠いたジスカルドの顔は、元がきらびやかで美しいからこそ、この上なく冷ひややかで威圧感にあふれていた。

「もちろんあなたのご主人は、意い図とがあって彼らと付き合いを持っているのでしょう。ですが剣の師匠というのはいただけない。アリシア様、そのようなことは、誰にも話してはいけませんよ」

「……あっ……の、ご、ごめんなさい」

　常人と比べてはるかに鈍いアリシアでさえ、ジスカルドの威圧を受けると思わずおとなしくなってしまう。

「いえ、きつい物言いをしてしまい、大変失礼いたしました。申し訳ありません。この埋め合わせはいずれ必ず」

　すぐにていねいに謝罪したジスカルドの顔は穏おだやかで美しく、いつもの彼に戻っていた。

「もう少し歩きましょうか」

「ええ……」

　誘われるまま、花壇を離れ、アリシアはまた緑の生け垣の間へと進んでいった。

「──アリシア様は、この国の現状をどう思います？」

　不意にそんな質問をされ、アリシアは眼を丸くする。

「シルディーン王国の、ですか？　ええと……」

　急にそんなことを言われても、話が大きすぎてよく分からない。

「国全体のことは、ちょっと……フェイトリンは私が嫁いだ時と変わらず明るくて、よく野菜が育ちそうですわね」

　素そ朴ぼくなアリシアの返答に、ジスカルドは小さく笑った。

「そうでしょうね。そもそもシルディーン王国の国民は、みな自分が生まれ育った土地のことしか知らない。知ろうともしない」

　切れ長の青い瞳に燃え上がる、熱い情熱の炎。

　オーデル侯爵は、地方伯と国の未来を憂うれえている……またしてもカシュヴァーンの言葉が脳裏をかすめた。

「いくつもの地方が寄せ集まり、国の形だけは保たもっているけれど、シルディーン王国の実態は多くの小国の集合体です。各地に領主という名の王がいる状態だ。王家への尊敬も信頼も薄く、特に王領から離れた土地の貴族たちは、国王陛へい下かの命令ものらりくらりと受け流してまともに言うことなど聞きはしない」

　降こう嫁かした王女を妻に持ち、王家との繫つながりの深いジスカルドには余計にそう思えるのだろうか。彼の口調にはいら立ちが感じられた。

　一方アリシアは、その設定だと大体国王の側近から裏切り者が出て、などと考えていた。そうとは知らぬジスカルドは、

「その上ラグラドール人と〈翼の祈り〉教団という、厄やつ介かいな隣人たちもいます」

　先ほど冷たい嫌悪を露あらわにしたラグラドール人と、手を組んだはずの〈翼の祈り〉教団を、ジスカルドは「厄介な隣人」でひとくくりにした。

「あら、〈翼の祈り〉のみなさんは、シルディーン国内にいらっしゃるのでは？」

　隣人という表現が気になって尋たずね返したアリシアに、ジスカルドは「分からないのですよ」と苦い声で答えた。

「〈翼の祈り〉教団は、シルディーン王国だけでなく近隣の数ヶ国に渡って影響力を持っている。そしてその影響力を維い持じするために、自分たちの拠きよ点てんを決してよそに漏もらさないのです。噂うわさではそこに、聖女アーシェルがいるとされています」

　聖女アーシェル。〈翼の祈り〉の教えの根源をなす少女の名前。

　何百年も昔、誰もが神を信じなかったその時代、ただひとり信しん仰こうを貫つらぬき迫害を受けた少女。追い詰められた彼女が海に臨のぞむ崖がけから身を投げたその時、神はアーシェルの背に翼を送った。

　アーシェルはその翼でもって、神の住まう天上の楽園・至いと高たかき国へと飛び去った。この時アーシェルを支援していた数少ない人間が王族と貴族の祖先であり、アーシェルを迫害した神を信じぬ弱き者たちが、平民層の人間の祖先だと言われている。

「まあ……アーシェル様は、本当にいらっしゃいますの？」

「〈翼の祈り〉教団はそう言っています。私が彼らと手を組んだと見せかけたのは、ひとつにはその真しん偽ぎを確かめるためです」

　伝説上の人物であるアーシェルが、〈翼の祈り〉教団の本拠地に実在するとは以前も聞いたことがある。

　しかしルアークは、それは偽物の翼を背負った偽者の聖女なのだとも言っていた。

「〈翼の祈り〉教団は、数ヶ国に渡り影響を持つがゆえに、その数ヶ国のどれかが極端に大きな国力を持つことを嫌がっている節ふしがあります。彼らを抜きに、国同士が親交を深めることも」

　考え込むアリシアを観察するような視線を送りながら、ジスカルドは語り続ける。

「現在シルディーン王家と〈翼の祈り〉教団は手を携たずさえ、シルディーン王国を絶対王政が支配する強き国にしようとしています。ですが私の眼には、こういう未来が見えるのです。絶対王政により統一された強国──だがその実態は、〈翼の祈り〉教団がささやく言葉に操あやつられる人形がごとき王が玉座に据すえられた国」

　沈痛な表情で一度眼を閉じ、ジスカルドはふと立ち止まってアリシアを見た。

「一方でラグラドール人は、〈翼の祈り〉を信じていない。……彼らは海を恐れず、魚を好んで食し、船に乗って平気で他国に出で稼かせぎに行くらしいですからね」

　生前の善行が足りず、至高き国へ辿り着けなかった〈翼の祈り〉信者が沈む水みな底そこの国は、海の底にあるとされている。そのため特に敬虔な信者たちは、海に棲すまうものいっさいを口にしない。

「ラグラドール人にとってはシルディーン王国は、今のまままとまりに欠け、内部で小こ競ぜり合いを繰り返している状況のほうが喜ばしいはずだ。戦いくさがなければ、傭兵は食えないのですから」

　それはまさしく、カシュヴァーンとディネロを相あい争あらそわせようと企たくらんだバルロイの台せり詞ふにもあった言葉。

「ラグラドール人と〈翼の祈り〉教団。双方ともにシルディーン王国の未来など考えてはいないのです。この国の未来は、この国の人間が……聖女アーシェルを庇ひ護ごした私たちが考え、守らなければならない」

「ええと……でも、〈翼の祈り〉教団のみなさんも、アーシェル様を庇護していらっしゃるのでは？」

　そのための〈翼の祈り〉教団なのだろうと、素直な疑問を口にしたアリシアにジスカルドは微苦笑してみせた。

「アリシア様。確かに〈翼の祈り〉教団には、貴族の血を引く方々も大勢いらっしゃいます。ですが中には祖先から続く罪を償つぐなおうと、農民などから教団入りした者も大勢いるのですよ。そしてその中にはさらに、単に貧しい生活から抜け出したかっただけだったり、自分が教えを垂たれる側に回ったと勘かん違ちがいしてしまっている者もいるようです」

「まあ……そうですの」

　アリシアの知る身近な信者と言えば、ひとりはティルナードの前後見人だった聖職者ユーラン。もうひとりは毎日一生懸命祈っているトレイス。

　あの二人だけを見るとジスカルドの言葉はぴんと来なかったが、アリシアが好きな小説の中には聖職者という立場を利用し、不心得なことを企む者も大勢出てくる。〈翼の祈り〉教団に眼をつけられることを恐れてか、崇あがめる教えについては曖あい昧まいな記述であることがほとんどだったが。

「もちろん私は敬虔な〈翼の祈り〉の信者です。ですが、だからこそ、今の〈翼の祈り〉教団のやり方に許せないところがある。お分かりいただけますでしょうか」

「ええ……」

　他に何も言えず、とりあえずうなずいたアリシアに対し、ジスカルドはやるせないような笑みを浮かべてみせた。

「──アリシア様は私のことを、ひどい男だと思っていらっしゃるでしょうね」

「ええ……あ、えっ、いいえ！」

　うっかりまたうなずいてしまったアリシアは、慌てて首を振って否定した。だがジスカルドの表情は晴れない。

「私がさっき、〈翼の祈り〉教団と手を組んだのは見せかけだったと申し上げたのに、あなたは驚く様子を見せなかった。私がライセン強公爵にどのような話を持ちかけているのか、少しはお聞きになっているのでしょう？」

　正確にはルアークが勝手にしゃべった断片的な情報を知るのみだ。だがジスカルドが〈翼の祈り〉教団と手を組んだのは表向きだけであること、彼がカシュヴァーンに協力を持ちかけていること、そして先日のエリクスたちとの一件を「試練」と称していることは耳にしている。

「それはまあ……少しは」

「さぞ、嫌な男だとお思いのことでしょう。しかし、ライセン強公爵がそうされてきたように、時には大事を成すために強ごう引いんで傲ごう慢まんな態度を取らねばならぬ時もあります。あなたのご主人にあまりよく思われていないことは承知しておりますが、それもすべては、王家と地方伯が正統な支配者として君くん臨りんする正しい世の中のため」

　ジスカルドの白い手が伸び、アリシアの右手に触れた。

　舞踏会の夜には上等な手袋に包まれていたアリシアの手は、長年の水仕事や畑仕事でなまじの使用人より荒れている。それを確かめてジスカルドは、痛々しげに表情を歪ゆがめた。

「アリシア様。西のクルセージュ王国などは絶対王政を実現し、聖職者が無む闇やみに政治に口を出すことができないようにしてしまった。そのせいもあって〈翼の祈り〉教団は、絶対王政によりシルディーン王家の力を強大にしようと口では言いながら、裏では国王陛下に甘い言葉をささやいて己おのれの傀かい儡らいにしてしまおうと必死です。このままでは私の憂ゆう慮りよしていた事態が現実のものとなってしまう」

　西の大国の名を口に出しながら、ジスカルドは光る眼でじっとアリシアを見つめた。

　痛くなる寸前の力でアリシアの手を握った手は優美な見た目に反して大きく、力強くて、このまま抱き寄せられその胸に抱かれる妄もう想そうをしない娘はいないだろう。……アリシア以外には。

「ええと、そうですわね、それは困りますわね。私たち二回ほど〈翼の祈り〉のみなさんには殺されかけていますし」

　なんだかよく分からないなりにアリシアが打った相槌を、ジスカルドは無視した。

「アリシア様。できればあなたからも、ライセン強公爵を説得していただきたい。私と手を組み、ただひとりの王に束たばねられた強力な国家を作り上げてほしい、と」

　アリシアの手をしっかりと握って一度はそう頼んだジスカルドは、荒れた手の平をそっと撫でながら続けた。

「……ですが、これが過ぎた願いであれば、どうぞあなたおひとりの胸に留めておいていただきたい。失礼ですが……ライセン強公爵は、あなたのお話を真ま面じ目めに聞いて下さるのですか？　あなたのこのように荒れた手を、放置しているあの方は」

「……それは」

　この手を放置されている覚えはアリシアにはない。実家にいた時よりは家事をする機会が減ったので、手の荒れはむしろ収まってきているぐらいだ。そんなことは気にならない。

　だが、カシュヴァーンは最近、アリシアにあまり話をしてくれない。触れてくれない。

　ジスカルドとどんな話をしたかということだって、ルアークが勝手にぺらぺらしゃべらなければ教えてくれなかっただろう。

　すべての言葉を拒こばみ、寝台に座ってじっと動かなかったカシュヴァーンの背を思い出すと、季節外はずれの北風が吹いたかのように体が冷えた。

　小さく身み震ぶるいをしてから、アリシアは考え考えこう答えた。

「でも私……カシュヴァーン様に買っていただけて、とても嬉しいんです……」

　問いと嚙かみ合わない答えを聞き、ややあってジスカルドがため息をつく。

「──ライセン強公爵は、幸せ者だ」

「いえ、私のほうがカシュヴァーン様に幸せにしていただいているんです。だってカシュヴァーン様はお金……あ、いえ」

「お金持ち」と口走りそうになったアリシアが唇くちびるを押さえたのを見て、ジスカルドは諦あきらめたように彼女の手を放した。

「あなたがそのようにライセン強公爵を庇う、それこそが彼が幸せ者であることの証あかしだと、私は思うのですけどね」

　寂しそうにつぶやくと、ジスカルドは迷路の出口へとアリシアを導いていき、

「私の話を真面目に聞いて下さってありがとうございます、アリシア様。……エルティーナ様はあまり国の行き先に関心がないようなので、つい、語りすぎてしまいました」

「あ、いいえ。申し訳ありません、政治のお話は私には難しくて、本当に聞いているだけになってしまいましたけど」

　恐縮するアリシアに、ジスカルドはとんでもない、と微笑んだ。

「愚痴めいたつまらない話を黙って聞いて下さった、それだけで十分です。よろしければまた、このような機会を期待してもよろしいでしょうか。もちろんあなたがお嫌でなければですが」

「ええ、それは構いませんけど……」

　すかさず次の約束を取りつけようとするジスカルドにうなずいたアリシアの視界を、黒いものがかすめた。







「アリシア」

　驚いたように声を上げたのは、朝食の後別れたきりのカシュヴァーンだった。

　そしてその横には、先ほど図書室で出会ったエルティーナがいる。

「あらカシュヴァーン様、ご機嫌よう。お二人でどうなさったの？」

　率そつ直ちよくなアリシアの問いに、カシュヴァーンは気まずそうに眼を逸そらしたが、含ふくみ笑いをしたエルティーナが代わって答えてくれた。

「退屈だったから、あなたたちを真似して少し中庭の散歩に付き合ってもらおうと思って。ねえ、カーシュ？」

　カシュヴァーンの愛称である「カーシュ」という名を甘ったるい声で口にし、エルティーナの腕がカシュヴァーンのそれに絡からみつく。

　その光景を眼にした途端、お腹の底がむずむずするような感覚がアリシアを襲った。

「……あら？」

　いつもの「おなかが痛い」とも違う、今まで感じたことのない感覚に戸と惑まどうアリシアの耳に、苦虫を嚙みつぶしたような顔のカシュヴァーンの声が届く。

「……オーデル侯爵夫人、おやめ下さい」

「いいじゃないの。ねえジス、その日傘、もう使わないのなら貸してちょうだい」

「……ええ、エルティーナ様」

　堂々他の男と腕を組んだ妻の要求に、ジスカルドはアリシアに差しかけていた日傘を手渡した。

「さあカーシュ、私に日傘を差しかけて下さる？」

「……分かりました」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう承諾したカシュヴァーンが、さり気なくエルティーナの腕を外しながら華きや奢しやな日傘を彼女に差しかける。

　ジスカルドと違い、カシュヴァーンには全く似合わない日傘の影に入ったエルティーナは、「ご機嫌よう」と優雅に微笑み緑の生け垣の中に入っていった。














「──やれやれ。早速お楽しみというわけですか」

　ひとつため息をつくと、ジスカルドはなんとなく二人が去った方向を見ていたアリシアに謝罪した。

「申し訳ない、アリシア様。エルティーナ様は気まぐれな方でいらっしゃるので」

「え、いいえ、とんでもないですわ。こちらこそ私の夫がええと、お世話に」

　何を言っていいものか分からず、とんちんかんな対応をしているアリシアを呼ぶ声が聞こえてきた。

「奥様、ちょっと見ました今の!?　……あっ」

　憤ふん然ぜんとしながら近寄ってきたノーラが、ジスカルドに気づいてぎくりと立ち止まる。

「し、失礼しました、お邪魔でしたら私」

「いや、構わない。私もちょうど失礼しようとしていたところだ」

　少し怯おびえた顔のノーラにそう言うと、ジスカルドは改めてアリシアにていねいな一礼をした。

「それではアリシア様、私はこれで。この後キリアン様にお会いする約束をしておりますので」

「ええ、ご機嫌よう、ジスカルド様」

　微笑んでジスカルドを見送ったアリシアの側に、こわごわとノーラが近づいてきた。

「……本当にお邪魔ではなかったですか？」

　ジスカルドに冷たい態度を取られたのがよほどこたえているのか、遠慮がちなノーラにアリシアは笑って首を振った。

「大丈夫よ。中庭の散策は終わったし、今はカシュヴァーン様とオーデル候爵夫人が」

「それですよそれ！　もう奥様、どうして何も言いませんの！」

　赤毛を振り乱し、いつもの調子でわめき始めたノーラをアリシアは不思議そうに見た。

「何を言えばいいの？」

「いくら元王女殿下とはいえ、あの方いきなり部屋を訪ねて来たかと思ったら、カシュヴァーン様を捕つかまえてそのままここまで引っ張ってきたんですのよ!?　例の愛人らしい男も呆ぼう然ぜんとしてましたし、もう、それよりカーシュってカーシュってなんなんですの！」

「カーシュはカシュヴァーン様の愛称よ」

「そんなことは分かっています！　あああもうッ、カシュヴァーン様が下へ手たに逆らえないことをいいことに、やりたい放題じゃないですかあの方！　まったく夫婦揃って……！」

　ジスカルドに言われるがまま、『夢の王子様』を部屋に置きにいったところでノーラはエルティーナと遭そう遇ぐうしたのだろう。咎めることもできず、さりとて放っておくこともできず、追いかけてきた結果アリシアたちと鉢はち合あわせたようだ。

「奥様しっかりなさって！　いくら形だけの夫婦とはいえ、あなたはカシュヴァーン様の正妻ですのよ!?　それが夫ある方の愛人まがいに扱われて悔くやしくないんですか!?」

「……悔しく……」

　カシュヴァーンを愛称で呼んだエルティーナを見た時、おなかの底をむずむずさせたあれは「悔しい」だったのだろうか。

「悔しい、かしら……？　でも私、あんまり悔しいって思ったことないのよね……」

　真剣に考え込むアリシアを、おずおずと呼ぶ声が聞こえた。

「あ、あの……アリシア様」

　か細い呼び声に振り向いた先にいたのは、シイルだった。明るい緋ひ色いろのドレスを着た彼女は顔色も悪くなく、思ったよりも元気そうだ。

「あら、シイル様。もうお体は大丈夫ですの？」

「ええ……もう。あの……それよりも」

　そう言うとシイルは、昨夜のようにまたもじもじし始めた。







「ごめんなさいね、わざわざこんなところにまで来ていただいて」

　恐縮した様子のシイルに、彼女とともに小さなティーテーブルを囲んだアリシアはにこっと微笑んだ。

「いいえ、とんでもありませんわ。ちょうど喉のども渇かわいていたところでしたし、それにお茶会に呼んでいただけるなんてとっても久しぶりで嬉しいです」

　涼すずしい風が吹き込む露ろ台だいに眼をやりながら、アリシアは心からそう言った。

　突然話しかけてきたシイルがアリシアを連れてきたのは、屋敷の本館二階の隅にある小さな部屋だった。部屋の半分が露台になっているこの部屋からは、さっきまでいた中庭の景色もよく見える。

　だがカシュヴァーンとエルティーナらしき姿は見られなかった。昨日の舞踏会同様、もじもじもじもじしていてなかなかシイルが話を切り出さなかったので、その間にどこか他の場所に移動してしまったのかもしれない。

「奥様」

　日傘が動くのが見えないかと思い、知らず眼を凝こらしていたアリシアは背後のノーラに呼ばれてはっとした。

　さっきまで急な茶会の準備をしていたロベル家のメイドたちはすでにいなくなっており、室内にはシイル、ノーラ、そしてアリシアしか残っていない。

「……私は席を外しましょうか？　こちらのお屋敷は使用人の礼儀に厳しいようですから」

「え？　そのほうがいいですか、シイル様？」

　ノーラの台詞に驚いたアリシアが聞くと、シイルはいいえ、と首を振った。

「こちらがその……強公爵の、あ、愛人……なんですよね？　ですけどアリシア様とは親しいようですし……侍じ女じよのような役目もしていらっしゃるのでしたら」

「ええ、侍女といいますか、ノーラは私の大事なお友達ですわ。ずっと年の近いお友達がいなかったから、仲良くしてくれてとても嬉しいんですの。ね、ノーラ」

「……まあ、奥様がそうおっしゃるのなら」

　心なしかほっとしたようなノーラを背に、アリシアはシイルに向き直った。

「ところでシイル様、お話ってなんですの？」

　うながされてシイルは、決意した様子で舞踏会の夜と似たような話を切り出した。

「……アリシア様は、ジスカルド様にとてもその、親切にされていらっしゃいますのね」

「え？　ああ、そうですわね」

　なんの気なしに肯こう定ていすると、シイルはしょんぼりと眉の端を下げた。

「ジスカルド様は本日、私のことをお見舞いに来て下さったけど、すぐに用事があると言って出て行かれてしまいましたの……気分転換にここでお茶をしていたら、中庭でお二人が仲良くしていらっしゃるのを見かけて……」

　眼に見えて意い気き消しよう沈ちんしたシイルを見て、アリシアはようやく気づいた。

「シイル様は、もしかしてジスカルド様のことがお好きなの？」

「えっ、えええっ!?　わ、分かりますか!?」

「……分からないはずがありませんわよ」

　こっそりノーラが突っ込んだが、シイルは赤く染まった頰ほおに手を当ていやいやし始めた。

「わ、分かっていますわっ、ジスカルド様は王女様を妻に迎むかえていらっしゃるんですもの！　ですから私のことは愛人にしかできないって……でも……それでもいいんです」

　うっとりと語ったシイルの瞳が、またしても夢見る者のそれになる。

「だってジスカルド様は、やっと見つけた私のジラルディン様なんですもの！　お父様とお母様が亡くなって、とってもとっても心細かったあの時……危うく五十も年の離れた髪の薄い男性と結婚させられそうになっていたあの時、颯さつ爽そうと現れたジスカルド様……世間に認められない愛だとしても、いえそれだからこそ、私たちの間にある気持ちは純粋で美しいんですわ……!!」

　頰を上気させてひとしきり語った後、シイルはまたおずおずとアリシアに尋ねた。

「それでその……アリシア様のお気持ちは、どうなのですか？」

「私のジスカルド様への気持ち、ですか？　ええと……嫌いではありませんけど」

　元来人を嫌いになることがあまりないアリシアだ。確かにジスカルドは以前アリシアを殺せと命令したり、エリクスやジェダを操りカシュヴァーンにルアークをけしかけたりしたようだが、幸いみんなまだ生きているのだし。

「で、でも……ライセン強公爵よりも、ずっとお優しくてすてきな方でしょう？　ゆ、夕べいろいろとお聞きした限りでは、ご主人は私が思っていたよりもその……ずっと」

「確かにカシュヴァーン様の評判があまりよろしくないことは存じています。ですけど私は、カシュヴァーン様に買っていただいたあの方の妻ですもの。他の方のことを、あの方以上に好きになったりしませんわ」

　微笑みながら言いきったアリシアに、シイルは非常な感かん銘めいを受けたようだった。

「まあ……なんて、けなげな方……買われた妻でありながら、一度夫となった方にひたすら尽くす……なんていじらしいの」

　アリシアの受け答えは、シイルの心の琴きん線せんに触れたらしい。彼女は深々と頭を下げて謝罪を始めた。

「昨日は、申し訳ありませんでした。ライセン強公爵のことをその、けだもの呼ばわりしてしまって。でもきっと、他に愛人を持っている方を一いち途ずに思う、そんなアリシア様にあの方もいつかほだされる日が来ますわ」

　何か大きな勘違いをしている様子のシイルの励はげましに、アリシアはにこにこ笑うのみ。

「いいえ、いいんですのよ。でもシイル様は、本当にジスカルド様とジラルディン様のことがお好きなのね。後で私もあの本をきちんと読んでみますわ」

　ついでに『夢の王子様』を借りたことを説明すると、シイルは嬉しそうな顔になった。

「もちろん！　ぜひ読んで、感想を聞かせて下さると嬉しいですわ!!　お薦すすめはええと、まず冒ぼう頭とうの、ジラルディン王子様がイゼリアーネ姫様への激しい恋情をつづった独白でしょう？　それから一章のお二人の運命的な出会い、二章でグレイドゥにさらわれそうになったイゼリアーネ姫様をお助けするジラルディン王子様の華か麗れいな活躍、三章で卑ひ劣れつな罠わなを仕掛けてイゼリアーネ姫様をさらおうとするグレイドゥを、間一髪撃退するジラルディン王子様の鮮あざやかな活躍、ええとそれから、あ、挿絵もとってもとってもすてきで」

「まあ、イゼリアーネ姫様は、よくさらわれそうになりますのね」

　他意なく相あい槌づちを打ったアリシアの後ろで、「全部読めってことですわよね」とノーラがぼそっとつぶやいた。

「ええ、だけどそのたびにジラルディン王子様が颯爽と助けに来て下さるの！　もう、もうとっても、とってもとってもすてきですからアリシア様もぜひ読んでみて下さいね！」

　興奮のあまりティーテーブル上に身を乗り出してきたシイルは、さすがにアリシアが驚いたのを見て頰を赤らめた。

「あ、あの……私……ごめんなさい。私、『夢の王子様』の話ができる方と初めてお会いしたんです。つい興奮してしまって、申し訳ありません」

「あら、そうなんですの？　でもオーデル侯爵夫人も、あのお話は面白いって……もがもが」

「そ、それはよろしいでしょう奥様、余計なことをおっしゃらないで！」

　エルティーナがどういう風に『夢の王子様』を評したのかしゃべらせまいと、ノーラはアリシアの口をふさぎながら必死に話題を変えた。

「私はあまり興味はありませんけど、奥様もよくお好きな本の話をなさるんです。好きな本は人にお薦めしたいものですのよね、ねえ奥様！　──はい、しゃべってよろしいですよ！」

「もが、ええ、私だって、大好きな本はみなさんにお薦めしたいもの。それに私も、本の登場人物でとても好きな人が何人もいるわ」

　同じ本好きとしてシイルの気持ちはアリシアにも分かるつもりだ。社交辞令ではない相槌を聞いて、シイルはおもむろに部屋の隅に行った。

「アリシア様……よろしければ、見ていただきたいものがあるんです」

　恥ずかしそうにしながら彼女が差し出したのは、見事な透かしの入った数枚の紙に短い文章が書き連ねられたものだった。

「これは？」

「わ、私が書いた、詩なんです。本当は小説にしたかったのですけど、そこまでの文才はないので……お薦めは……こちらの詩、ですわ」

　小説や詩集の朗ろう読どく会かいは、茶会での定てい番ばんだ。言われるがままアリシアは、シイルの書いた詩を読み上げた。





『　愛いとしいジラルディン様




　　金の髪をなびかせ　天あま駆かける王子様

　　きらきら　きらきら　まぶしくて甘い

　　砂糖菓子で　できているみたい

　　きらきら　きらきら　甘すぎて泣けてしまう

　　けれど不思議　私の涙さえ

　　きらきら　きらきら　光り出して

　　ねえ見て？　ほら、まるで陽ひだまりのよう……　』






「ど、どうですか？」

　不安そうな、だが明らかに賞賛を期待した表情でシイルが尋ねかけてくる。

「……ええ……と、いかがですか、奥様。……あの、感想は、『砂糖菓子はおいしいわよね』以外でお願いします」

　機先を制して言ったノーラの心配をよそに、アリシアの第一声は常識的なものだった。

「とってもすてきですわ、シイル様」

　月並みな応答にノーラが安あん堵どしたのも束の間、

「でも、そうね……少し変えたら、もっとよくなるかもしれませんわ」

「まあ、アリシア様が添てん削さくして下さるの！」と嬉しそうなシイルに応こたえ、アリシアはすらすらとこんな詩を述べた。





『　愛しい首なし騎士様




　　黒い衣ころもなびかせ　夜を駆ける騎士様

　　ぎらぎら　ぎらぎら　まぶしいほどの憎しみ

　　骨と皮だけで　できているみたい

　　ぎらぎら　ぎらぎら　怖こわすぎて泣けてしまう

　　けれど不思議　私の涙さえ

　　ぎらぎら　ぎらぎら　光る剣に吸い込まれ

　　ねえ見て？　ほら、ただの血だまりね……　』






「きゃああああああああッ!?」

「ああああああ奥様何をなさいますのぉぉぉ!?」

　シイルが絶叫し、ノーラが血相を変えてアリシアに詰め寄った。

「あら、いけないかしら？」

「いけないも何も、なんなんですかそれは！　なんですか血だまりって！」

「こっちのほうが、より不気味でいいかと思って」

「だから普通の方は、建物にも詩にも不気味さを求めないんですってば！」

　いつものように奥方を叱しかりつけるノーラの声を聞きながら、シイルは必死に立ち直ろうと努めている。

「ア、アリシア様って……以前からいろいろお聞きしてはおりましたけど、ちょっと、その……変わった方、ですのね……だからアズベルグのけだ……いえ、ライセン強公爵のことを一途に想えるわけですのね……と言いますか、あなたを妻としているあの方って実は結構いい方なのでしょうか……？」

「ええ、カシュヴァーン様はとってもいい方ですのよ、シイル様」

　思わずシイルが漏らした言葉に、アリシアは嬉しそうに反応した。

「それは確かに……人様のお屋敷で初夜を迎えそうになったこともありましたけど」

　立ち直りかけていたシイルの瞳が見開かれる。

「しょ、初夜を……人様のお屋敷で……？」

「ええ。ああ、カシュヴァーン様は以前は人前でいちゃいちゃするのがお好きだったから、本当は人様のお屋敷で初夜を迎えたいのかもしれませんわね」

「ひ、人前!?　人前で初夜を!?」

　思わず前後の文章をくっつけてしまったシイルを、アリシアはさらに混乱させていく。

「いいえ、正式な初夜はまだですの。でも私たち、もう子供が二人いますのよ」

　ここでようやくノーラがアリシアの口を手でふさいだが、もう遅かった。

「ア、アズベルグの、変態……ッ……!?」

　ひと声うめいたシイルが、眼を回してティーテーブルに倒れ伏したのを見てアリシアはびっくりしてしまった。

「シイル様、大変、どうなさったの！」

「どうなさったのじゃありませんわよ奥様！　もうっ、誰か！　ロベル家のお嬢様が、また体調を崩されたようですわよ!!」

　使用人としての礼儀など知ったことか、という調子で、ノーラはアリシアを置き去りにロベル家の使用人を呼びにいった。








　第四章　けだものの恋







　眼を開けた途端、瞳ひとみに飛び込んでくるのが、翼つばさある怪物に見下ろされた薄気味悪い室内ではなく、まぶしい夏の光が差し込む洗練された客室になって早五日。

「起きたのか？」

　寝起きにしてははっきりとした、そのくせどこか気け怠だるげなカシュヴァーンの声に、寝台の上で眼だけ開けたアリシアは「ええ」とうなずいた。

「あらいけない、もうこんな時間ですわ。ジスカルド様が朝食を一緒に、とのことでしたのに」

　枕元の眼め鏡がねを取って、アリシアは急いで寝台を下りようとした。

　だが次の瞬間、不意に伸びたカシュヴァーンの指に夜よ着ぎの裾すそを引かれ、こてんとひっくり返ってしまう。

「きゃっ、あっ、カシュヴァーン様、ごめんなさい、どうなさったの……？」

　カシュヴァーンの胸に頭を乗せた格かつ好こうで、アリシアは驚きながら尋たずねた。

「……悪い、寝ぼけた」

　しばらくなかった接近に内心「おなかが痛い」気持ちを味わっているアリシアを、カシュヴァーンは素そっ気けなくそう言って起こしてくれた。

　そのまま寝台を下りたカシュヴァーンにはトレイスが、アリシアにはノーラが近寄ってきて、それぞれを着替えさせる。この後すぐにジスカルドに会うので、アリシアはきちんと化粧まで施ほどこされた。

　大方の支し度たくを終えたところで軽く扉を叩く音がして、ノーラが「またですの」とぼやきながらジスカルドの使いを迎むかえた。

「……本日は薔ば薇らの花束ですわ、奥様。カードがついています」

　一お昨とと日いはレースをふんだんにあしらった豪ごう華かな薄うす紅べに色のドレス。昨日はフェイトリンの空のように鮮あざやかな色のサファイアがついた、華きや奢しやな金きん鎖さの首飾り。

「埋うめ合わせ」という言葉を証明するかのように、ジスカルドは毎日のようにアリシアに贈おくり物をし、何かにつけ行動を共にしようとする。

「まあジスカルド様、また贈り物を下さったの？　本当にお金持ちで律りち儀ぎな方なのねえ」

　のんきな声でそう言ったアリシアは、横で薔薇の香こう気きにしかめ面つらをしているカシュヴァーンを見やりながら、

「でもカシュヴァーン様は薔薇がお嫌いだから、困ったわね。このカードには『ライセン強公爵にもよろしく』と書いてあるけど」

「……奥様、分かっていて薔薇を贈ってきているんですよ、あの方は」

　げっそりした表情でぼやくノーラであるが、ジスカルドのことを恐れているのだろう。それ以上は言わず、薔薇の花束を持って続き部屋のほうへ行った。

　と、そこへ、困こん惑わく顔のトレイスも近づいてきた。

「あの……オーデル侯爵夫人からまた伝言が届きました、カシュヴァーン様。オーデル侯爵との話が終わったら、部屋に来てほしいと……いかがなさいますか」

「……時間を取れればと、お伝えしてくれ」

　もっとしかめ面になったカシュヴァーンが、大きく息を吐はいてそう答えた。

　ジスカルドのように贈り物をしてくるわけではないが、ここのところエルティーナもしょっちゅうカシュヴァーンをこうして呼び出す。

「あの、カシュヴァーン様。出すぎたことを申し上げるようですけど……お話し合いは、まだ終わりませんの？　アズベルグに戻るための時間も考えると、お仕事が相当溜たまってしまっていると思うのですけど……」

　薔薇の花束を置いて戻ってきたノーラが、主あるじの顔色をうかがうようにそう言った。

　言われてアリシアも、朝の光を浴びてなお少し青いカシュヴァーンの顔を見上げて心配そうにする。

「そうですわ、カシュヴァーン様。夕べもあまりお休みではなかったようでしたし」

　昨日もその前も、カシュヴァーンはアリシアに背を向けて寝台に寝転がってはいたが、寝入っているようではなかった。

　ひとつにはノーラが言うように、ずるずると滞在が長引いたため、アズベルグ地方から伝令を走らせ空あいた時間を使って急を要する仕事を片づけているためだ。

　だがひととおり仕事を片づけた後も、眠れないのかカシュヴァーンはずっと起きており、昨日などシイルに借りっぱなしの『夢の王子様』を、ぱらぱらめくってみたりさえしていた。

　そしてアリシアがそうっと距離を詰めてみると、故意か偶然か広い背中はすぐに寝台の端はしへ

と逃げてしまう。……きっとアズベルグと比べると暑いからね、と自分を納得させていたところだったので、今朝方の急接近は余計にどきっとしたのだ。

「お食事だってあまり食べていらっしゃらないのではないですか？　カシュヴァーン様、よろしければ今朝は私とジスカルド様と一緒にお食事をしません？」

「……オーデル侯爵は、お前と二人で朝食を、と言っているのだろう？　どうせその後はまた侯爵と話をするんだ。俺と一日に何度も何度も顔を合わせても嬉しくないだろう」

「そ？　ジスカルドおにいちゃんは、カシュヴァーンおにいちゃんと顔を合わせることも結構楽しんでる風だけどなあ」

　そんなことを言いながら身軽に天井から降りてきたのは、意味深長な笑みを浮かべたルアークである。

「あらルアーク、おはよう」

「おはよアリシア。ねー、だってあれ、話し合いじゃないもんねぇ。ただいびってるだけだもーん」

　険けわしいカシュヴァーンの顔を覗のぞき込み、ルアークは挑ちよう発はつするようににやにやして言った。トレイスが顔を引きつらせて止めようとしたが、その手をするりとかわして、

「カシュヴァーンおにいちゃんもたいがい口が悪いけどさぁ、ジスカルドおにいちゃんもなかなかのもんだよ。あのきれーな顔で、冷たーい眼で、ちくちくねちねちよくもまあ飽あきないもんだねえ。ティルぼっちゃんに対しては相変わらず優しいけど、さすがの鈍にぶいおぼっちゃんもそろそろ気づき始めてるっぽいね」

「あらルアーク、ジスカルド様のこともおにいちゃんって呼ぶのね」

　ふと気づいて尋ねたアリシアに、ルアークは笑って答える。

「ああ、うん。なんか俺あの人のこと、一周回って気に入っちゃったよ。今のこの国の中で、あれだけのお貴族様ぶりを発揮できる人ってあんまりいないし」

　相変わらずの軽口を叩くルアークから、夫へとアリシアは視線を移した。

「カシュヴァーン様……カシュヴァーン様は、ジスカルド様にいじめられていますの？」

　あまりにも率そつ直ちよくな言葉に、カシュヴァーンは表情を取り繕つくろうことに失敗したようだった。

　眉まゆをひそめ、押し黙った夫を見上げたアリシアも、同じように眉根を寄せてしまう。

「そんな……それでしたら私、後でジスカルド様に申し上げますわ。私の夫に」

　言いかけた言葉を、優しく頭を撫なでられてせき止められた。

「アリシア、お前はそんなことを気にしなくていい。俺はただ、オーデル侯爵と話をしているだけだ。アズベルグ地方とオーデル地方の繁栄のため、俺たちがこれからどうするべきか」

　生け垣の迷路の中で、ジスカルドが熱心に話してくれたことを思い出す。アリシアがその時のことをカシュヴァーンに話した際の「……そうか」という曖あい昧まいな返事も。

　──ライセン強公爵は、あなたの話を真ま面じ目めに聞いてくれますか？

　哀あわれみをこめてジスカルドが口にした台せ詞りふは、ここ最近の奇妙に距離のあるカシュヴァーンの態度を言い当てているようでもあって。

「いいか。俺をいじめているなんてことを、くれぐれもオーデル侯爵に言うんじゃないぞ。……お前は……お前はただ、いつもどおり、にこにこしながらオーデル侯爵と一緒にいればいい。……あの方はお前のことをずいぶん気に入っているようだしな」

　言いながらカシュヴァーンは視線を落とし、妻の首元で輝くサファイアを見た。ジスカルドの贈り物であり、贈った物は使ってほしいと言われるままに身につけているもの。

　本当は薄紅色のドレスのほうも着てほしいと言われているものの、アリシアは持ってきたドレスを着続けていた。ジスカルドに贈られた衣装を体に当ててみていた時、カシュヴァーンがあまりにもつらそうに見えたから。

「もちろん、お前が嫌でなければの話だ。嫌なら……俺からオーデル侯爵に話す」

「あ、いいえ、嫌ではありませんの……」

　髪からそっと離れていく指先を感じながら、アリシアは小さく首を振った。

「俺のせいにしてもいいんだよ、カシュヴァーンおにいちゃん」

　トレイスとノーラも黙り込んでいるなか、不意にルアークが口を開いた。

「お前のせい？」

「だから、俺のことなんかきれいさっぱり知りませんってな顔してるあの人に、俺がついかっとなったってことにしてもいいってこと」

　ルアークと「サイード」に関わる諸々のことについて、ジスカルドはいまだ言げんを左右にして関わりを明言していないことはアリシアも聞いている。

　そのくせ白しら々じらしくも、アリシアに向かってこう言ったのだ。「先日はバスツールの当主がアリシア様に失礼なことをしたようで、大変申し訳ありません。オーデル地方の領主として、エリクス・バスツールには厳正な処罰をお約束いたしましょう」と。

「……同じ屋敷の中にいる人間が、暗殺者を差し向けると？　寝ぼけるな。ばれるに決まっている」

　アリシアからジスカルドの言葉を伝え聞き、険しい顔で舌打ちしていた時と同じような態度でカシュヴァーンはルアークの案を一いつ蹴しゆうした。

「えーひっどーい、超一流の俺の腕をもってすれば余裕だってぇ」

「ただ殴なぐり倒せばいいだけの相手ならとうに俺がやっている。とにかく却きや下つかだ。俺はティルたちと朝食を食べに行くからな。行くぞ、トレイス」

　一方的に会話を打ち切ると、カシュヴァーンはトレイスと部屋を出て行ってしまった。

「俺に全部押しつけて、知らんぷりしてもいいって言ってるのになぁ。トレイスさんだって出身がどーの礼儀作法がどーの、一緒にいびられてるんだからかわいそうだよねぇ」

　肩をすくめたルアークは、さっきカシュヴァーンがしたようにアリシアの首元できらめく首飾りを見た。

「今日は薔薇の花束だって？　すごいねえ、贈り物攻撃。昔ながらの貴族趣味に走りすぎてるきらいはあるけど、さすがに趣味は悪くないのが憎いなあ」

「ええ、そうね。とてもきれいで、とても高い……あ、だめね、お金の話をしては」

　アリシアがつい口を滑すべらせ、あからさまに金の話をするたびにジスカルドはやんわりと、しかし厳然といさめてくる。

　このところはアリシアもだいぶ学習してきていて、彼が眼の前にいなくてもその手の話題を避けるようになってきていた。

「金の話をしないなんて、アリシアらしくなくてつまんないの。ま、それもジスカルドおにいちゃんの手か。この立派なお屋敷と同じだね。絶対に返せない量のでかい恩ってのは、下へ手たな暴力や脅きよう迫はくより場合によっては効くし」

　瞳の奥に冷ひややかな光を浮かべたルアークをよそに、アリシアは時間を気にし始めた。

「ああ、いけない、私も行かなくちゃ。おなかも空すいたし、ジスカルド様がお待ちだわ。ノーラ、行きましょう」

「そんじゃ俺もついてくよ。あ、気にしないで、いつもみたいにちゃんと姿は隠かくしてるから。このお屋敷の構造も大体分かったしね」

　ふざけた口く調ちようで言ったルアークは、姿を消しざまこんな言葉を残していった。

「気をつけなアリシア。あの人の優しい王子様ぶりっこは、そろそろ限界って気がするよ」







　その後朝食の席でアリシアは、異国のものだという珍めずらしい料理をジスカルドにたくさん食べさせてもらった。

「どうぞご遠えん慮りよなさらず」と言われるまま、本当になんの遠慮もなくテーブル上を荒らして回るアリシアを見るジスカルドの瞳はどんどん冷たくなっていったが、ノーラは別室で待たされていたのでアリシアを止める者は誰もいない。

　食事が終わった後、ジスカルドはぽこんとおなかをふくらませたアリシアを一いち瞥べつし、「ライセン強公爵と話して参ります」と言って心なしか早足に立ち去っていった。







　翌日、差し込み始めた朝の光を浴びながら、アリシアは寝台の上でむにゃむにゃ言っていた。

「うう……ん、ジスカルド、様……」

　ゆっくりと目覚めに向かうなか、見ているのは幸せだった昨日の朝食を反映したような夢。

　真の〈翼の祈り〉の教徒は、魚など食べはしないのですよと、魚料理抜きの豪ごう勢せいなフルコースを勧すすめてくれるジスカルドの顔は巨大な魚になっていた。

「すごく……おいしい……、そして、おいしそう、お魚……あら……？」

　ぎしっと寝台が揺れ、何かが体に触れたことに気づき、アリシアは完全に眼を覚ました。

「あ……、カ、カシュヴァーン様、おはようございます……」

　うなじにかかるかすかな吐息。

　こちらに向けて寝返りを打ったカシュヴァーンが腰に手を回し、背にぴったり寄り添っていることに気づいてアリシアは「おなかが痛」くなった。

「カシュヴァーン様、また寝ぼけていらっしゃるの……？」

　アリシアの腰を抱いたままカシュヴァーンは身動きせず、挨あい拶さつにも応こたえない。

　昨日の夜も疲れきった顔をして、なかなか寝つけずにいたようだった夫の大きな手に、アリシアは気き遣づかいを込めてそっと触れた。

「お疲れなのね……では私がジスカルド様に、今日はカシュヴァーン様は体調を崩くずされているとお伝えしておきますわ。ああ、私、もう行かないと」

　本日もジスカルドと朝食の約束をしているのだ。アリシアは身を起こそうとした。

　だが次の瞬間、ただ腰に回されていただけだったカシュヴァーンの腕うでにぐっと力がこもった。

「行くな」

　耳元で響く、少しかすれた低い声。

　どこか苦しそうにも聞こえる声を聞いた途端、アリシアの薄い胸の中で心臓が激しく跳はね始めた。














「……カシュヴァーン様……」

　中途半端な姿勢で固まったアリシアは、おずおずとカシュヴァーンを振り返った。

「カシュヴァーン様がそうおっしゃるなら、私……きゃっ！」

　いきなり腰に回っていた手が外はずれ、体勢が崩れてひっくり返りそうになってしまう。

　危ういところで妻の体を抱き留めたカシュヴァーンだったが、その手はまたすぐにアリシアから離れた。

「──悪い。寝ぼけて、寝言を言った」

　平坦な声でつぶやくなり、カシュヴァーンはさっさと寝台を下りた。

「オーデル侯爵とまた約束をしているのだろう？　あの方は時間に厳しい。早く用意をしたほうがいいぞ。あと、俺は別に疲れていないので、気遣いは無用だ」

「あら？　寝ぼけていらしたのではないの？」

　気遣いの言葉をかけた時、カシュヴァーンは意識がなかったのではないか。

　素直な突っ込みに一瞬絶句したカシュヴァーンは、「そこは聞こえた」と苦し紛まぎれに言って話をうやむやにしてしまった。







「行くな」というカシュヴァーンの寝言が、耳の奥に残って離れない。

「奥様、そろそろ着きますわよ」

　斜め後ろに控ひかえていたノーラに小声でささやかれ、知らずうつむいていたアリシアははっと我に返った。

　赤い絨じゆう毯たんの敷かれた廊ろう下かを、ロベル家の従僕に案内されジスカルドとの朝食の席に向かう途中だった。明日はもう少し軽めの料理にしましょうと、微妙に顔を引きつらせて言ったジスカルドと今朝の夢のことをなんとなく思い出しながら、アリシアは気持ちを切り替えようとする。

「そうね、今日は何を食べさせて下さるのかしらね、ジスカルド様。軽めのお料理なら作り方を教わって、後でカシュヴァーン様にも食べさせて差し上げようかしら」

「……その話、オーデル侯爵にはしないほうがいいと思いますわよ、奥様。また家事などしてはいけないと叱られますわ」

　こそこそ話し合っているうちに、すっかり来慣れた感のある会食の間へと辿たどり着いた。ロベル家本館三階にあるこの部屋は、二階の大広間よりももっと砕けた、私的な集まりに使われるものだ。

　それでも十分豪勢な室内からかすかに漂ただよういい匂いに、アリシアは鼻をくんくんさせた。

　しかし、一礼して従僕が分ぶ厚あつい扉を開いた途端、中から聞こえてきたのは涙交じりの少女の声だった。

「どうして私とは食事をして下さらないの!?」

　身も世もなく叫ぶ声がシイルのものだったので、アリシアは驚いてしまった。

「あら、シイル様もいらっしゃるの？　まだ体調を崩されているのではなかったかしら」

　先日の「変態」の一件より立ち直れていないらしく、部屋にこもりきりだと聞いていたのに。

　予想外の事態におろおろしている従僕の横に行って、アリシアは室内を覗き込んだ。

「アリシア様」

　やや気まずそうに名を呼んだのは、朝から一いち分ぶの隙すきもなく華か麗れいな衣装を着こなしたジスカルド。

　その腕にはシイルが抱かれ、彼の胸にしがみついて叫び続けている。まったくアリシアの到着に気づいていないようだ。

「私にはおざなりなお見舞いか、せいぜいが花束を贈っておしまいにしてしまわれますのに！　アリシア様とは毎日毎日お会いになっているってどういうことなんですか!?　わ、私のことは、ただの……ただの一いつ時ときの愛人だと」

　そこまで言ってからシイルは、ジスカルドの苦い顔つきとその視線の行き先にようやく気づいた。

「あっ！」

　扉の外にアリシアの姿を認めるなり、シイルは顔を真っ赤にした。

　アリシアもまた、シイルの眼いっぱいに溜たまった涙を見て息を吞のむ。

　立ちすくむアリシアを、シイルは激しい憎ぞう悪おの眼で睨にらみつけた。

「あの、その……シイル様は体調を崩されているから、ジスカルド様もそっとしておいて差し上げようと思っていらっしゃるのではないかしら……」

　反射的に言い訳じみたことを口走ったアリシアを、シイルはもっと激しく睨みつける。

　ため息をついたジスカルドは、シイルを自分のほうに向かせ、その顔を己おのれの胸に押し当てるようにして抱き締めた。

「アリシア様、まことに申し訳ありません。シイル様は少々取り乱しておられる。隣室に食事の席を用意させますから、ひとまずはそちらに。私も後で参ります。そこのお前、アリシア様をお待たせ……、ッ」

　従僕に命令しようとジスカルドが部屋の外を向いた瞬間、いきなり背伸びしたシイルが強ごう引いんにその唇くちびるを奪おうとした。

　次の瞬間、ジスカルドは汚いものにでも触れたように顔を歪ゆがめ、シイルの手首を摑つかんで乱暴に引き離す。よほどの力が込められているらしく、シイルの指先は痛々しいほどに白く変色していた。

「──お待たせするなと言っているのが聞こえないのか」

　涙目のシイルの動きを封じたまま鋭く命じられ、あたふた従僕が動き始める。アリシアとノーラもやむなくその場を辞した。







　結局ジスカルドは食事の席には現れなかった。

「シイル様はジスカルド様のことが、本当にお好きなのね……」

　部屋へと戻りしな、ほうっと息を吐くアリシアに、ノーラもため息交じりに同意する。

「そのようですわね。中身はとにかく、見た目は完かん璧ぺきな王子様ですもの。……高こう貴きなお姫様以外相手にしそうにないところも、ある意味とっても王子様ですわ」

　この場にいないジスカルドを恐れるように小さくつぶやいたノーラが、客間の扉を軽く叩いてから取っ手に手をかける。

「あ、うわっ、待て、開けるな！」

　扉の向こう側からティルナードの声が聞こえ、足を止めたアリシアだったが、すでに扉は開かれ室内の光景ははっきり見えた。

　カシュヴァーンとティルナードが、部屋の真ん中で抱き合っている。

　そんな二人をトレイスとセイグラムが、部屋の端に立って見守っていた。

「あら、お邪魔しましたわ」

「待て！　違うアリシア、誤解だ！　そこで素直に引き下がるな!!」

　慌てたカシュヴァーンが、ティルナードの腰に回していた手を放した。

「ちょ、ちょっと、誤解ってどういうことですのカシュヴァーン様!?」

　アリシアに代わり、ノーラがカシュヴァーンに食ってかかった。

「オーデル侯爵夫人とべたべたしていると思ったら、今度はレイデン伯爵ですか!?　あっちでもこっちでもつまみ食いをして、これではアズベルグの変態と言われても仕方がないですわよ!!」

「……おい、いつの間に俺の評判はそこまで落ちたんだ？」

　さすがに看かん過かできなかったらしく、真顔で尋ね返したカシュヴァーンから離れながら、ティルナードが顔を赤くしてまくし立てる。

「違う誤解だノーラ！　僕はただ、ライセンにダンスを教えていただけなんだ!!」

「なぜその雌めす猫ねこに向かって弁解するのですか、ティルナード様」

　セイグラムが冷たく突っ込んできたのをよそに、アリシアは「ダンス？」とつぶやいた。

「……踊れないんだよ、俺は。ダンスは習ったことがない」

　アリシアの視線を避けるように顔を背そむけ、カシュヴァーンが観念した様子で白状した。

「だが……これから先、よそと付き合いを持つようになれば、ダンスを踊らなければならない場面もあるかもしれないからな。そうしなければアリシア、お前も恥をかいてしまうだろう？」

　これまで二度、アリシアとのダンスを断ったカシュヴァーン。

　あれはそもそもダンスを知らなかったせいなのだと分かり、アリシアはなんだか妙にほっとした。

「まあ……でも、言って下されば、私が教えて差し上げましたのに。もちろんただで」

「……しかしお前は、男のほうのステップは分からないだろう。その点レイデン伯爵閣下は、踊りは得意だ、教えてやると豪ごう語ごして下さったからな」

　どこか言い訳がましく言った後、カシュヴァーンは開き直った態度でぐいっとティルナードを引き寄せた。

「見られてしまったものは仕方がない。ほら、ぼさっとしていないで続きを教えてくれよ、ティル」

「えっ、うわ、い、嫌だよ！　お前はいいかもしれないけど、僕は女役なんだぞ!!　せめて代われよ!!」

「男側のステップを習うのに俺が女役をやってどうするんだ。こら、逃げるな」

　アリシアとノーラの視線を気にしながら、じたばた暴れるティルナードを乱暴に抱き寄せつつ、カシュヴァーンはふと怪け訝げんな顔をした。

「それにしてもアリシア、今日は妙に戻るのが早かったな。どうかしたのか？」

「おい！　話をするなら僕を放せ!!」

　わめくティルナードの声を聞きながら考え込んだアリシアの胸を、泣きはらしたシイルの憎しみの眼が過よぎる。

　いや、あの眼に込められた感情は、もっと他の名で呼ぶべきではないのか？

　アリシアの好む恐怖小説にもたびたび出てくる。そして先日、カシュヴァーンを「カーシュ」と甘ったるい声で呼んだエルティーナを見た時に感じたのも……

「……いいえ……なんでもありませんの、カシュヴァーン様」

　これ以上考えてはいけない。

　出してはいけない結論に辿り着く前にと、アリシアは微ほほ笑えみながら別の話題を探した。

「そういえばカシュヴァーン様は、以前レイデン伯爵様を愛人にするとかおっしゃったこともありましたわね」

　シイルのことが完全には頭から消せなかったので、アリシアが探した話題はシイルがいろいろな意味でこだわっていた「愛人」に関することになった。

「アリシア様!?」

「奥様いきなり何を言い出すんですの!?」

　ティルナードとノーラがぎょっとした顔になり、カシュヴァーンとトレイスも眼を丸くしたが、セイグラムの反応は違った。

「ティルナード様が女性であれば、私もその手を考えたのですけどね。後見人と被後見人がそういう関係になることは珍しくありませんし」

「うぎゃぁぁぁぁッセイグラム!?　お前まで何を言い出すんだ!!」

　悲鳴交じりの声を上げ、慌ててカシュヴァーンから逃げたティルナードにも、セイグラムはからかっている風でもなくあくまで真面目に告げた。

「いずれ成人すればあなたは、おひとりでレイデン地方を統すべることになる。もちろん強公爵閣下はすぐさまティルナード様の手を放したりはしないでしょう。ですが、少しでもお二人の結びつきを強固にしておきたいと願うのは、執事として当然のことです」

　自分もティルナードから距離を取りながら、カシュヴァーンは引きつった顔をしている。

「おい、やめろセイグラム。まさかお前、そんなことをよそで言い回っているんじゃないだろうな。だから俺がアズベルグの変態などと呼ばれる羽目に」

　被ひ害がい妄もう想そうに陥おちいっているカシュヴァーンが文句を言おうとした時、部屋の扉が外から叩かれた。







「失礼、アリシア様はこちらにおいででしょうか」

　ジスカルドの呼びかけに、室内の空気がたちまち張りつめる。カシュヴァーンは一瞬鋭く扉の向こうを睨んだが、それ以上の行動は起こさなかった。

「……え、ええと、は、はい、いらっしゃいますわ」

　居留守を使うわけにもいかないので、ノーラがためらいがちに扉を開けた。

「おや、みなさんお揃そろいのようですね。アリシア様、食事はいかがでしたか？　ご一緒できなくて申し訳ありません」

　シイルとのことなど何もなかったかのように、ジスカルドが話しかけてきた。

「ああ、ええと、とってもおいしかったです」

「それはよかった。この後少しお時間はありますか？　よろしければ、今日は少し遠出をしましょう。馬はお好きですか？」

「……あの、オーデル侯爵……」

　黙り込んでいるカシュヴァーンの側から、ティルナードがそっと口を挟んだ。

「これは失礼、おはようございますレイデン伯爵。あなたもご一緒にいかがです？」

　ティルナードに対しては相変わらず、ジスカルドの態度は穏おだやかで優しい。

「いや、そうじゃなくて……あの、アリシア様は、ライセンの奥様でいらっしゃるのです。あまり……その、他の男性とあまり二人きりでお会いになるのは……」

「結婚という大きな義務を果たされた女性こそ、楽しい時を過ごすべきだと私は思っておりますが？　せっかくの機会ですから、普段会えない人間との付き合いを優先させてしかるべきでしょう」

　穏やかで優しい態度を崩さないままのジスカルドにあっさり言い返されて、ティルナードは口ごもった。

　ジスカルドがカシュヴァーンをちくちくといたぶっているのを、ここ数日見てきたせいだろう。ティルナードがジスカルドを見るまなざしに、出会った当初の熱っぽいあこがれはすでにない。

　だが代わってその眼にあるのは、ノーラと同じ怯おびえと恐れだ。優ゆう雅がに微笑むジスカルドに対し、それ以上どうしようもなく無言になった。カシュヴァーンも眉をひそめているだけで、口を挟む様子はない。

　するとそれまで沈ちん黙もくを保たもっていたセイグラムが、眼鏡を押し上げ一礼するなりこんなことを言い始めた。

「オーデル侯爵閣下。申し訳ありませんが、アリシア様は本日フェイトリンのお屋敷をティルナード様と共に見に行かれるご予定なのです」

　いきなりそんなことを言われてびっくりしているアリシアの手を、とっさにカシュヴァーンが握にぎり締めた。

　またびっくりして動きを止めたアリシアをよそに、セイグラムはすらすらとしゃべり続けている。

「最終的には手放すことになるかもしれないお屋敷ですが、アリシア様にとっては愛着のあるお住まい。家族同然に付き合っていらっしゃる、気の置けない方と別れを惜しみたいというお気持ちを、どうぞ汲くんで差し上げていただきたい」

　優ゆう美びな一礼で結んだセイグラムを、ジスカルドはじっと見下ろしている。

　形良い唇に不意に薄い笑みが浮かび、ひとつの名前を紡つむいだ。

「ディートリス・ウィルカーク男爵家子息」

　完璧な角度を保ったまま、微動だにしなかったセイグラムの頭がぴくりと揺れる。

「さすがに覚えているか。ではこちらは？　マーベリック・クリストン子爵家子息」

　いたぶるように投げかけられた名に、セイグラムはなおも顔を上げない。

「だ、誰ですか、その方たちは」

　思わず聞いてしまったティルナードを、ジスカルドは同情を込めて見つめた。

「あなた以前に、この男が潰つぶしてきた家の方々ですよ、レイデン伯爵」

　潰した、という強い言葉に怯ひるんだティルナードの横で、セイグラムがゆっくりと顔を上げる。

　だがいつものように堂々と言い返すこともなく、黙ってジスカルドの説明を聞いているだけだった。

「己の虚きよ栄えい心しんを満たしてくれる主を探し求め、数々の家に潜もぐり込んでは前途ある若者の人格を踏みにじってきたセイグラム・アーレイ。それだけならまだしも、ラグラドール人の手下に成り下がっていたことを隠しもしない、シルディーン貴族の恥さらし。ここ最近こそこそと、私の周りをかぎ回っていたようだな」

　セイグラムのことを初めから知っていた様子だったジスカルド。

　ラグラドール人差別を隠しもしない誇り高き地方伯の青い瞳には、突き刺すように冷たい侮ぶ蔑べつの光がある。

「レイデン家にこの男が潜り込んだ、と聞いた時は、正直我が耳を疑いました。間違いであってくれればと願っておりましたが……残念ながら私が思っていたよりさらによくない事態のようだ。黙っていようかとも思いましたが、レイデン伯爵。あなたはあまりにも無防備に、この男を信じすぎている」

　冷たい眼をしたまま見み据すえられ、ティルナードは思わず半歩後ろに下がった。

「躾しつけのいい使用人を選ぶのも主の務めです。私などはきちんとした紹介状を持ち、自分が面接をした使用人しか雇やといません。あなたは我が国最高峰の名家の血を引く御お方かたなのですから、特に執しつ事じのように主の片腕となるべき人間は厳選しなければいけませんよ」

　視線の圧力に耐えかねたように、ティルナードはセイグラムを見た。

　だがジスカルドが先回りし、無言のセイグラムにこう言った。

「何か言うことはあるか、セイグラム」

「……いえ、オーデル侯爵閣下のおっしゃることはもっともです」

　特に衝撃を受けた様子でもないが、セイグラムはやはり言い返すこともなく無表情を保っている。

　そしてジスカルドは、話の矛ほこ先さきをアリシアにも向けてきた。

「アリシア様、あなたもです。失礼ですが、そこのメイドはライセン強公爵の愛人だとお聞きしました。手て癖くせの悪いメイドは他の物にも手を出す可能性がある。私がお贈りした物はまだ無事ですか？」

「なんですって!?」

　とんでもない言いがかりをつけられて、ノーラがうわずった声を発した。

　下げ克こく上じようの風潮がまだくすぶっているこの国の中では、特に新興貴族の屋敷において使用人と主の距離が近すぎることは事実だ。有能な執事が貴族社会の常識を知らない当主を軽かろんじて我が物顔に振る舞ったり、メイドが女主人の宝飾品をくすねたりといった犯罪はしばしば取り沙ざ汰たされている。だが……

「ジスカルド様、ノーラはそんなこと……痛っ」

　とっさに言い返そうとしたアリシアの手を、また強くカシュヴァーンが握ってきた。

　これ以上ないほど険しい顔をして、嚙かみ締めた唇をかすかに震ふるわせているのを見た途端、彼がこらえている激しい感情が伝染したようでアリシアは何も言えなくなってしまった。

　かんしゃく持ちと悪評高いカシュヴァーンだが、理由もなく怒いかりをまきちらしているわけではない。

　こういう場面においては誰よりも先に、誰よりも鋭い言葉を返すはずの夫のらしからぬ態度に、アリシアもきゅっと唇を嚙み締めた。

　水を打ったように静まり返ったなか、靴くつ底ぞこが床ゆかに触れる音がやけに大きく響く。

「──オーデル侯爵。セイグラムもノーラも、そんな人間ではありません」

　決然とした口調で言ったのは、強く一歩、ジスカルドへと踏み出したティルナードだった。

「ティル！」

「ティルナード様」

　驚いたように声を上げたカシュヴァーンとセイグラムを尻しり目めに、ティルナードはきっとジスカルドを見上げこう続けた。

「確かにセイグラムは僕を馬鹿にしますし、誰よりひどい暴言も吐きますし、時には鞭むちで引っぱたいたりもします。ノーラもその、いまだライセンの愛人の座を諦あきらめていないし、やっぱり口は悪いし色いろ気け過か剰じようだし」

「……おい、お前がとどめを刺してどうする」

　小声でカシュヴァーンが突っ込んだが、それを無視してティルナードは続けた。

「ですが……セイグラムは、以前までの主がどうだったかは分かりませんが、僕にとっては大切な執事です。やり方はまあ、めちゃくちゃなところもありますけど、いつだって僕のことを考えてくれている」

　何せついさっきカシュヴァーンの愛人にされそうになったところだ。セイグラムのやり方がめちゃくちゃなのは事実だが、それもすべてティルナードを思ってのこと。

「それにノーラは、だ、打算だけで動いているわけではありません。針子としても優秀で……僕の服を、直してくれた」

　誰も分かってくれなかった恥ずかしさを、ノーラだけが理解し、解消してくれた。

「……な、なんですのよ、大したことありませんわよ、あんなこと……」

　気恥ずかしそうにもじもじと、ノーラが小声でそう漏もらした。

　一方ジスカルドは、そこまでひと息に語ったティルナードを黙って見つめている。

　白はく皙せきの美び貌ぼうに感かん銘めいを受けたような様子はいっさいない。眉ひとつ動かさず、それまでティルナードには向けたことのないひたすらに冷たい瞳でじっと、見つめてくるだけ。

「だから……その、ふ、二人に、謝って……いえ、今の言葉を訂正……して……下さると……嬉うれしい……です……」

　ジスカルドに言い返しただけで、ティルナードのなけなしの勇気は在庫切れのようだった。どんどん弱くなっていくその語尾にかぶせ、ジスカルドは冷ややかにひと言、

「使用人が主のために動くなど、ましてや服を直すなど当然のことでしょう。お気の毒に。一体今まで、あなたはどれだけ虐しいたげられてきたのか」

　言葉の内容とは裏腹に、その声に同情が含まれている様子はなかった。続けざまに、

「屋敷を見に行かれるのですね？　よろしいでしょう。ではアリシア様、お戻りの際はまたご連絡を。夕食までにはお帰り下さるようお願いします」

　後で訪ねてくることを匂わせてから、ジスカルドは慇いん懃ぎんな礼を残して立ち去った。







　部屋の扉が閉められた途端、ティルナードはへなへなとその場に崩れ落ちた。

「レイデン伯爵様、大丈夫ですか？」

「ア、アリシア様、申し訳ありません……膝ひざ、笑ってしまって……立っていられな……」

　今さらのように真っ青になり、弱々しくつぶやくティルナードを無言でセイグラムが支える。

「なぜあのようなことをおっしゃったのです、ティルナード様」

　主を立たせてやりながらも、セイグラムが口にした言葉は冷たかった。

「格かく上うえの相手にああも公然と逆らってはいけません。強公爵閣下や私がここまで我慢してきたことを、台なしにするおつもりですか」

「ちょっとセイグラム、なんですのその言い方は！」

　ティルナードに手を貸そうかどうしようかと、その側でひとりわたわたしていたノーラが声を荒げた。

「このへなちょこおぼっちゃんが、あのオーデル侯爵からあなたと私を庇かばって下さったのですのよ!?　こんなこときっともう二度とないですわ、たまには褒ほめて差し上げたらどうなの！」

「……いいんだノーラ、ありがとう」

　回りくどく庇われたティルナードが苦笑いする。

「セイグラムの言うとおりだ。……ごめんセイグラム、ライセン、後でオーデル侯爵に謝罪……いや」

　ぐらつく心を立て直すよう、ひとつ頭を振ったティルナードは、セイグラムをまっすぐに見た。

「──いや、違う。……嫌だ。僕は間違ったことは言っていない。謝ることはできない」

　挑いどむようなその眼から、セイグラムはかすかに視線を逸そらしてため息を吐つく。

「当然です。あなたは私の主なんですよ。私以外の人間に頭を下げる必要はないんです」

「……いろいろ間違ってますけど、なんとなく言いたいことは分かりましたわ」

　呆あきれた顔をするノーラを無視し、セイグラムは眼鏡を押し上げながらティルナードを見下ろした。

「言っておきますがティルナード様。私はこれからも、あなたのことを引っぱたきますよ」

　恩を仇あだで返すような発言に、ティルナードが瞬間、眼を見張る。

　しかしセイグラムは、表情を変えないままそんな主に恭うやうやしく一礼をした。

「その代わり、他の誰かがあなたのことを引っぱたこうとしたら、私がこの身に代えても必ず守って差し上げます」

　すっと姿勢を戻したセイグラムが、冷ややかな瞳でノーラを一瞥する。

「無論、その雌猫からも」

「ちょっと、いつ私がレイデン伯爵を引っぱたいたって言うんですの!?」

「引っぱたいてはいないが、この間ズボンを直すふりをしてティルナード様の足を胸で挟んだだろう」

「してませんわよあなたの妄想でしょう!?　この変態陰いん険けん眼鏡ッ!!」

　結局いつもの言い争いが始まったのを見て、アリシアはふわりと微笑んだ。

「まあ、やっぱりノーラはレイデン伯爵様がいいのね。ねえカシュヴァーン様……」

　いつものように話しかけたアリシアが見上げたカシュヴァーンの顔は、先ほどよりも厳しく張りつめている。

「……あの……カシュヴァーン様、レイデン伯爵様を怒らないであげて下さい」

　ジスカルドに真っ向言い返したティルナードはカシュヴァーンの被後見人。

　監かん督とく不ふ行ゆき届とどきだとして責められ、最終的な咎とがを負おうのもカシュヴァーンだ。

「……いや、ティルが怒るのももっともだ」

　疲れたように軽く眼を閉じ、息を吐くその顔がひどく青ざめて見えて、アリシアの胸の底が不吉にざわめいた。

　──お前だけは絶対に、いい家に嫁とつがせて楽な暮らしをさせてやるからな。

　心配するアリシアの見舞いを拒こばみ続け、日に日にやせ細っていった両親の顔が、カシュヴァーンのそれに重なって見える。

　夫の名をもう一度呼ぼうとしたその時、カシュヴァーンはそれまで握りっぱなしだったアリシアの手を解放した。

「俺はまたオーデル侯爵夫人に呼ばれているので、行かなければならない。アリシア、お前はティルとフェイトリンの屋敷へ行くのか？」

　言われてアリシアは、まだ怒鳴り合っているティルナードたちをちらりと見た。

「……そうですわね……でも、いいですわ、今日は。久しぶりに……ひとりで本を読んで過ごします。シイル様からお借りした本、まだちゃんと読めていませんし」

「……そうか」

　乾いた声でつぶやいたカシュヴァーンは、ひどく物言いたげなトレイスを連れて部屋を出て行った。







　星明かりに見事な金髪がきらめく。

「夜の散歩というのもなかなかよいものでしょう？　アリシア様」

　ロベル家自慢の中庭をゆっくりと先導して歩きながら、微笑むジスカルドにアリシアはなんとか笑顔を取り繕った。

「ええ……とても。すてきですわ」

　すてきなはずだ。

　時刻はすでに夕食の時間を過ぎ、空には月と無数の星々がきらめいている。屋敷のあちこちに掲かかげられた火灯あかりと星明かりが複雑に入り交じり、ただでさえ迷路のような生け垣の影をさらにいびつにふくらませていた。

　怪奇小説の舞台としては絶好の状況。吸血鬼だって獣人だって首なし騎士だってさぞかし映はえるはず。

　いつものアリシアなら興奮しきって、わあわあきゃあきゃあとはしゃぎながら自ら生け垣の中に突進していっただろう。

　しかし今、アリシアの心はいっこうに浮き立たず、首にかけた華きや奢しやな首飾りが肩に食い込むように感じられる。

「怖こわいですか？　アリシア様」

「いいえ……怖くはないんです」

　怖いと感じることができたら楽しいはずなのだ。でも今は違う。

　カシュヴァーンに言ったとおり、アリシアは今日は一日与えられた部屋で過ごした。『夢の王子様』を読んでみたり、ティルナードが気を使って図書室から持って来てくれた別の本を読んだり。

　その間中カシュヴァーンはずっと戻って来ず、夕食の時間が過ぎても戻って来ず、アリシアはジスカルドにこうして夜の散歩へと連れ出されている。

　ジスカルドが何食わぬ顔で誘いに来た際、ノーラはとっさに止めようとした。だがジスカルドのひと睨み、次いで見事な赤毛が突然の風に揺れたのを感じとると、「頼みましたわよ」とぶつぶつひとりごとを言いながら見送ってくれた。

「あの……ジスカルド様。シイル様は……あれからどうなさったの？」

　遠慮がちに問いかけたアリシアに、ジスカルドはなんでもないように答えてくれた。

「ああ、シイル様はやはりご気分が優すぐれないようでしたので、部屋までお送りしておきました。いい医師を呼びましたので、しばらく安静にしていればよくなるでしょう」

　言いながらジスカルドが生け垣の中へと足を踏み入れたので、アリシアもそのまま彼について迷路のような内部に入った。

　昼間見た時とは明らかに、夜の生け垣の中は違って見えた。延々続く緑の壁の上部は光に照らされ、白く光っているが、下部には濃い闇やみが溜まり足下さえ危うい。

「まあ、やっぱりすてきね……」

　段々いつもの調子を取り戻してきたアリシアの瞳が輝き始めた時だった。

「シイル様のことが気になりますか？」

　不意にそう言ったジスカルドを振り仰あおげば、背の高い彼の金髪は様々な明かりを返してまばゆく光っている。

　だがその胸から下は闇に沈み、眼鏡をかけてなお視力が悪いアリシアには一瞬異い形ぎようの怪物のように見えた。

　それならそれで一層興奮してしまうはずなのに、アリシアはなんとなく眼を伏せてしまう。

「ええ、それはまあ……」

「可か愛わいらしい顔をして、恋の駆け引きにも長たけていらっしゃるのですね、アリシア様は」

　それは美しく微笑んだジスカルドの指先が伸び、アリシアの頰に当てられた。

　紳士の礼儀を逸いつ脱だつした、親密すぎる急接近にびくっとしてしまう。

　思わず後ずさろうとしたアリシアの退路を阻はばんだのは、分厚く茂った生け垣だ。

　気づけばここは、緑の迷路のどのあたりなのだろう。右を見ても左を見ても、同じような細い通路が延々続くだけ。

「なぜ、そのように怯えた顔をなさるのです？　夜の誘いにためらいなく応じて下さいましたのに……私の気持ちをもてあそぶおつもりか？」

　そう言って薄く笑うジスカルドの顔こそが、獲え物ものをもてあそぶ優美な獣けもののそれだった。

「も、もてあそぶ、なんて、そんな……シ、シイル様に、怒られますわ……あの方は、ジスカルド様のことがとてもお好きなのに……」

「それは光栄ですね。愛らしい女性に好意を持たれるのは名誉なことだ。ですが……アリシア様こそ、このように焦じらすのはそろそろやめていただけませんか？　恋の駆け引きは嫌いではありませんが、私の自制心にも限界というものがある」

　シイルのことをひと言で片づけ、ジスカルドがさらに距離を詰めてくる。

　背筋がぞっとし、慌てて横に逃げたアリシアを彼は止めなかった。

　だが、すぐにまた、距離を詰められる。

　元々身長差も体格差も歴然としている。長い足を誇こ示じするように易やす々やすと前に立ったジスカルドは、くいとアリシアのあごを持ち上げた。

　避ける暇もなかった。

「……んッ……!?」

　唇に触れる柔らかい感触。

　同時に走った強きよう烈れつな嫌けん悪おと恐怖に、アリシアは思いきり強くジスカルドを突き飛ばした。

「痛いではないですか。つれない方だ」

　ちっとも痛くなさそうにジスカルドは笑う。実際彼はお情なさけのように一歩後退してみせただけで、アリシアとの距離はごくごく近い。

「わ、わた、私は……カシュ……カシュヴァーン様、の、妻、ですっ……！」

　顔を真っ赤にしたアリシアは、背後の生け垣に埋まりそうになるまで懸命に後ずさりながら訴えた。

　いくらこの手のことに疎うとくても、今までなかった深夜の誘いにのこのこ応じてしまっていても、口づけまでされて黙っているわけにはいかない。なぜなら。

　アリシアはカシュヴァーンのものなのだから。

　彼に買われた、妻なのだから。

「ライセン強公爵には伝えてありますよ。私があなたのことを、非常に気に入っていると」

　ところがジスカルドは、カシュヴァーンの名前を聞いてより美しく微笑んだ。

「言い方は悪いですが、あなたは彼に買われたのだ。ならば、彼の意思で他の誰かに売られることもあるでしょう？」

　痛いほどに早はや鐘がねを打っていた心臓が、一瞬止まったような錯さつ覚かくを覚えた。

「……売られる……？」

　カシュヴァーンはアリシアを買った。

　だから、アリシアを売ることができる。

　それはそうねと、いつものように思った途端、理由の分からない胸苦しさがアリシアを襲った。

　以前のようには頭を撫でてくれないカシュヴァーン。

　渋い顔をしながらも、エルティーナに日傘を差しかけていたカシュヴァーン。

　なぜ今になって、そんなことを思い出してしまうのだろう。

「どちらへ？　アリシア様」

　からかうような声を聞きながら、アリシアは夢中で生け垣の迷路の中を走り出した。







　何をどうしようという、具体的な目標があったわけではない。

　ただ怖くて、嫌で、ジスカルドの側そばにこれ以上いたくなくて、闇やみ雲くもに走った。

　しかし生け垣の切れ目が見えた、というところまで走った時、きらりと光る金色のものがアリシアを追い越しその前に立ちふさがる。

「まだ話は終わっておりませんよ、アリシア様」

　ぞっとするほどきれいな笑みを浮かべ、見下ろしてくるジスカルドの前で反射的に回れ右したアリシアは、再び生け垣の中に走り込んでしまった。

　あせりと視界の悪さのため、ますます足がもつれる。

　息を乱して逃げるアリシアを、ジスカルドの声が一定の距離を保ちながら追ってくる。

「私のことを、さぞひどい男だと思っておいででしょうね」

　以前もこの迷路の中で聞いたような声が、含み笑いを交まじえて響く。

「ですが、保身のために妻を他の男に差し出したあなたの夫は、それ以上にひどい。そう思いませんか？　アリシア様」

　反論する余裕はなく、また反論の言葉も思いつかない。

　訳も分からず、迫るジスカルドから逃げるアリシアの眼の前が不意に開けた。

　星明かりに輝く深しん紅くの薔薇たち。

　中庭中央部の花か壇だんに出たのだ。

「美しいでしょう、その薔薇は。やはりフェイトリンは、我が領地オーデル同様豊かなのですね」

　背後から聞こえた声にはっと振り返れば、そこにはもうジスカルドが立っている。

　と、見上げた金の髪が、不自然に揺らめいたのが分かった。

「ルアーク……！」

　カシュヴァーンに口止めされていたことも忘れ、アリシアは思わず死神少年の名を口にした。

　けれどジスカルドは、その名を聞いても驚く様子もいぶかる様子も見せなかった。代わりにひと言、

「そういえばアリシア様。死神姫と呼ばれるあなたは、噂ではブライアン・バスツールを殺害した死神を使役しているとのことですね」

　唐突な世間話のように始まった言葉に、金髪を揺らす風が凪ないだ。

「私も恐ろしい腕を持つ死神たちの話を聞いたことがあります。〈翼の祈り〉教団と王家が結託し、身寄りのない子供たちばかりを集めて作った暗殺部隊。両者の暗部に関わったゆえに、抹まつ殺さつされたはずの彼らに生き残りが存在し、もしも誰かに飼われていたとすれば……その飼い主はとんでもない愚おろか者だ。反逆を疑われても仕方がない」

　ラグラドールの傭よう兵へい団に対抗するために作られた〈玩おも具ちやの兵隊〉。

〈翼の祈り〉教団とシルディーン王家にとっての邪魔者を始末するため組織され、最終的には彼ら自身が邪魔者として始末された組織。そこに在籍していたルアークを側に置くことにより、何がしかの企たくらみを疑われても仕方がないかもしれない。……でも。

「ジェ、ジェダは、ジスカルド様の……っ」

「ジェダ？　〈汚お泥でいの民たみ〉の手下にまたひとり、馬鹿なシルディーン人がくわわったという噂もありましたでしょうか？」

　ルアークの兄・サイードを名乗っていた〈玩具の兵隊〉出身の暗殺者ジェダ。

　カシュヴァーンの口くち利ききにより、バルロイの傭兵団に入った彼がジスカルドの配下だったことを今さら言い立てたところで、誰がそれを信じてくれるだろう？

「さあ、アリシア様、こちらへ」

　王子様然とした微笑みを浮かべ、ジスカルドが手を延べてくる。

「花の褥しとねがお好きなら、このままここで……ということでもよろしいが、私もそこまでひどい男ではない。それとも、金の話がお好きなあなたのために、もう少し分かりやすく言いましょうか。私はあなたとの一夜のために、いくらライセン強公爵にお支払いすればよろしいのですか？」

　延びてきたその手を、なすすべもなく見つめるアリシアの背後に激しい靴音が近づいてきた。この靴音は──。







「アリシア！」

　闇に飛び散る深紅の薔薇の花。

　濃密な花の香りを感じながら、強い腕に背後からきつく抱き締められた。

　息苦しいほどの「おなかが痛い」のなか、アリシアは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「……王子、様……？……」

　ヒロインの危機には必ず駆けつけてくれる乙女の理想。

　その言葉を聞いて、彼女の体を抱いた腕がかすかに強こわ張ばる。

　一方ジスカルドは、一瞬呆あつ気けに取られた顔をしたもののすぐに口元に冷たい笑みを浮かべた。

「薔薇の花を蹴け散ちらしてご登場か。なんとも貴公らしいな、ライセン強公爵」

　花壇をまっすぐ突っ切って現れたカシュヴァーンは、薔薇の花を踏みつけたままアリシアの肩越しにジスカルドをきつく睨んだ。

　ティルナードならたちまち逃げ出すだろうが、ジスカルドは小さく鼻を鳴らすばかり。

「いくら薔薇が嫌いとはいえ、他人の庭の花をそのように傷いためるとは……名高き地方伯の血を引く奥方の恥になる。立場というものをわきまえるよう何度も教えてやったのに、まだ学習できないのか？」

　最も早はや軽けい蔑べつの感情を隠すこともなく、ジスカルドは躾しつけの悪い犬を見るような顔でカシュヴァーンを蔑さげすむ。














　思わずアリシアは両手を広げ、夫を庇った。

「カ、カシュヴァーン様をいじめないで下さい！」

　また言いつけを破り、叫んだアリシアに背後のカシュヴァーンが眼を丸くした。

　ジスカルドも瞬間眼を丸くしたが、すぐに弾はじかれたように笑い出す。

「……はは！　助けに来たお姫様に庇われるのか。大した王子様だな!!」

　高笑いするジスカルドを見つめるカシュヴァーンの瞳が、再び剣けん吞のんな光を帯びていく。

　カシュヴァーンを見下ろすジスカルドの眼もまた、さらに冷たく酷こく薄はくなものになった。

「──その眼、その顔、尊たつとき血を引く花嫁への執しゆう着ちやく。貴公は本当に、父君にそっくりでいらっしゃる」

　父親のことに触れられ、アリシアを抱いたカシュヴァーンの手に一層力がこもった。

「おまけにメイドの愛人つきか。マリアンヌ・ライセンが薔薇の下で泣いているのではないか？　いや……それとも彼女のような敬けい虔けんな〈翼の祈り〉信者は、卑いやしい腹から生まれた息子が一応貴族である父に似ることを望んでいるのかな？」

　背中に感じるカシュヴァーンの気配が、眼の前のジスカルドにも似た冷気を帯びていく。

　ジスカルドはそれでも怯えることなく、平然とその場に立っていた。まるでカシュヴァーンが殴りかかってくるのを待っているかのように。

　今にも争いになるかというその時、花畑の反対側にひとりの美しい女性が現れた。

「あら、ジス……どうしたの、これは」

「おや、これはエルティーナ様」

　夫人の出現にジスカルドは、当たり前のように気取った一礼をして見せた。

「ライセン強公爵を追っていらしたのですか。申し訳ない、すぐに……」

　やはり当たり前のように話し始めたジスカルドを尻目に、カシュヴァーンはいきなりアリシアを抱き上げた。

「ちょっと、カーシュ？　私を放り出してどこに行く気なの？」

　エルティーナが呼びかけてもカシュヴァーンは無視だ。薔薇の花をさらにいくつか蹴飛ばし、大股に歩き始めた夫の腕の中でアリシアはつい聞いてしまう。

「カシュヴァーン様、オーデル侯爵夫人が」

「……黙っていろ」

　問答無用で命じたカシュヴァーンはアリシアの反論を許さず、妻を腕に抱いたまま無む惨ざんな姿になった花壇を後にした。その後ろ姿へ、

「貴公の妻であるよりも、私の愛人になったほうがまだアリシア様は幸せだ。そうは思わないのか？」

　嘲るようなジスカルドの問いかけに、アリシアはびくっとしたが、カシュヴァーンは足を止めなかった。








　第五章　それでも私の王子様







　カシュヴァーンがアリシアを抱かかえて向かった先は、美しい中庭を遠く離れたささやかな木こ立だちの中だった。使用人用の区画も近いこのあたりまで来ると、さすがに園えん丁ていの手が入っている様子はない。

「カシュヴァーン様、どうなさったのですか……オーデル侯爵夫人はよろしいの……？」

「ルアークが俺に知らせに来た」

「ルアークが？　ああ、そういえばさっき……きゃっ！」

　柔らかな草地にそっと下ろされたアリシアは、次の瞬間手近の木の幹みきをカシュヴァーンが力いっぱい殴なぐったのを見てびくっとした。

「くそ！」

　自分の手まで傷つけてしまいそうな力で殴った木が、大きく揺れる。

　ジスカルドに言われた数々の事柄に対する怒いかりを吐はき出しているのだろうか。

　彼の名を脳のう裏りに描いた途端、一時的に麻ま痺ひしていた恐怖が息を吹き返してきた。

「あ、あ、の……カシュヴァーン様、私……贅ぜい沢たくは、い、言いません、わ」

　混乱しながらアリシアは、指が食い込むほどに強く拳こぶしを固めたカシュヴァーンに話しかけた。

「カシュ、カシュヴァーン、様が、私、う、売った……なら、私……私」

　贅沢になってはいけない。

　買われた花嫁として、立場をわきまえなくてはいけないのはアリシアのほうなのだから。

「馬鹿なことを言うな!!」

　激しく怒鳴ったカシュヴァーンは、反射的に首をすくめたアリシアから眼を逸そらし、また近くの木の幹に拳を叩きつける。

「くそ、くそっ！　畜ちく生しよう……ッ……！」

　顔を歪ゆがめ、拳に乗せて感情を叩きつけるその姿は恐ろしく、どこか哀かなしい。

　まるで砂糖菓子のような、甘いだけの優しさばかりを見せてきた最近のカシュヴァーンとはまったく違う様子を見ていると、こう言わずにはいられなかった。

「あの、カシュヴァーン様、あの……あの、カシュヴァーン様は、いい方、ですわ」

　ジスカルドがひどい男だと蔑さげすんだ分を補うよう、アリシアは一生懸命に夫を褒ほめた。

「ええと、その、お父様のこと……肖像画を見る限り、レジオール様とお顔は確かに似ていらっしゃったけど……でも、カ、カシュヴァーン様は私を殺して薔ば薇ら園えんに埋うめたりなさっていませんもの……だから……私……カシュヴァーン様といられて、とても幸せです」

「──お前も俺の母親と同じだな」

　殴る手を止め、カシュヴァーンが低い声でつぶやく。

　苦にが々にがしい瞳で彼は、びっくりして黙ったアリシアをじっと見つめていた。

「お母様……？」

「マリアンヌ・ライセン。さっきオーデル侯爵が言っていただろう。俺の馬鹿な母親のことだよ」

　吐き捨てるようにカシュヴァーンが答えた言葉は思いがけないもので、アリシアは眼をぱちぱちさせた。

　薔薇狂いの奥方を殺して以来精神に変調を来きたし、次々と女性たちを手にかけていったレジオール・ハルバースト。「怪物」とさえ表現される父親を、カシュヴァーンが嫌っているのは知っている。

　だが、母親のことをこんなに強く、否定的に言うのを聞いたことがない。

　いやそもそも、カシュヴァーンは母親についてほとんど話してくれたことがないのだと、アリシアは今になって気づいた。

「マリアンヌ・ライセンは、アズベルグ地方でも珍しいぐらいに敬けい虔けんな〈翼つばさの祈り〉信者だった。正妻を殺し、正気と狂気の境目でふらふらしている俺の親父に、無私の奉ほう仕しを続けていた。そうすることが農民であり、聖女アーシェルを迫害した者たちの血を引く自分が行うべき贖しよく罪ざいだと、信じきっていたからだ」

　母親が〈翼の祈り〉の敬虔な信者。

〈翼の祈り〉を嫌っている姿からは想像もつかなかった事実を聞いて、きょとんとするしかないアリシアにカシュヴァーンは淡々としゃべり続けた。

「だから貴族の娘を買えなくなった親父に手を出された時も、俺を身ごもった時も、マリアンヌはそれは喜んでいたそうだ。領主様のお役に立てた、私の信しん仰こうに報むくいて下さったのだと……」

　ふっと大きく息を吐くと、カシュヴァーンは眼を閉じて腕うで組ぐみをした。

「……俺はずっと、俺の母親は正妻のジーナだと親父に言われていた。マリアンヌは、一時期愛人だったがその後捨てられて……それでも屋敷に留まり続ける、図ずう々ずうしい女だとも。一部の使用人たちは事実を知っていたが、親父の怒りをかうことを恐れて、口をつぐんでいた」

　ダンやロセといった古参の使用人たちは、きっとそのことを知っているのだろう。だからこそ彼らはカシュヴァーンを愛し、今でもずっと屋敷で働いてくれているのだ。

「いつも俺の動向を気にし、時には俺の代わりに親父に殴られてまで、べたべたと構ってくるマリアンヌのことが俺は嫌いだった。……親父がだめなら次は幼い息子に取り入り、貴族の愛人の座に返り咲きたいのかと……そういう風にしか思えなかった」

　忌いま々いましげな口く調ちように込められた怒りは、マリアンヌへなのか、自分へなのか。

　どちらかは分からないけれど、ただカシュヴァーンがひどく苦しそうに見えて、自分も息苦しさを覚えながらアリシアは懸命にかける言葉を探した。

「お……お母様がずっとお屋敷にいたのは、カシュヴァーン様の側そばにいたかったからでは」

「ああ、俺の側にいたかったんだろうさ。何せ俺はあの女の敬虔な信仰と贖罪の証あかしだ。自己陶とう酔すいに浸ひたりきった、うっとりした眼で見つめられて、いつもいつも気色が悪い思いをさせられてきた！」

　せっかくのアリシアの気き遣づかいをさえぎり、カシュヴァーンは激しい口調で叫んだ。

　びくっと首をすくめたアリシアは、しかしあることを思い出してこわごわとこう言った。

「でも、カシュヴァーン様は、お母様のために翼を買おうとなさったのでしょう……？」

　虚きよを突かれた様子でカシュヴァーンが固まる。

「……お前……そんなこと、誰に聞いた？　ダンか、それともロセ」

「い、いえ……ユーラン様が以前に……」

　嫁とついで間もなく、〈翼の祈り〉教団にカシュヴァーンが殺されそうになった事件の時、ティルナードの前後見人である聖職者のユーランが笑いながら口にした言葉。

　農民出身の、財産目当てに領主の愛人になったような女を救う翼を買うには、一国にも匹ひつ敵てきする代金が必要と……哀あわれむように微ほほ笑えまれた時、カシュヴァーンは否定しなかった。

「それに……カシュヴァーン様がいつものようにジスカルド様を殴らないのは、あの方とけんかをしたら、アズベルグ地方のみなさんが大変なことになるかもしれないからですわよね……？」

　盗み聞きの成果を披ひ露ろうしてくれたルアークの働きにより、アリシアもカシュヴァーンの難しい立場はおぼろげながら摑つかんでいる。

　いかにアズベルグの暴君と悪名高くとも、しょせんカシュヴァーンは辺へん境きようの一領りよう主しゆ。下克上の時も土地や財産を失わなかったジスカルドとまともに戦って勝てるわけがない。

　それでもジスカルドが開戦を望むなら、受けて立つ以外に道はない。

　しかし協力を求められた今、その手を蹴けってまで開戦を望めば、身の程知らずに招いた敗北の責を、恨うらみを、カシュヴァーンはひとりで背負わねばならない。

　だがカシュヴァーンは意外な答えを返した。

「俺は元々、アズベルグの連中なんて好きじゃない。貴族も農民も、すべてだ」

「……あら？」

　大前提を崩くずされてしまったアリシアに、カシュヴァーンはいら立ちを込めて叫んだ。

「迷信深く、ことなかれ主義で、頭がおかしい領主を止めもせず！　どこかの娘がおもちゃにされている間は安全だからと、生いけ贄にえのように連れて行かれる女たちを救おうともしなかった！　それどころか領主の眼が届かないのをいいことに、貴族連中は勝手に税を吊つり上げ土地の権利を売買し、領主の偽にせの印章まで作ってやりたい放題!!　農民どもも農民どもで、馬鹿貴族どもにぺこぺこして自分の税負担だけ軽くしてもらおうと必死だった!!」

　再び拳を振り上げたカシュヴァーンが、力一杯側にある木の幹を殴おう打だする。

　その拍子に、髪に絡からんで持ってきてしまったのだろう。一枚の薔薇の花びらが地面に落ち、カシュヴァーンはそれを強く強く踏みつけた。

「だから俺が親父を殺して領主になり、アズベルグの暴君として締め上げてやったんだ！　奴やつらにざまあみやがれと言ってやるためにな!!」

　自ら名乗った暴君に相ふ応さわしい凶悪な形ぎよう相そうで、カシュヴァーンは吠ほえた。

　だが次の瞬間、その顔にみなぎった憑つかれたような迫力はかき消え、彼は小さな声で苦しそうにつぶやいた。

「──だが、ひとたび領主になってしまった以上……俺には、アズベルグ地方を守る義務があるんだ……」

　うなだれ、力なくひとりごちたカシュヴァーンの顔は苦く、その胸のうちで渦うず巻まく葛かつ藤とうを思わせる。

「ろくでなしとろくでなしのガキがまともに育つはずがない。親父が俺に教えてくれたのは殴り方と殴られ方だけで、領主の仕事も貴族らしい教養も何ひとつ身につけさせてはくれなかった。そんな奴が領主様とは笑わせると、誰より俺が思っているさ。だが……アズベルグなんて貧しいど田舎を、俺以外の誰が苦労して治おさめる？　……いっそオーデル侯爵閣下に代わってもらいたいぐらいだ」

　今なお薔薇の花びらを踏みつけながら、カシュヴァーンはうなるようにそう言っている。

　それでいて足あし下もとを凝ぎよう視しする眼は痛ましげで、アリシアはそんな夫にそっと近づいた。

「カシュヴァーン様はいつも、お嫌いなもののために一生懸命働いていらっしゃるのね」

　母親のことにしろ、アズベルグの民たみにしろ。嫌いだとあれだけ連呼しているにもかかわらず、カシュヴァーンのその身を削けずるような努力はいつも彼らのため。

　尽くしても尽くしても、カシュヴァーンが想うようには応こたえてくれない彼らのため。

「誰かのためになんかじゃない。俺の、ただの自己満足だ」

　奥歯を嚙かみ締め、カシュヴァーンは吐き捨てた。

「親父に殴られようが、俺に邪じや険けんにされようが、マリアンヌはいつもにこにこしていた。金目当ての浮かれ女と蔑まれても、あの生き方と死に方に本人は満足していたんだ。アズベルグの連中だって……親父が領主だった時代のほうが、好き勝手にできてよかったという奴が貴族にも農民にも大勢いる」

　そこでカシュヴァーンは、あのひどく優しくて、ひどく悲しそうな眼でアリシアを見た。

「自分が幸せかどうかなど、決められるのはそいつ自身だけだ。他人が口を出せるようなことじゃない、それは分かっている。それでもどうしても、嫌だと思う気持ちを抑おさえておけない……そんな自分が、一番嫌だ」

　また足下に視線を落としたカシュヴァーンは、散々踏みつけられて泥まみれになった薔薇の花びらをじっと見ている。

　同じように無む惨ざんな薔薇の花びらを見つめたアリシアの唇くちびるから、ふっとこんな言葉がこぼれた。

「カシュヴァーン様は……ご自分のことがお嫌いなのね」

　そろそろと、手て負おいの獣けものに近づくように寄ってきたアリシアに、カシュヴァーンはぴくりと肩を反応させた。でもまだ顔を上げない。

　だからアリシアがさらに近づいた。瞬間身を引こうとしたカシュヴァーンの動きに呼応して、アリシアは自分でも驚くほど自然にこう言った。

「カシュヴァーン様が、カシュヴァーン様のことをお嫌いでも……私はカシュヴァーン様のことが、好きですわ。だってあなたは私の理想の旦だん那な様で、私の家族で、私を……助けに来て下さった、王子様なんですもの」

　手を伸ばし、カシュヴァーンの腕に触れる。

　本当は顔に触れたかったのだが、手が届かないのだ。仕方がないので腕を支えに背伸びして、アリシアはうつむいたカシュヴァーンの眼を覗のぞき込み、眼と眼を合わせて微笑みかけた。

「嫌なことは嫌と言っていいとおっしゃったわ。私……カシュヴァーン様が、つらそうな顔をしているのを見るのは嫌」

　毒草すら平気で消化するアリシアに、「おなかが痛い」思いをさせられるのはカシュヴァーンだけだから。

「私がカシュヴァーン様の分まで、カシュヴァーン様のことを好きになります。片方ができないことは、片方がしてあげればいいんですわ。二人でいるってそういうことだってルアークが前に……あっ！」

　カシュヴァーンの手が動いた、と思った次の瞬間、強い力で抱き締められた。

　まるで抱き潰つぶしてしまおうとでも言うような、遠えん慮りよのない力できつく抱かれて、おなかどころか体中が痛い。

「カ、カシュヴァーン様……苦し……んっ」

　あごを取られ、そのまま唇を唇でふさがれる。

　さっきジスカルドにされたことと同じなのに、アリシアの体中を走ったのは嫌けん悪お感かんでも恐怖でもなく、熱とめまいとしびれだった。

「……はあ」

　長くはない口づけから解放された後も、強い腕は緩ゆるまない。

　体がきしみ、「おなかが痛」くて、アリシアは混乱しながら解放を訴えた。

「あ、の……カシュ……お願い……少し、放して……」

「どうしていつもお前はそうなんだ……！　俺はお前がオーデル侯爵に手を出されかけていると知っていて、止めもしなかったような最低の夫だぞ」

　アリシアの訴えも聞こえないのか、感かん極きわまった様子でつぶやくカシュヴァーンの声は震ふるえを帯びている。

　その声を聞いていると、ぎりぎりと体を締め上げるこの痛みさえ、どこか甘く感じられるのはどうしてなのだろう？

「あんまり俺を……甘やかしてくれるなよ」

「……カシュヴァーン様……」

「俺は、夢を見慣れていないんだ。……頼むから、これ以上つけ上がらせないでくれ。俺がまだ、お前の手を放せるぐらいにはまともでいられるうちに、お前は……」







「お涙頂ちよう戴だいは終わりですか？」

　嘲あざけりを秘めた冷たい声が聞こえ、カシュヴァーンがはっとしたように腕を緩めた。

　いつからそこにいたのだろう。少し離れた場所にはジスカルドが立ち、彼の背後ではエルティーナまで退屈そうな顔をしていた。

「失礼、立ち聞きは申し訳ないかとは思いましたが、盛り上がっておいでのようでしたので。それに私以外にも、盗み聞きをしている者がいたようでしたのでね。部下に追い払わせておきましたよ」

　下へ手たな観劇でも見終えたような態度で言うと、ジスカルドは硬こう直ちよくしたアリシアとカシュヴァーンに向かって手を差し出した。どうやらルアークは追い払われてしまったらしい。

「さあ、アリシア様、こちらへ」

　さっきの続きだと言わんばかりに延べられた手を見て、アリシアはますます身を硬かたくし、カシュヴァーンは妻を抱き締める手に力を込めた。

「どうしましたアリシア様？　ライセン強公爵も、そのように私を睨にらんでどういうおつもりか」

「……シ……シイル様も奥様も、いらっしゃるのに」

　とっさにアリシアの口を突いたのは、部屋で休んでいると聞くシイルと、気け怠だるそうな表情でこちらを見るともなく見ているエルティーナのことだった。

「シイル様はジスカルド様の愛人で、とってもあなたのことがお好きなのでしょう？　それなのに……奥様もそこにいらっしゃるのに」

「ええ、確かにシイル様とは、親しくお付き合いさせていただいておりますよ。私も彼女のことは嫌いではない。エルティーナ様のことだってもちろん愛している」

　臆おく面めんもなく言うと、ジスカルドは、ですが、と続けた。

「シイル様は、楽しめる範囲を越えようとなさっている。私が妻ある身、それもエルティーナ様のような高貴な姫君を妻としていると知っていて、愛人以上の関係を求めるなど……恋愛遊ゆう戯ぎの規則をあまりおわかりでないようだ。その点エルティーナ様やアリシア様、あなたたちはさすが名高い名家のご令嬢。多くの愛人に愛されることこそ、紳しん士し淑しゆく女じよの位くらいを高めると心得ていらっしゃる」

　ロベル家を小馬鹿にするようなことを延べ、ジスカルドは皮肉っぽく笑った。

「それにそろそろシイル様にも、結婚しなければならない時期が近づいている。援助をさせていただいている家の女性が、嫁ぎ遅れるなどという不名誉は私はごめんです。そのための舞ぶ踏とう会かいでもあったのに、あの方は私以外の男性とのダンスを子供のように嫌がるのですから、まったく……」

　ため息交じりに語るジスカルドを睨んでいたカシュヴァーンが、ふと眼を動かしたことにアリシアは気づいた。

「シイル様……」

　少し離れた暗がりにこわごわと立つ小柄な少女の登場は、ジスカルドにとっても予想外だったのだろう。かすかに焦あせった顔になった。

「……シイル様、どうしたのです、このような時刻に、そのような薄着で、侍じ女じよも連れずに……よい医師をお呼びしたのですから、ゆっくりしていて下さいとあれほど」

「ごめんなさい。高価なお薬をいただくよりも、ジスカルド様にお会いしたほうがきっと治りが早くなると思って……でも……確かに……効ききました。とても」

　仮面を貼りつけたように無表情だったシイルは、そこでにこりと微笑んだ。

「ゆ、夢を見せて下さってありがとうございました、……ジスカルド様」

　微笑んだその瞳ひとみから、ぽろぽろと涙がこぼれ落ちる。

「げ……現実まで、見せて下さって……ありが……」

　最後まで言えず、シイルは身をひるがえし、屋敷のほうへと走り去ってしまった。

「興きようざめね」

　シイルの姿が見えなくなってから、エルティーナがぽつりとつぶやく。

「私はもう部屋へ帰るわ、ジス。あなたも今夜はこれぐらいにしたら？」

　冷さめた口調でそう言うと、エルティーナはさっさと歩き出した。

「……しょせんは農民の血を引く成り上がりの五家というわけか。引き際の美学というものをご存じない」

　同じく冷めた口調で吐き捨て、ジスカルドは優ゆう美びな一礼をアリシアに送った。

「ではアリシア様、また明日にでも」

　もうその頭の中にはシイルのことなどないのだろう。夫人を部屋に送るつもりか、エルティーナを追っていってしまう。

「お気の毒ですわ、シイル様……」

　アリシアにも分かるほど、ジスカルドを理想の王子様と慕したっていたシイルだ。いくら悲劇のヒロインに酔っていたとしても……道ならぬ恋ゆえに日陰の立場を余よ儀ぎなくされるのと、もう飽あきたとばかりに体ていよく他の男と結婚させられてしまうのとでは違うというもの。

「どうしましょう……シイル様もカシュヴァーン様の愛人にしてみます……？」

　とりあえず代替案を口にしたアリシアを抱いた腕に再び力がこもった。

「──もう、我慢ならん」

　遠ざかっていくジスカルドの背を睨みつけ、カシュヴァーンは決意の表情で言った。







「一体シイルに何をおっしゃったのですか、オーデル侯爵」

　五日後の朝食の席の空気は、険けわしい顔をしたキリアンのそんなひと言で一変した。

　すでに食事そのものは終わっているが、みなまだ席に着いている。上かみ座ざのキリアンに続きジスカルド、エルティーナ、ティルナード、そしてアリシア。

　先日まで「気分が優すぐれない」の一点張りだったエルティーナがいるが、シイルの姿はない。部屋に閉じこもり、誰にも会いたくないと言っているという。

　理由をシイルははっきり述べてはいないようだが、おおまかな見当はついているのだろう。キリアンの眼には抑えた怒りがあるが、ジスカルドの表情は涼すずしいものだ。

「キリアン様、お客様もいらっしゃる食事の席でそのようなことは」

「み、みなの前で申し上げなければ、あなたが返事をして下さらないからです！　私だって妹の恥をさらすのは忍びない、しかし妹に恥をかかせたのはあなただ……！」

　これまでずっと、ジスカルドに全ぜん幅ぷくの信頼を寄せ続けていたキリアンだ。だが妹可か愛わいさに我を忘れたか、椅い子すを蹴って立ち上がった彼を、ジスカルドは冷ひややかに一いち瞥べつした。

「キリアン様、席に戻りなさい。成り上がりと蔑まれたくないと、あなたは何度も私におっしゃったではありませんか。立ち居振る舞いには生まれというものが強く出るのです。お気をつけられよ」

「……まだ婚約もしていない身で、おまけにオーデル侯爵となど……私は止めたんです、最初からずっと。いずれお前が傷つくだけだって」

　席にこそ戻ったが、キリアンは必死に食い下がる。

「ですがシイルは、あなたに、妻がいる身だから愛人にしかできないと言われたと、舞い上がって……！　あ、あなたほどの人が、たとえ独身だったとしてもシイルと結婚して下さるはずがないことなど私にも分かります。田舎娘に夢を見せておいて、こんな風に」

「ご心配なさらずとも、あなた方への援助は続けますよ」

　露つゆほども表情を変えずにジスカルドは答えた。

「この屋敷を維い持じしていくだけで大変な出費だ。ロベル家の財政では到底まかなえないでしょうが、あれだけの舞踏会を開いておいて今さら手放すこともできないでしょう？　もちろんシイル様にもあなたにも、相応しい結婚相手を探して差し上げます。それ以上何をお望みなのです？」

「……ッ……私も、私の妹も、そのようなことを望んでいるわけでは……!!」

「……ロベル子爵、もうおやめ下さい」

　ティルナードが心配そうに声をかけた時、

「ライセ……、あっ、まっ、お待ちをッ」

　外から乱暴な靴くつ音おとが聞こえてきた。

　外に控ひかえていた従僕が焦った声を上げるなか、自ら扉を開き室内に入ってきたのは、マントの裏地以外真っ黒ないつもの衣装で固めたカシュヴァーンだった。

　背後にはトレイスとセイグラムまでいる。カシュヴァーンに用事を言い付けられたとかで、ここしばらく姿が見えなかった二人。

「これはこれは、ライセン強公爵。人を呼びつけておいてずいぶんのんびりとしたご登場ですね」

　早さつ速そく皮肉を飛ばしたジスカルドが言うとおり、みなが食事も終わったのに席に残っていたのは、「話がある」とのカシュヴァーンを待っていたからだ。

　だがカシュヴァーンはにっこりと、普段からは想像もつかないほど晴れやかに笑って、

「ああ、遅くなって悪かったな、オーデル侯爵。俺も謝っているんだから許せよ」

　室内の空気が凍こおりつく。

　図々しいにもほどがある態度にジスカルドは固まったが、アリシアはああ、という顔をした。

「そうね、謝ればきっと許して下さるわよね。ジスカルド様、私も謝りますのでカシュヴァーン様を許してあげて下さい」

　甘く優しい台せ詞りふより、カシュヴァーンのこういう物言いのほうが聞き慣れている。ちょっと嬉うれしくなってそうつけ足したところ、ジスカルドはますます顔を引きつらせた。

「……一体どういう」

　詰きつ問もんを始めようとするジスカルドをさえぎり、カシュヴァーンはアリシアとティルナードに呼びかけた。

「アリシア、ティル、こっちに来い。そんな男の側にいつまでもいると妊にん娠しんさせられるぞ」

「え？　あ、はい、ええ」

「おいライセン、お前どさくさに紛まぎれて僕を本当に愛人扱いしていないか!?」

　いつも素直なアリシアと、結局素直なティルナードが、トレイスとセイグラムに椅子を引かれカシュヴァーンの側に行く。

「──一体どういうおつもりか、ライセン強公爵」

　キリアンなどはまだぽかんとしているが、ジスカルドはすでに怒りを発揮できるまでに体勢を立て直していた。

「気でも触れたか。それとも余よ興きようのつもりか？　くだらない。生まれの知れるような真似はさっさとやめろ」

「俺の生まれも育ちもあなたはよくご存じだろう、オーデル大侯爵閣下。ふん、それにしても腹が立つぐらいきれいな顔だな。正直ぶくぶくに太ったひひじじいか、がりがりに瘦やせた陰いん湿しつな野郎だと思っていたのに、見た目じゃ悪口が言えなくて残念だ」

　遠慮も何もない言葉に、ジスカルドはとうとう立ち上がった。

　生まれが知れますわよ、と忠告しそうになったアリシアを、トレイスが必死に口をふさいで黙らせる。

「一体どういうつもりかと、聞いている」

「こういうつもりだ」

　カシュヴァーンの手が腰に滑すべり、すらりと剣を抜き放はなった。先ほど彼を止め損そこなったロベル家の従僕たちが短く息を吞む。

　帯剣していることに気づいていなかったのだろう。だが他人の屋敷の会食の席に帯剣してやって来ること自体非常識なのだ、無理もない。

　その上抜き放たれた剣はまっすぐに、ジスカルドに向かって突きつけられている。

「宣せん戦せん布ふ告こくだ、オーデル侯爵閣下」

「……やはり気が触れたようだな」

　しばしの沈ちん黙もくの後、ジスカルドは哀れむような目つきになった。

「一度はアズベルグに戻した兵を堂々と呼び戻してどうする気かと思っていたが、まさか本当にこのような手段に出るとは。正気の沙さ汰たとも思えん」

　カシュヴァーンは舞踏会の準備のみならず、荒あら事ごとを予測して兵まで用意していたようだ。ジスカルドに言われていったんは兵を退しりぞかせたのだろうが、セイグラムとトレイスに命じて呼び戻したらしい。

　道理でここに来る準備に時間がかかったはず、とようやく納得しているアリシアを尻しり目めに、ジスカルドはため息をついている。

「まさか表おもて向むき兵を戻して安心させておき、もう一度連れてくれば裏をかけるなどと考えたわけではあるまい？」

「当たり前だろう。それならああも堂々と兵を呼び戻したりはせんさ」

　平然とカシュヴァーンが答えると、ジスカルドはまたため息をついた。

「地方伯を次々その手に収め、己が偉くなったと錯さつ覚かくしてしまったのか。まさか本気で、公爵の次は国王にまで成り上がらんという妄もう想そうを抱いだいているのか？」

　その言葉を聞いて、以前にセイグラムがカシュヴァーンをそそのかしていたのをアリシアは思い出した。野心はないのか、いっそ国王にまで成り上がる気はないのか……と。

　カシュヴァーン自身の意思はどうあれ、いつの間にか周辺の地方伯とあらかた親交を結びつつある彼の存在は、ジスカルドの眼には反逆者予備軍として映っているらしい。

「どんな愚おろか者にも分かるよう、私は何度も説明してやったはずだぞ。オーデル地方とアズベルグ地方の財政の差、集められる兵士の差、私と貴様の領主としての人望の差。王家との繫つながりを持ち、〈翼の祈り〉教団とまで手を組んでいる私に歯向かえば、みじめな思いをするのは貴様だけではない」

　あからさまな脅おどし文句に、アリシアとティルナードは心配そうにカシュヴァーンを見た。

　だがカシュヴァーンはずっと己おのれを縛しばりつけてきた脅きよう迫はくを、軽く鼻先で笑い飛ばした。

「正気でこんなことは言えんさ。散々貴公が繰り返して下さったとおり、俺は父親にそっくりだ。だから父親同様頭がおかしいんだろうよ」

　皮肉に瞳を細めた後、隣のアリシアの肩を強く抱き寄せた。

「だが本気だ。俺もろくでなしの自覚はあるが、貴様よりはまだましだろう。アズベルグの領主の座も、アリシアも、むざむざ貴様になど渡しはしない」

　ついにジスカルドを「貴様」呼ばわりしたカシュヴァーンは、突然のことに顔を赤らめた妻をしっかりと抱いたまま宣言する。

「オーデル侯爵。貴様のような女をないがしろにする男が、俺は世界で一番嫌いだ。貴様の大好きなラグラドール人を大勢使って、せいぜいえげつない戦いをしてやるから覚悟しろ。捕ほ虜りよにした暁あかつきには、死ぬほど魚を食わせてやるからそう思え！」

　物語の悪役のような台詞を聞いて、ジスカルドは端正な顔立ちをかすかに歪めた。

「……何が捕虜だ。貴様、自分たちが今どこにいるのか分かっているのか？　最後の悪あがきで兵を呼び戻したはいいが、肝かん心じんの指揮官は敵地のまっただ中だぞ。おまけに随分な強行軍を強いられて、相当疲ひ弊へいしているようではないか」

　言いながらジスカルドは、気づけば部屋の扉付近に集まってきていた兵士たちに目め配くばせをした。フェイトリン地方出身と思われる、どこか純朴そうな従僕たちとは明らかに違う、訓練の成果の見える無む駄だのない動き。

「このロベルの屋敷は私の屋敷も同然だ。例の死神におかしな真似をさせていたようだが、私の部下にも腕の立つ者は大勢いる。捕虜などぬるい、今ここで貴様らを処刑してやる!!」

　こちらも物語の悪役よろしく叫んだジスカルドの命令を聞き、アリシアの肩を抱いたカシュヴァーンの指先に力がこもる。

　気づけばトレイスもセイグラムも剣を抜き、セイグラムはその背にティルナードを庇かばっている。

　他の二人はともかくとして、カシュヴァーンとセイグラムの強さはアリシアも分かっているが、人数差は歴然。おまけに、

「残りの兵はアズベルグ地方へ向かえ。ライセン強公爵は王家へ反逆を起こした！　ひと息に攻め落とし、私が新たな領主となってやることを伝えろ!!」

　最初からこうする予定があったのだろう。すかさずアズベルグ地方への侵攻を命じたジスカルド。

　その首筋に、突然銀色のものが押し当てられた。







「ルアーク！」

　ジスカルドの背後に忽こつ然ぜんと現れた死神少年の名を、アリシアは思わず呼んでしまった。

「オーデル侯爵、も、申し訳ありませんっ……！　こいつ、今までと動きが違う……!!」

　ルアークを見張っていたらしき体格のいい兵士が、手近の柱にすがって体を支えながら謝罪した。『肥料要らず』の毒を受けたのだろう、一見外傷はないが、ろれつが回っていない。

　小さく舌打ちをしたジスカルドの正面に回り込んできたルアークは、アリシアの呼びかけを無視して言った。

「はは、眉まゆひとつ動かさないかぁ。さっすが役者が違うね、ジスカルドおにいちゃん」

「ルアーク！」

　今度はカシュヴァーンが叫んだが、ルアークの反応は冷ややかだ。

「うるさいなあ、黙ってくれる？　誰だか知らないおにいちゃん」

　素そっ気けない言葉を聞いてカシュヴァーンが顔を歪めた。














「──おい、白しら々じらしい真似はやめろルアーク。表には出るな、この場の退路を確保してくれるだけでいいと言ったはずだぞ」

「ねー、ジスカルド様ぁ。あんたこないだ、俺のおにいちゃんを使ってずいぶんふざけた真似してくれたみたいだよねえ」

「サイード」の一件を持ち出し、わざとらしく絡み始めたルアークにカシュヴァーンが詰め寄った。

「ルアーク！　やめろと言っている。お前にすべてを押しつけるために、側に置いているんじゃない！　大体この男は俺たちの関係を知っているんだ、散々嫌味を言いやがったからな!!」

　夜の中庭にてアリシアに、ルアークを知っていることを匂わせてきたジスカルドだ。主あるじ夫妻の立場を余計に悪くすると思ったからこそ、あの時ルアークは姿を見せるのを控えたのだろう。

　だが今ルアークは、堂々と人前に姿を現した。そしてカシュヴァーンのことを「知らない」と言った。

「いいから黙ってなって。真実なんて政治の世界じゃどうでもいいの、何が真実かって世間に認められることが大事なの。ですよねー？　ジスカルド様ぁ。こっちはこれ以上事態が悪くなりようもないし、できることはしてみないとね」

　思わせぶりな言葉の意味を、ジスカルドは一瞬にして汲くんだようだった。

「お前個人の恨みとして片づけるつもりか？　美しき忠誠心ではあるな。いいだろう。私をここで殺すなら殺してみるがいい」

　首元に毒針を突きつけられているとは思えない態度で、ジスカルドはそう挑ちよう発はつした。

「まともに戦端を開いたところで勝てるはずがないと理解できた、それだけは褒めてやる。ただし、その猿さる芝しば居いでライセンとの繫がりをごまかせると本気で思っているわけではあるまい？　独断で私を殺したところで、貴様の主が罪を免まぬがれることはないぞ」

　無駄なことだと断言してから、毒針越しにルアークを見下ろして、

「ルアークと言ったな。貴様の腕、噂以上のもののようだ。ライセンよりも私を主に選べ。それなりの待遇は約束してやってもいい」

「へー、今そんなこと言えるんだ。いーねー思わずくらっと来ちゃいそう。でもだーめ。だってあんた、俺の死神姫様に手ぇ出したんだから」

　うかつに姿を見せられなかったゆえに、アリシアをジスカルドの口づけから守れなかったこと。それを後悔しているようだった。

　聞く耳持たない態度のルアークに、アリシアは反射的に叫んだ。

「ルアーク、ルアーク！　ほら、私こんなにあなたのこと呼んでるわ！　今さら知らんぷりしてもだめよ、あなたは私たちの息子なの！　誰がいなくても家族はだめなの!!」

　カシュヴァーンも手を伸ばし、ルアークを押し退けようとする。

「ルアーク、お前ひとりにだけ格かつ好こうはつけさせんぞ！　どけッ、俺が今ここでそいつの首を落とす!!」

　それぞれにルアークの暴走を止めようとした夫婦の声に、それは楽しそうな笑い声が重なった。







「……ふふふ、あははははは！」

　一瞬アリシアはルアークが笑い出したのかと思ったが、朗ほがらかな声は女性のもの。

　まだあ然としているキリアンとは対照的に、ただただ退屈そうに一連の出来事を眺ながめていたエルティーナだった。

「なんてつまらない男かしらと思っていたのに……なかなかやるじゃないのカーシュ、それにアリシア！」

　さも面おも白しろそうに笑いながらエルティーナは立ち上がり、白い指先を振ってジスカルドが呼んだ兵士たちに命じた。

「とりあえずお前たち、下がりなさい」

「エルティーナ様!?」

　ぎょっとしたジスカルドを無視し、彼女は普段の気け怠だるさが噓のようにきびきびと命じた。

「それと、アズベルグ地方への侵攻はなしよ。どうせしないとは思うけど」

「かしこまりました」

　責任者と思おぼしき男がうやうやしくエルティーナに頭を下げ、それを合あい図ずに兵士たちはたちまち場を辞していく。

「そして、ルアークって言ったかしら？　あなたもそのおかしな針をしまってちょうだい」

「あー、えーと、はーい」

　眼をぱちぱちさせながらも、ルアークは言われたとおりに武器を下げた。

　ジスカルドは反射的にカシュヴァーンを見た。だがアリシアも、それにカシュヴァーンも、剣を構えたまま呆あつ気けに取られた顔をしているだけ。

「……一体、どういうことですか、エルティーナ様」

　この状況の変化を前にして、かろうじてそう聞ける程度の余裕がまだジスカルドには残されていた。

「どうって、あれは私が嫁いだ時に一緒に連れてきた国王軍の兵士だもの。私の命令に従うのは当然だわ」

「……そういうことを聞いているのではありません。この男がそんなに気に入ったのですか。確かに今までのあなたの愛人とは少々毛色が違いますが」

　ちらとカシュヴァーンを振り返ったジスカルドに、エルティーナは笑って首を振った。

「いいえ、全然。知ってるでしょうけど私は面食いだし、そんなつまらない田舎者興味ないわよ」

「はは、あんだけ当て馬に使われた上にすっごい言われ方だね、カシュヴァーンおにいちゃん……あっと、ごめんね途中で放り出しちゃって。ねぇ、入って来なよ」

　手ひどい評価に笑うルアークが声をかけたのは、開け放たれたままの部屋の扉からこわごわ顔を覗かせたシイルだった。

「まあ、シイル様！　お体は大丈夫ですの？」

「アリシア様、いえ、あんまり大丈夫じゃないんですけど……この方が、王子様の化けの皮をはいであげるからって……」

　当とう惑わくした様子でシイルはルアークを指し示す。どうやらルアークが、部屋で伏せっていたシイルを強引に引っ張ってきたらしい。

「……エルティーナ様。ではなぜ、このようなことを」

　一瞬だけシイルとルアークを見た後、ジスカルドは再び妻に問いかけた。

「それはね、ジス。あなたの知らない幾いくつかのことがあるからよ」

　意味ありげな前置きをして、エルティーナはしゃべり始める。

「例えばあなたが〈翼の祈り〉を邪魔者あつかいして、王家の権威を高めることに躍やつ起きになっているのは、将来的に自分が王になるためだって最初からお父様は知っていた、とか」

　ジスカルドが軽く眼を見開き、アリシアは意外そうにする。

「あら、ジスカルド様も王様になりたいのですか？」

「……おいアリシア、〝も〟ってなんだ。危ない発言はやめてくれ」

　自分にはそんな野心はない、と強調しながら、カシュヴァーンは一方で納得する。

「ふうん……なるほどな。人間は他人の内に自分と同じ闇やみを見る、か。ちなみにこれはバルロイの台詞だ」

　ラグラドール人嫌いのジスカルドをそうやって当てこすれば、ジスカルドは射殺しそうな眼でカシュヴァーンを睨みつける。

「変われば変わるものだな、ライセン。つい昨日まで、私には田舎者なりに礼儀を守っていたくせに」

「俺は貴公の人格に頭を下げたわけではなく、状況に頭を下げていたに過ぎんからな。状況が変われば態度も変わるさ」

　険悪な雰ふん囲い気きの二人を見つめながら、エルティーナは楽しそうに、そして少し寂しそうにつぶやいた。

「だからこそお父様は私とあなたを結婚させたのよ。オーデル侯爵家の力を取り込むことと、手近に置いてあなたの行動を監視するためにね」

「──そして、ライセンを支配下に置こうとした私の勢力が強くなりすぎることを恐れ、最後の最後で手の平を返したということですか」

　前髪をかき上げ、小さなため息をついたジスカルドの表情には、それまでの優ゆう雅がさが戻っていた。多少無理もしているのだろうが、取り乱すまでに至らないのがさすがだ。

「……してやられた、ということですね。あなたのお父上がそこまで考えていらしたとは驚きですが」

「確かにお父様は臆おく病びよう者もので、疑い深くて、だけどその分自分の地位を脅おびやかしそうな相手にはものすごく敏感なのよ。それにたとえお父様が気づかなかったとしても、スタンバール一族が見逃すはずがないでしょう？」

　シルディーン国王を代々補佐する宰さい相しようを輩はい出しゆつする、スタンバール一族。

　各地の貴族がそれぞれに勢力を持つこの国を、愚ぐ王おうと噂されるエルティーナの父がかろうじてまとめていられるのも、彼らの働きあってこそ。

「……そうですね。分かりましたよ。とてもよく」

　冷ややかな声。冷ややかな表情。

　アリシアでさえぞっとさせる吹ふ雪ぶきのような威圧感を身にまとい、軽くあごを上げてジスカルドが見み据すえたのは、なぜかセイグラムの後ろのティルナードだった。

「レイデン伯爵。ユーランという男があなたに会いたがっている」

「──……え……？」

　眼と眼が合った途端、慌ててセイグラムの背中に隠れようとしたティルナードが中途半端な姿勢で凍りつく。

　ちょうど今のティルナードのように、何か怖こわい目に遭あうとすぐ主の背中に逃げ込む彼の前後こう見けん人にんの姿をアリシアは思い出した。

「ユーラン様？　でも……あの方は」

〈翼の祈り〉教団の聖職者ユーラン。おっとりのんびり、失言が多く、見た目も行動も頼りがいのなさそうなひょろひょろした長髪の青年。

　レイデン地方で起きた農民の反乱の後、ただひとり生き残ったティルナードを甘く優しく、実力に見合わぬ傲ごう慢まんさを修正せずに育てた男。

　ティルナードを使ってカシュヴァーンの始末を企くわだてた彼を、最終的にルアークの毒針で刺したのはアリシアだ。ユーランを引っかけるため自分も毒を受けたアリシアは、『肥料要らず』に耐性があったので寝込んだだけですんだが、見るからに体力のないユーランは死んだものと思われていた。だが……

「教団から処刑されかけたらしいですが、今ではすっかり回復したようだ。手塩にかけた可愛いおぼっちゃんがよりにもよってライセン家に後見されていると知り、ずいぶん心配しているようですよ」

　冷笑したジスカルドは、険しい顔のカシュヴァーンにも同じ微笑みを向けた。

「地方伯の令嬢を金で買い、〈翼の祈り〉教団からレイデン地方を奪うという暴挙に出ておいて、なぜ貴様が今まで大した反撃を受けることもなくのうのうとしていられたと思う？　私が裏から手を回し、教団側の動きを邪魔していたからだ。奴らにこれ以上力を与えるぐらいなら、貴様に一いつ時とき花を持たせてやるほうがましだと判断したのでな」

　それはいずれ、ジスカルド自身の手でたやすく奪い取れるという目もく論ろ見みもあってのことだったのだろう。

　しかし今カシュヴァーンは、ジスカルドが協力しようと差し出した手を力の限り蹴飛ばしてしまったのだ。

「自分たちが今まで誰の翼に守られていたのか……すぐに後悔することになるだろう。アリシア様、レイデン伯爵、気が変わることがあればすぐに私にご連絡を。同じ地方伯として、恥ずかしくない程度の暮らしはお約束します」

　昂こう然ぜんと顔を上げ、あくまで優美な一礼をする姿は堂に入いったものだ。びくっとしたシイルの横を通り抜け、ジスカルドは大おお股またに去っていってしまった。







「自分に自信がある男って、王子様より王様になりたいものなのよね……」

　小さなため息をついてそう言うと、エルティーナは部屋に残った一同を見回してにっこり笑った。

「あーあ、私、またジスに嫌われることをしちゃった」

　これまでの気怠げな雰囲気とは対照的に、その表情はさっぱりとして明るい。

　まだどこか呆ぼう然ぜんとしている男性陣をよそに、アリシアが不思議そうにする。

「あら、でもオーデル侯爵夫人は、ジスカルド様より他の愛人の方たちといらしたほうが楽しいのでは？」

「ええ、楽しいわよ？　だってジスと違って、みんなちやほやしてくれるんだもの」

　あっさり答えたエルティーナは、肩をすくめて尋たずね返した。

「それを言ったのはジスね？　まったくあの男、毎回毎回同じ手を使うんだから……どうせ形だけの夫婦だとか、私は夫に関心がないとかぺらぺらしゃべったんでしょう」

「ええと、そうですわね、お話を真ま面じ目めに聞いて下さらないとかもがもが」

　うながされるままエルティーナの悪口を口走りかけたアリシアの口をふさぎながら、カシュヴァーンがなんとも複雑な顔つきで頭を下げた。

「……お礼を申し上げるべきでしょうね、オーデル侯爵夫人」

「当たり前じゃない。たとえジスを殺してこの場を逃れたとしても、今度はお父様たちに潰されるだけ。まったく、口づけひとつしてくれるまでに二日もかかる男のためだと思うと、割に合わないったら」

「オーデル侯爵夫人！」

「ア、アリシア様は聞いてはいけません！」

　慌てたカシュヴァーンに続き、トレイスが顔色を変えてアリシアの耳をふさごうとするのを見て、エルティーナはそれはおかしそうに笑った。

「トレイスって言ったわね？　あなたも毎回毎回カーシュにくっついて来て、本当に邪魔だったわ。暇ひまつぶしに遊んであげようとしたら突然祈り出すし……ほら、アリシアを放してあげて。私はその子と話したいの。恩人の言うことが聞けないの？」

　王女の威厳をもって下された命令に、トレイスは渋しぶ々しぶ従った。

「ねえアリシア。あなたの旦那様って本当につまらない男よ。私が何度誘っても、『俺のような田舎者と遊んでもつまらないですよ』とかなんとか言って、ちっとも手を出してくれないの」

　カシュヴァーンは、苦々しい顔をしてそっぽを向いている。

「あんまりつまらないから押し倒してやったら、つまらないを通り越してむかついたわ。明らかに心が入ってないのに、技巧だけ変にあって半端に満足させられ」

「……オーデル侯爵夫人!!」

　そっぽを向いていられなくなったカシュヴァーンが叫び、トレイスが「最後まではしていないんです！　そのはずです!!」と我が事のように弁解を始め、エルティーナはけろりとしている。

「エルって呼んでくれたらやめてあげる」

「……オーデル侯爵夫人、頼みますからやめて下さい。ただでさえ変なあだ名がひとり歩きしていて困っているんです」

「分かったわよ。ふふ、カーシュって本当につまらない男。女にとってどんな男が一番つまらないって、他の女に夢中の男よね」

「エル！」

「嫌よ、やめてなんかあげないわ。どうでもいい男に愛称で呼ばれてもちっともときめかないし」

　ころころと楽しげに笑ったエルティーナは、金のまつげに彩いろどられた瞳をそっと伏せた。

「あのジスがあれだけ意識して、周到に用意していびる相手なんですもの。少しぐらい嫉しつ妬としてくれると思ったのに……馬鹿みたい」

「……嫉妬……？」

　胸のどこかにすとんと収まった言葉を小さく繰り返したアリシアから、エルティーナはシイルへ視線を移した。

「ごめんなさいね、シイル。私の夫にずいぶんな目に遭わされたわね」

「……い、いいえ……」

　ぎこちなくつぶやくシイルに、エルティーナは意外な話を切り出した。

「実はね、私も『夢の王子様』は大好きなの。あなたと同い年ぐらいのころ、繰り返し繰り返し、何回も読んだわ」

「えっ!?」

　眼を見開いて驚くシイルをよそに、アリシアはごく普通に相あい槌づちを打つ。

「そういえばオーデル侯爵夫人、あのお話はとても面白いっておっしゃっていましたわよね」

「ええ、とっても面白いのよ。お姫様がさらわれかけて、王子様が助けに来て、お姫様がさらわれかけて、王子様が助けに来て、お姫様がさらわれかけて、王子様が助けに来て、最後にさらわれたお姫様を助けに来た王子様が悪い竜をやっつけて、それでおしまい。芸も何もあったものじゃないわ」

　微笑みながらエルティーナが語る『夢の王子様』の評に、一瞬シイルが呆気に取られた顔をする。

　だがエルティーナの表情は穏おだやかで、以前似たようなことを語った時の棘とげはなかった。

「芸も何もあったものじゃなくて……でも、それがいいのよ。お姫様の危機には必ず王子様が来てくれて、そして最後に二人は結ばれて幸せになるの。夢見る女の子には、それだけで十分。余計なつけ足しはいらないわ」

　語るその顔は美しく、そして少し寂しそうだった。

「……昔、私は女王になるために勉強をさせられていたことがあるの。お父様の子供が私しかいなかったから、下手に他貴族を王家に取り込んで面倒ごとになるよりはってことでね。政治だの経済だの帝王学を山ほど詰め込まれる合間に、すてきな恋愛小説を読むことが唯一の楽しみだった」

「まあ……」

　少し遠い眼をしているエルティーナを見つめる、シイルの瞳にはあのきらきらした輝きが戻り始めている。

「中でも『夢の王子様』は一番のお気に入りだったの。だから結局弟が生まれて、私は王女として結婚しなければいけなくなった時、求婚者の中にジスを見つけて驚いたわ。今にも死にそうなじいさんたちに紛れて、ジラルディン様がいらっしゃったんですもの……！」

「そうですよね！　私も初めてお会いした時そう思いました!!」

　思わず声を上げて同調したシイルは、次の瞬間顔を赤らめて黙り込んだ。そんな彼女をエルティーナは嬉しそうに見て、「ふふ、でしょう？　だから私、お父様に絶対彼がいい、彼と結婚したいって訴えたの。最初は渋い顔をされたけど……さっきも言ったとおりお父様も、スタンバールの宰相も、ジスの野望に気づいていたのね。最後には私の望みどおり、ジスと結婚させてくれた」

　体ていよく使われていることも知らず、舞い上がっていたかつての自分を哀れむように、エルティーナはかすかに笑う。

「結婚するまでは、ジスは本当に王子様だったのよ？　甘い言葉、華麗なダンス、素晴らしい贈おくり物……なのにいざ結婚した後は、ご覧のとおり。あちこちに女を作っては、責める私を『王女殿下ともあろう御方が』みたいな眼で見て……そのうち私も、馬鹿馬鹿しくなってしまったの」

　乾いた声で締めくくった後、エルティーナはだけど、と続けた。

「だけどごめんなさいね、シイル。それでもジスが、私の王子様。あなたにも誰にもあげないわ」

「いいえ、もちろんですオーデル侯爵夫人！」

　力強く、エルティーナが少々引いたほどに力強くシイルは叫んだ。

「私……ずっと、ずっと、あなたのことを冷たい方だって……ジスカルド様がおかわいそうだって……でも」

　きらきらと、金の話をする時のアリシアに負けないほどに眼を輝かせるシイルは、すでに半分夢の世界に入り込んでいる。

「冷たい王子様を想い続ける、けなげでいじらしいお姫様……！　イゼリアーネ姫とはちょっと違いますけど、まさに悲劇のヒロインですわ……!!」

「……言っておくけど私はハッピーエンドにするつもりよ？」

　呆あきれてつぶやくエルティーナを見ながら、「ちょっと思おも惑わくと違ったけど、とりあえず立ち直れてよかったねえ」とルアークは面白そうに笑っている。

「それにしても、久しぶりに本気で怒ってるジスを見られてよかったわ。怒ってる顔がまたきれいなのよね……悔くやしいけど私、好きなの。本当にジスの顔が好きなの」

「……好きなのは顔だけですか？」

　一応同じ男として、やや同情的にカシュヴァーンが言えば、アリシアは夫がジスカルドと並び称した美び男なんを思い出した。

「オーデル侯爵夫人、きれいな顔の男性がお好きなら、アズベルグの地方伯でいらっしゃるディネロ様はどうですか？　あちらの家は私の家同様没ぼつ落らくしておいでですから、オーデル侯爵夫人の愛人になりたがっていらっしゃるかもしれませんわ」

「あら、あなたにも分かるぐらいきれいなの？　それはさぞかし美形なんでしょうね……」

　エルティーナは一瞬満まん更ざらでもないような顔をしたが、すぐにため息をついて苦笑いした。

「……いいえ、いいわ。分かってるのよ、私。結局ジスの中身も好きなの。見栄っ張りで、格好つけで、冷酷で自己中心的で、紳士ぶってるくせに女を政治の道具か動く宝石ぐらいにしか思っていないジスが……妻である私の前でだけ、油断して馬鹿みたいな愚ぐ痴ちをぽろっと漏もらしたりするとすごく嬉しいの。あの人も知らないけど……私はあの人が好きなの」

　あの人が好きなの、と。

　少し苦しそうに、けれど誇らしげにエルティーナが語る声が、妙に耳に残るのをアリシアは感じていた。

「男のだめなところを可愛いって思いだしたらもう負けよね……ふふ、それにしてもカーシュ、あなたがこの私を放り出して、可愛い奥様の危機に駆けつけた姿はなかなかすてきだったわよ」

　アリシアを意味ありげに見ながら、エルティーナが腕を伸ばしてきた。

　だが直前で勘かんづいたカシュヴァーンはさり気なく彼女から距離を取り、しかめ面つらをしてつぶやく。

「国王陛へい下かがオーデル侯爵に野心ありと見ているなら、下手に俺を取り込んだりすれば今度は侯爵が反逆者扱いされる可能性もあるわけだ。そもそもそこの馬鹿死神に殺されかけていたわけですしね。結局あなたは、好きな男を庇っただけでしょう。そこまで恩をかけられるいわれはないと思いますが」

　これ以上付き合う義理はないと暗に言われ、本当につまらない男、とすねて見せてから、エルティーナはアリシアに微笑みかけた。

「アリシア、あなたにもごめんなさいね。私の夫が迷惑をかけたわ。おまけに私も、あなたの夫で散々遊ばせてもらったし」

「……いいえ……私、贅沢は言いませんわ」

　カーシュ、とエルティーナが呼びかけるたび、おなかの底をもぞもぞさせる謎の感情を持て余しながらアリシアは首を振った。

「だって私は、カシュヴァーン様に買っていただいたんですもの。カシュヴァーン様がオーデル侯爵夫人の愛人になりたいのなら、お止めすることはできませんわ」

「……あらまあ」

　一瞬きょとんとした後、エルティーナはもっとしかめ面になったカシュヴァーンににやりと笑ってみせる。

「私もあなたも、結婚相手に片思いってわけ。ふふ、嬉しい、仲間ね」

「……オーデル侯爵夫人」

「おお怖い。でも私の見たところ、アリシアも自覚がないだけで……まあいいわ」

　低い声を出したカシュヴァーンに大おお仰ぎように肩をすくめ、エルティーナはアリシアとシイルにこんな話を持ちかけた。

「ねえアリシア、シイル。私のことはエルティーナと呼んでちょうだい。二人とも本が好きなのでしょう？　お薦すすめの本を今度教えてくれないかしら」

「ええ、もちろんです、エルティーナ様！」

「はい、喜んで。とっておきの本をお薦めしますわ」

　楽しそうな女性たちの姿を眺めながら、トレイスはそっとカシュヴァーンにささやいた。

「……あの、奥様がお薦めするとっておきの本というのは……」

「……侯爵夫人も読む本の幅が広がっていいんじゃないか」

　ため息をついたカシュヴァーンは、「そうだねえ」などと言いながら笑っているルアークの頭にいきなり拳を落とした。

「あいたーっ!!　うっわ本気でいったーい！　何すんのカシュヴァーンおにいちゃん！」

「うるさい、なんで俺が殴ったかぐらい分かっているだろうこの馬鹿息子！　今後二度と勝手な真似をするなよ!!」

　痛がりながらもどこか嬉しそうなルアークとは対照的に、青い顔をしてうつむいているティルナードを、セイグラムが黙って見つめている。

「……ティルナード様」

「あ……いや、ごめん、ええと、ロベル子爵……元気を出して下さい」

　どうしていいか分からないらしく、椅子に座ったままのキリアンにティルナードがおずおずと声をかけた。

「その……こ、後見人ではないにしても、援助をして下さった方がその……なので、これからが大変だと思いますが……領地を接する者として、僕もお力になれればと思います」

　実感のこもった気遣いに、キリアンは泣きそうな顔をして「ありがとうございます」と答えた。














　星明かりに照らされた懐なつかしい巨大な建物。

　久しぶりに生家フェイトリンの屋敷を見上げ、アリシアははしゃいだ声を上げた。

「ああ、変わっていないわ、屋根の穴……！　飾り窓のひび割れ……!!」

「……喜んでくれて嬉しいよ」

　苦笑いしてそう言ったカシュヴァーンと並んで歩きながら、アリシアはさかんにあたりを見回し瞳を輝かせている。

　アズベルグ地方へ戻る途中、ライセン家一行はカシュヴァーンの指示でフェイトリン家の屋敷に立ち寄っていた。地方伯の屋敷に相応しい白い鳥を思わせる壮そう麗れいな建物も、かつては園丁が手をかけていた広い庭も、薄汚れ荒れ果てまるで幽霊屋敷だ。

　使用人たちは馬車に残して来たので、雑草だらけの庭を歩いているのはライセン強公爵夫妻のみ。ノーラも当初はついて来ようとしたのだが、ルアークに「わー絶対なんか出るよここ」と言われたのが効いたのか、いつになくずっとおとなしいティルナードが気になっているのか、最終的には馬車に残ることを承諾した。

「あらっ、リーゴの実がなっていますわ！」

　荒れ放題の庭の隅、自分が作った畑を見たアリシアは驚いて声を上げた。

「絶対に枯れてしまったと思っていたのに！　すごいわ、やっぱりフェイトリンは土がいいのね……きゃっ!?」

　小走りに駆けたアリシアは、よく茂ったリーゴの木の向こうから突然現れた瘦せた老人にびっくりしてしまった。

「あ、あら、幽霊……じゃ……ないわね」

「へっ、うわっ、だ、誰っ……あっ、ライセン強公爵！」

　少し残念そうなアリシア以上に驚いた老人は、カシュヴァーンの姿を認めて慌てて頭を下げた。

「ああ、気にするな、すまんな急に」

　カシュヴァーンは老人の存在を知っていたらしく、特に狼ろう狽ばいするようではない。

「い、いいえ……いらっしゃるとお聞きしていれば用意をしておきましたのに」

「気を使わないでくれ、妻と少し寄っただけだ」

「へっ！　あ、ああ、これ、いや、この方が噂うわさの……ああ、どうも奥様、お世話になっております。このお屋敷は私どもがしっかり管理しておりますので、ご安心下さい」

　何かいろいろ言いたそうにしながら、老人はぺこぺこと頭を下げて去っていった。

「カシュヴァーン様、今の方は？」

「……この屋敷の管理人だ。悪かったな、言っていなくて。一応、お前の趣味に合うような管理を心がけさせているつもりだが、よくないところを言ってくれれば直させる」

　言われてアリシアは、もう一度かつての自分の屋敷を見上げた。

　確かに屋根には穴があいていて、飾り窓にはひびが走り、壁の下部には下草がへばりついている。

　だがその光景はアリシアが嫁ぐ前と同じ荒れ加減で、今ではもっと荒廃が進んでいて然しかるべきなのだ。なのに、まるで時を止めたように屋敷の様子は変わっていない。

　胸いっぱいにこみ上げた嬉しさに、アリシアは優しい夫を見つめ深々と頭を下げた。

「管理人を……置いて下さっていたのですね。リーゴまで育ててくれているなんて……ありがとうございます、カシュヴァーン様……何よりの贈り物ですわ……」

「気にするな。直接の権利はティルが持っているとはいえ、実質的な持ち主は俺なんだからな。管理ぐらいするさ」

「そうですわよね、全然手入れをしなかったら売れないですもの……」

　結局、意地もあるのかジスカルドはまだ援助を続けるようだが、自分の屋敷を保持するだけで手一杯となったキリアンは、フェイトリンの屋敷を買うことを諦あきらめた。

　だがまたいつ、こんな話が来るか分からない。寂しくは思うものの、それはそれとしてつぶやいたアリシアを、カシュヴァーンは例の優しくて悲しそうな眼で見つめている。

「あ、あの……屋敷の様子を見せて下さるために、ここへ連れてきて下さったの……？」

　どぎまぎしながらそう尋ねると、カシュヴァーンは問いに答えず代わりに「もう少し歩くか」と言った。

　少々戸と惑まどいながらもうなずいたアリシアに合わせ、ゆっくりと歩きながらカシュヴァーンはまた唐突な話を始めた。

「アリシア。『夢の王子様』とかいう本は、お前も読んだのか」

「え……？　ええ、一応読みましたわ。カシュヴァーン様もお読みになったんですよね」

　エルティーナが評したとおりの内容だったので、アリシアは正直それほど心惹ひかれはしなかった。保存状態がとてもいいので、高く売れるだろうとは思っていたが。

　しかしカシュヴァーンは、アリシアとは違うところが気になったらしい。

「あのなんとかいう王子様は、普段どこにいる設定なんだ？」

「え？」

「毎回毎回お姫様がさらわれそうになると、あいつは飛び出してくるだろう？　それだけ近くにいるのなら、あの竜が近づいてくるのが分かりそうなものだ。なのにいつもいつも、ついにお姫様がさらわれそうだ、という段階で飛び出してくるじゃないか。何頁も愛の詩を語れるほど好きな女なら、もっと早く助けてやれよ」

「ええと……言われてみればそうですわね」

「俺なら先に竜を退治しに行く。あと、あのお姫様にはもう少し頑がん丈じような砦とりでか何かで配下に守らせる。ついでに竜が来るかもしれない時に、のこのこ外に出て行くような真似はしないと誓ちかってもらう。そもそもなんでひとりで戦うんだ。兵士ぐらい連れていないのか」

　どうやらカシュヴァーンは、乙女が好む恋愛小説のお約束というものが肌に合わなかったようだ。納得できない、という顔でぶつぶつ言っている。

「そうですわねえ……だけどお姫様がさらわれかけてくれないと、王子様が活躍できないですし……」

「……お前も、ああいう王子様が好きなのか？」

　また急に、話が変わった。

　戸惑いながらアリシアは、しばらく考えてからひとつの名前を口にした。

「私は……本の中で言うなら、フェネルート卿きようが好きですわ」

「……あの話にそんな登場人物がいたか？」

　いぶかしむカシュヴァーンに、アリシアは首を振る。

「いえ、『夢の王子様』ではなくて、『首なし騎士の報復』の主人公ですわ。とってもかっこいいんですのよ、だって首がないんですもの！　幽霊馬にまたがり、霧の向こうから駆けてきて、自分に謀む反ほんの疑いをかけたかつての親友を槍やりでひと刺し！　二ふた刺し!!」

　今度エルティーナにも薦めようと思っている本の題名を挙げ、うっとり語る妻を見てカシュヴァーンは微苦笑した。

「……まあ、お前が面食いじゃないことだけはよく分かった」

　そうつぶやいたカシュヴァーンの唇から笑みが消える。

「オーデル侯爵は、王様になりたいそうだな。──だが俺は、王子様になりたい」

　ついさっきジラルディン王子にだめ出しをしていたとは思えない台詞に、アリシアはきょとんとして立ち止まった。

　いつしか二人は、フェイトリンの屋敷の横手の木立の中まで歩いてきていた。月明かりにこうこうと照らされたその場所は、黒い影と化した木々で周囲から丸く区切られ、まるでおとぎ話の舞台のよう。

「あんな風にひとりの女を大事にして、ただそれだけのために生きて、それで満足できる……そんな男になりたい」

　淡たん々たんとそう言ったカシュヴァーンは、不意に身を屈かがめアリシアの手を取った。

「俺と踊っていただけますか、姫君」

　手の甲に触れるだけの優しい口づけ。

　いきなりやって来た「おなかが痛い」に頰ほおがほてるのを感じながら、アリシアはしどろもどろに言った。

「あ、あ、ご、ごめんなさい、私、手、荒れていて……」

　ジスカルドに指摘されたことを思い出してしまい、思わずそう口走るとカシュヴァーンはかすかに笑った。

「……俺にもそんな当てこすりを抜かしたな、あの野郎。だが……俺は、働き者のこの手が好きだ」

　好きだ。

　耳の中で鳴り響くその声にぼうっとなっている間に、腰に手を回され引き寄せられる。

「中途半端にしか習っていないから、うまく踊れる自信はないが……その時はリードしてくれるか、アリシア」

「えっ……、ええ」

　足下がふわふわするのを感じながら、アリシアは導かれるまま踊り出した。

　音楽もなく、互いが知っているステップが違うので、最初はなかなか嚙み合わなかった。だが大きな体格差がかえって功を奏し、最終的にはカシュヴァーンがアリシアを半ば振り回すような形にはなったが、なんとか寄り添って踊ることに成功した。

「……ふふ、なんだかとっても楽しいです、カシュヴァーン様」

　感覚としては、父親に抱かれてぐるぐる回してもらっていた時に近い気もする。ジスカルドにリードされた時の優美さやそつのなさとは比べものにならないが、あの時の何倍も嬉しくて楽しい。














　無邪気に喜ぶアリシアが、ぎりぎりでちゃんとステップを踏んでいる様を見下ろしカシュヴァーンは少し切なそうに笑った。

「オルガンを弾ひき、ダンスを踊る、か。いろいろあってすっかり失念していたが、お前は本当に名家のお嬢様で……お姫様なんだな。本当なら、すてきな王子様と結ばれるはずの」

　その表情を見た途端、「おなかが痛い」感覚から甘さが抜け落ち、ほろ苦い何かを含み始める。

　不安そうに見上げてくるアリシアの腰を抱いたまま、カシュヴァーンは彼女の頰に片手で触れた。

「俺はたぶん、お前のことが好きなんだ」

　まっすぐ眼を見て言われた言葉が、一瞬アリシアは理解できなかった。

　次のステップを忘れてしまった妻を優しい眼で見つめ、カシュヴァーンはさらに言った。

「愛していると、言ってもいいのかもしれない」

「カ、カ、カ……カシュヴァーン、さ、ま……？」

　いくら色恋に鈍にぶかろうが、面と向かってこれだけ口にされれば分からないはずがない。

　頭の中が真っ白で、完全に硬直したアリシアにそっと寄り添い、カシュヴァーンは体を揺らすだけのようなダンスを再開する。

「好きだから、愛しているから、これ以上は望まないという気持ちが、お前に分かるか？」

「……え……？」

　分かるかと、問われたことだけは分かったので、とにかく顔を上げようとした途端静かな声に阻はばまれた。

「何も答えなくていい。俺が勝手にしゃべっているだけだ。ただ、聞いていてくれ」

「え……、え、でも……」

　混乱の極きわみに陥おちいったアリシアに、カシュヴァーンは本当に勝手に話し続ける。

「なあアリシア。お前はいつでもにこにこ幸せそうに笑っていて、無理をすることもなくその時手に入るもので満足できるよな。お前のそういうところは美徳だと思うし、俺もお前のそういうところに惹かれているんだと思う」

　腰を抱くカシュヴァーンの指先に力がこもった。

「だがな……アリシア。俺には時々お前が、誰よりも不幸に見えるんだ」

「そんな……私」

　今とても幸せだと、言おうとした言葉を片手でそっとふさがれる。

　強い力ではないのに、不思議に逆らえなくて、アリシアは黙ることしかできなかった。

「はたから見ればお前はまさに悲劇のヒロインだ。十五で好きでもない男のところに二度も嫁ぎ、おまけに相手は評判の悪い成り上がり。〈翼の祈り〉に命を狙ねらわれ、王家にまで眼をつけられて……なのに……お前はいつも笑っている。こんな俺の腕の中でさえ……」

　口をふさいでいた手が頰を包む。

　それだけの動作で震えるほどに「おなかが痛」くなり、アリシアは眉根を寄せてカシュヴァーンを見上げた。

「フェイトリンの屋敷の権利を、お前に委い譲じようする手配をしよう。俺と別れた後も、お前が大事な屋敷のことを心配せずにすむように。もちろん管理は今までどおり続けさせる」

　泣きそうな顔のアリシアを見つめ、カシュヴァーンが口にする言葉はただ優しかった。

「いつでも俺と、別れられるようにしておくこと。俺にとっては、それがお前を愛しているということだ、アリシア」

　頰に当てられていた手が滑すべり、アリシアの肩を抱く。

　緩やかにステップを踏みながら抱き寄せられ、アリシアはたまらなくなって眼を閉じた。

「お姫様が怪物に食われて終わる話なんか、誰も望まないだろう？」

　王子様になりたいと願った声が、怪物の話をしている。

「……怪物だって本当は、そんな話を望んではいないんだ」

　自分は王子様にはなれない。そうと知っている悲しい声が、あの醜みにくい黒い竜の孤独な叫びのようにアリシアには聞こえた。








　終章







　フェイトリン地方から戻って十日。一通の書しよ簡かんを抱かかえてアリシアは、ライセンの屋敷の二階にあるカシュヴァーンの私室の前へとやって来ていた。

「つまりオーデル侯爵は、どう転んでも自分の得になるように、と計画していたわけだな」

　そうっと開いた扉の向こうから聞こえてきたカシュヴァーンの声に、報告に来ていたセイグラムの声が応じる。

「ええ。先立ってのバスツール伯はく爵しやくの件が成功し、あなたとアリシア様を亡なき者にするのもよし。それが失敗すればしたで、バスツール伯爵だけを切り離し次の手に進むだけ」

「フェイトリンで待ち伏せをして、俺に言うことを聞かせられればよし。ついでにうまくロベル兄妹だのアリシアだのティルだのを抱き込んで、自分が表おもてに出ずにフェイトリンやレイデン地方を取り込めればさらによし」

〈翼の祈り〉教団との仲を、ジスカルドは当面壊したくはないに違いない。キリアンの後こう見けん人にんとならなかったのも、自分は矢や面おもてに立たずじわじわと勢力範囲を広げたいとの企たくらみがあったからなのだろう。

「だめなら俺に手を出させ、反逆者を処分する大義名分の下もと始末するか。ふん、つくづく抜かりも可か愛わいげもない野郎だな」

　散々言われた嫌味を思い出したのか、カシュヴァーンは不快そうな表情になった。

「だが今にして思えば、焦あせりも感じられる。そもそもバスツールの家がアリシアを買うことを許した、その時点で地方伯びいきのオーデル侯爵閣下らしからぬ失態だ。今後、国王陛下が義理の息子にどう接するか見み物ものだな」

　皮肉に口の端はしを吊つり上げたのも束つかの間、カシュヴァーンは急に深刻な顔をした。

「それにしてもあいつ、やけにしつこくアリシアに言い寄っていたが……まさか本気で、アリシアを気に入ったんじゃないだろうな」

　真剣に妻のことを心配する夫に対して、

「それはないでしょう。腐くさっても地方伯の令れい嬢じようとはいえ、アリシア様のような珍獣に、あの方が本気になるとも思えません。以前は殺そうとしていたぐらいですし、あなたに対する嫌がらせの一環だったのでは？　ああいう自意識過か剰じようの男は、冴さえない女性に袖そでにされるとむきになるものですから、途中から意地になってしまったのでしょうね」

　セイグラムの答えは冷たかった。

「……仕つかえている主あるじの後見人の奥様に対し、よくそこまで言えますね……」

　控えめに佇たたずんでいたトレイスが思わず漏もらしたところで、カシュヴァーンはアリシアに気づきすぐに笑顔になった。

「ああ、どうしたアリシア？　遠えん慮りよせず入ってこい」

「おや、奥様がいらしたのですか。──それでは私はひとまずこれで。ティルナード様がまた勉強をしすぎていらっしゃると思いますし」

「……それはむしろ、お前の望むところじゃないのか？」

　日頃ティルナードに対し、自分の主に相ふ応さわしい人間になれなれとうるさいセイグラムだ。いい傾向ではないかとカシュヴァーンは言いたいようだが、セイグラムはため息をつく。

「ご自分のために勉強をなさるならよろしいでしょう。ですがあの方は今、私が離れていかないようにと怯おびえていらっしゃるだけです。……不ふ愉ゆ快かいなんですよ、寝言で何度もユーランを呼んでおられますし。今回の報告も、来るのは私だけでいいと申し上げましたのに……青い顔をした主を連れて、ここまで来る私の迷惑も考えていただきたい」

　ジスカルドの捨て台ぜ詞りふ、「ユーランという男があなたに会いたがっている」。

　それが作用しているに違いないティルナードの態度を聞き、カシュヴァーンは険けわしい顔になった。

「……分かった。俺も休むよう言っていたと伝えておいてくれ。〈翼つばさの祈り〉教団の動きについては、何か分かればすぐ報告を頼む」

「かしこまりました。バルロイ様も、オーデル侯爵とやり合うおつもりなら特別に一割引で手を貸すとおっしゃっています。では、失礼いたします」

　一礼したセイグラムは「今こそあの雌めす猫ねこの胸を利用するべきか……」とつぶやきながら出て行ったが、アリシアはまだ扉の外に留まっている。

「おい、どうしたアリシア。用があるんじゃないのか？」

「ええと……もうちょっと待って下さいね、手順を……ああ、いけないわ、セイグラムもいたほうがよかったのに」

「なんだ、セイグラムに用事があるのか？」

「いいえ、できるだけ人目の多いところで行うのが望ましいってエルティーナ様が」

　言われてカシュヴァーンは、アリシアが持っているのが最近よくエルティーナが送ってくる洒しや落れた紙につづられた手紙だと気づいた。

「オーデル侯爵夫人が何を……？　あ、アリシア様」

　怪け訝げんそうなトレイスの横をすり抜け、アリシアはまっすぐカシュヴァーンへと向かう。

　どうした？　と言うように優しい眼をしているカシュヴァーンにぴとっと体をくっつけ、さすがに驚いているその顔をじっと見て、

「嫌いです」

　カシュヴァーンが大きく眼を見開いた。

　一方アリシアはすぐにカシュヴァーンから離れ、硬こう直ちよくしているトレイスを尻しり目めにまた部屋の外に出た。そして室内のカシュヴァーンを見つめてこう言った。

「好きです」

　カシュヴァーンは、どうしていいのか分からないのだろう。黙ったままぴくりとも動かない。

　石化したような状態の夫と、手元の書簡を交互に見ながらアリシアはつぶやいた。

「あら、反応がないわ、逆だったかしら？　でも逆は普通よね……」

「なになにアリシア、なんの遊びしてんのー？」

　そこへひょこっと顔を覗のぞかせたのは、言わずもがなのルアークだ。

「ああ、エルティーナ様に『小悪魔な振る舞い』というのを教えてもらったから、実じつ践せんしてみようと思って。これをするとね……カシュヴァーン様が、私のことをもっと好きになって下さるんですって」

　すっかり文通相手になったエルティーナとは、最近頻ひん繁ぱんに書簡を交わし合っている。

　エルティーナのほうがカシュヴァーンのことをやたらと聞きたがるので、謎なぞのもぞもぞを味わいながら、アリシアはフェイトリンの屋敷で夫が言ったことをほぼそのまま書いて送ったのだ。

　そうしたらエルティーナは、すぐさま返事を返してくれた。




『好きだと言いながら別れを匂わせてくるなんて最低ね。そういう男には、馬鹿なことを言えなくなるぐらい、もっともっとうんとあなたのことを好きにさせないと』




「あ、そうなんだ。ちなみに俺もカシュヴァーンおにいちゃんに、侯爵夫人からの手紙を届けに来たんだけど……えーと……読む余裕ある？　おにいちゃん」

　まだ立ち直れていないカシュヴァーンに、ルアークはにやっと笑った。

「自分でいつでも別れられるようにとかどーとか言っといて、ひと言『嫌いです』とか言われてそんなにへこむんなら、格かつ好こうつけるのやめたら？」

「……ッ、また盗み聞きか!!　こら、腐っても元王女殿下からの手紙だぞ!!」

　我に返ったカシュヴァーンの手を素早く避よけながら、ルアークはエルティーナからの書簡を勝手に開封した。

「なになに？　……あはは、『心配しなくても、あなたたちはきっとハッピーエンドになるわ。だから少しぐらい、意地悪したっていいでしょう？』だって」

　頭を抱えたカシュヴァーンに、ルアークはにっこりする。

「ただのお姫様なら由緒正しい王子様と結ばれたいだろうけど、俺たちの死神姫様は違うんじゃない？」

「……うるさい」

　渋い顔をして吐はき捨てたカシュヴァーンに、アリシアはもじもじしながら、

「ぜ、贅ぜい沢たくを言ってごめんなさい。だけど私、できるだけカシュヴァーン様とお別れしたくないんです。確かにいろいろ悪い噂うわさもありますけど……たとえ暴君でもけだものでも変態でも、怪物でも首があってもなくても、私にとっては理想の旦だん那な様ですもの」

　再び硬直したカシュヴァーンの横でトレイスも仲良く硬直し、ルアークは床ゆかを転げ回って爆笑している。

「だから……私もカシュヴァーン様のことを、カシュヴァーン様の分までもっともっと好きになりますから……もっと、私のこと、あの……好きに……なって下さい」

　もうあんな、悲しい話を聞かずにすむように。

　赤い顔をしてアリシアが言い終わった後、カシュヴァーンは眼を閉じて天井を仰あおいだ。

「……だから、俺を受け入れてくれすぎなんだよ、お前は。くそ、これ以上好きになんかなれるか……」

　少し悔くやしそうにひとりごちたのを聞いて、アリシアはさらに真っ赤になった。





終　　　










　あとがき




　初めましての方は初めまして、前巻以前よりのお付き合いの方にはいつもお世話になっております。小野上明夜と申します。シリーズ四作目『死神姫の再婚　─私の可愛い王子様─』を手に取っていただきましてありがとうございました！







　今回の新キャラは完璧王子様と夢見る乙女と人妻王女様でした。字面で見ると結構少女小説している面々なんだけどな……。

　今作より正式登場となったジスカルドは、私が思うところの「王子様」要素を片っ端から取り入れてみました。表面上は。……実際のところは、読んで下さったとおりです。

　夢見る暴走乙女・シイルは、常にテンションが高くて書いていて面白かったです。兄のキリアンともども今後が大変そうですが、アリシアとは本好き友達として仲良くしてほしいです。

　エルティーナは作者の熟女好きを反映し、最終的においしいところを持っていった気がします。先輩人妻として、まだまだ夫婦として未熟なライセン夫妻を鍛えてくれると嬉しいな。







『私の可愛い王子様』が今回のサブタイトルですが、読み方によって「私」も「王子様」もそれぞれ違うと思います。どの組み合わせが印象に残ったでしょうか？　一番肝心な「死神姫」と「怪物」の仲は、想い合うゆえに余計にややこしいことになってきていますが……。

　ちなみにプロットの段階では、『私の困った王子様』でした。今でもこっちのほうがより中身を表現してると思ってる！　これを読んで下さっているすてきなお姫様たちは、困った王子様たちを可愛いと……思っていただけると嬉しいなと……。

　シイルの詩に爆笑した担当編集の三ヶ尻様、資料ＤＶＤを見て下さった岸田メル様と一緒に、次回もがんばりたいと思います。ティルナードもすごくがんばることになりそうな気がします。

　なお今回、ビーズログの携帯サイトにカシュヴァーン視点の番外編みたいな短編を書かせていただきました。詳細は帯折り返しに載っています。こちらもよろしくです。





二〇〇八年八月　　小野上明夜　　







著者

小野上明夜

Meiya Onogami




12月14日生まれの射手座のＯ型。

今回は「王子様」がテーマです。少女小説でヒロインの相手役と言えば、多少なりとも「王子様」でなければと思っているのですが！

思ってはいるのですが!!　……詳細は本文を確認してみて下さい。商業小説に関しては

「空のお城」http://onogami.blog103.fc2.com/

というブログをやっていますので

よろしくお願いしますね☆










イラスト

岸田メル

Mel Kishida




王子様といえばアヒルの顔が伸びてる面白い系が先に思い浮かんでしまう岸田メルです。一時期、王子をつけるのが流行ったけどハニカミ王子って聞くたびにえくぼおうじを思いだすので、昔そういうのいたよね？　って人に聞いても誰も同意してくれず寂しかった。個人的にはモナコのアンドレア王子がナイス王子!!　知らない人はネットで調べてみてね☆

ウェブサイト　ＵＲＬ　http://maigo.jp/
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死しに神がみ姫ひめの再さい婚こん




─私わたしの可愛かわいい王おう子じ様さま─
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